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研 究 活 動1'
〔A研 究 〕
1.超 高層 物 理 学 研 究 グ ル ー プ
川 一 般 研 究
(2)共 同 研 究
(3)
(4)研 究 成 果 の 発 表




(4)研 究 成 果 の 発表
3地 学研 究 グル ー プ
(a地 学)
(1)一 般 研 究
(1.A)固 体 地 球 物 理 学
(1.B)古 地 磁 気 学
(1.C)地 質 学
(1.D)地 理 ・地 形 学
② 共 同研 究
(3)
(4)研 究 成 果 の 発 表
(b南 極 阻 石)
(U－ 般 研 究
(2)共 同 研 究
(4)研 究 成 果 の 発 表
4.生 物 学研 究 グル ー プ
(U－ 般 研 究
〔2)共 同研 究
〔3)








































































オー ロ ラ世 界 資 料 セ ン ター







2.外 国 基 地 派 遣



















































2.研 究 成 果刊 行 物








































5.所 務 日誌 128
1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は永田東大教授)が 南極 に向
かって出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 して
きた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,
日本学術会議その他の関係者から強 く指摘された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設
置 されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組されてき
た。 しかし,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の機関としての立
















国立極地研究所創設 ・研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設
置 された.ま た,南 極の昭和基地が観測施設となった。




研究系に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第一一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組された。
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二研究部門に改
組 され,寒 地1:学 研究部門は極地設営⊥学研究部門と改称された。また,観 測協力室の設営係
が設営第…係と設営第二係に改組された。
管理部会計課用度係が用度第一係と用度第二係に改組 され,図 書室に図書係が設置 された。
資料系に阻石資料部門が設置され,み ずほ基地が観測施設となった。
管理部庶務課に研究協力係が設置された。
研究系の極地気象学研究部門が廃1ヒされ,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時 限10年)
研究系に明石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置された。
観測協力室の設営第一係,1設営第二係,定 常観測係が設営総括係,設 営第一係,設 営第:1係 に
改組された、













































雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※阻 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部 門
※寒冷生物学第二研究部 門
※極地 設営 工学研 究部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門













区 分 所 長
企 画












合 計 1 1 9〔6)① 11{6) 19 25 14 35 !l5(12①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6〔6) 6〔6) 12 24α2
資 料 系 1 4 4 2 ll　 、
北極圏環境研究センター 1① 1 2 1 5「1一
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3ミ
管 理 部 17 2 19
事 業 部 6 8 35 149
図 書 室 2 21
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。 ○は外国人客員教授で外数である。
〈定員の変遷〉
纈 所 長 企調 赦正 画ノ.,B 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系職 員 職極地観測口貝 計














































































































56 1 1 7 ( 5) 1
10( 5) 15 26 17△1 31 108qO)
57 1 1 7 ( 5)10( 5) 15 26 1△l
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31 108(10)














6) 15 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7 ( 6) ll( 6) 15 26 15△1 2
33
109(12)
61 1 1 7 ( 6) 11( 6) 15 26 15 2
35
lll(12)
62 1 1 7 ( 6)ll( 6) l
l6
26 14△1 35 lll(12)
63 1 1 7 ( 6) ll( 6) l
l7
25△1 14 35 ll1(12)
・














年度 人 件 費・ 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 13LO61 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,ll6 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,l!3,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
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5,945㎡(板 橋 地 区)









ll　研 究 活 動
国立極地研究所の教官は客員教官も含めて,そ れぞれの専攻分野に応じ,超 高層物理学研究グループ,気 水圏研
究グループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループに分属し,研 究に従事 している。極地設営二1二学は1客 員部門
だけであるが,そ の重要性にかんがみ,客 員教官と隊長経験 を有する教授 とでグループを構成 している。各研究グ
ループは前年度の研究実績の評価,将 来計画を考慮 しながら,年 度ごとの研究計画の大網を立案 し実行に移 してい
る。教官は,そ れぞれ,独 自の研究課題を持っているが,所 内の教官,所 外の教官,所 外の研究者 と共同研究を行
うことによって,研 究を多面的に発展 させることに努めている。
国立極地研究所として重点的に進める研究は,特 別共同研究 として,所 内外の研究者の協力の下に推進 される。
一方,公 募に基づく一般共同研究,研 究小集会,観 測研究小集会が共同研究の一環 として開催され,成 果をあげて
いる。
教官全体による研究談話会,各 研究グループによる談話会は前年に引続 き活発に行われている。
極地における研究 ・観測 ・調査 も極地研究所教官にとって重要である。





オ ー ロ ラ 発 光 の 分 光 学 的 研 究 教授 江 尻 全 機
第30次 南 極 観 測 で実 施 した オー ロ ラの 分 光 器 観 測 は,高 い 時 間 分 解 能(～1秒)で 空 間 的 に一 次 元(約74度 の視
野 で約1度 の分 解 能)の オ ー ロ ラの 分 光 を行 う事 が 出 来 た 。 これ 迄 の オ ー ロ ラの 光 学観 測 は,パ ン クロ(全 スペ ク
トル の積 分)や 数 波 長 の 強 度 観 測 で オー ロ ラ動 態 を調 べ る か,又 は オ ー ロ ラを 静 的 に捉 え て発 光 ス ペ ク トル の 同定
を行 う もの で あ っ た。 しか し,発 光 スペ ク トル に対 応 す る オー ロ ラ粒 子 の エ ネ ル ギ ー分 布 や粒 子 束 の 時 間 変 動 は,
オ ー ロ ラ成 因 の基 本 物 理 機 構 を解 明 す る上 で 本 質 をな す もの で あ る。
持 ち帰 っ た 多 量 の デ ー タ を計 算 機 を用 い て 処 理 を行 う一 方,オ ー ロ ラ光 の ス ペ ク トル 強度 の絶 対 値 を求 め る 為,
標 準 光 源 を使 用 して オ ー ロ ラ分 光 器 の 絶 対 較 正 を行 う事 が 出 来 た 。 これ に依 っ て 相対 値 で の議 論 か ら大 き く研 究 を
進 展 させ る こ とが 出 来 た。 オ ー ロ ラの 分 光 学的 形態 と して　stable　 arc,　actlve　 band,　 diffuse　 aurora,　 pulsatlng
aurora,　 red　 aurora　 の特 徴 的 違 い を明 らか にす る事 が 出 来 た 。 即 ち,N、+IN　band　 (λ=391.4,427.8,470.9nm),
OlD(λ=557.7nrn),OlS(λ=630.Onm),N21Pbandエミッ シ ョ ンの 発 光 強 度 が ど の よ う に 関係 して い
る か で,オ ー ロ ラ粒 子 の 違 い を推 論 す る こ とが 出 来 た 。 さ ら に,01Sに 対 して のN21Pの 影 響 が 算 出 す る こ と
が 出来 た。 こ の スペ ク トルの 時 間 変 動 を現 在 調 べ て お り,新 た な オー ロ ラ発 光物 理 機 構 の知 見 が得 られ る もの と期
待 して い る。
Pc5型 地磁気脈動 か ら求 めた地磁 気共役点の算出 助教授 佐藤夏雄
南極の3点(昭 和基地,あ すか基地,マ ラジョージナや基地),そ して昭和基地の地磁気共役付近に位置するアイ
スランドの3点(Husafell,　 Tjornes,　 Isafjordur)の 合計6点 で同時観測されたPc5型 地磁気データを用いて地
磁気共役点位置の算出を試みた。地磁気脈動の伝搬特性は,水 平面で位相変化が線形であると仮定することにより,




り近 くなるが,位 置の分散は,か なり大 きい結果になった。
イメー ジング リオメー タの開発研 究 助教授 山岸 久雄
1990年7月 にアイスラ ン ドTjbrnesに イメー ジングリオメー タを設置 した。 この リオメータにより,
電離層D層 高度 にて170km四 方 の範囲 の銀河雑音吸収　(CNA)　 を64本 の ペ ンシ ル状 ア ンテ ナ ビーム
で8×8画 素 のCNA画 像 として観測す るこ とがで きる。
時間分解能 は1コ マ4秒 である。本年度 の初期的 な解析結果 と して,朝 方のパ ル七一 テ ング オー ロ
ラとイメージ ング リオメー タと良い相 関を示 めす こと,ま た,昼 側 のPc5脈 動 に伴 な ってCNA脈 動
の移動方 向な どが見 つかった。
EXOS-Dデ ー タを用い た沿磁 力線電流の研 究 助手 藤井良－




低 エネルギー降下電子に よる低緯度 オーロラの励起 助手 宮岡 宏,教 授 平澤威男
低緯度オーロラは,大 磁気嵐の主相に短時間(～lhr)出 現する稀な現象であるため観測例が少 なく,そ の成
因についてほとんど明らかとなっていない。1989年10月21日,国 内では約30年 ぶ りに観測された低緯度オーロラは,
日本(MLT～21h)の 他,カ ナダ(MLT～5h)に おいて,ほ ぼ同時刻に掃天フォ トメータにより光学観測 さ
れた。さらにこの時DMSP-F8お よびF9衛 星により低緯度オーロラ上空の降下粒子フラックスの観測が行われ
た。
北海道 ・母子里において観測された低緯度オーロラは,6300Aの 最大強度で約90kR(大 気吸収補正後)に 達 し
たものと推定されるが,こ れとほぼ同時刻にカナダのCanopusス テーションの中で最も低緯度に位置するPina-
wa(MLT=57°)に おいても20kR以 上の強度を持つ6300Aの オーロラが磁気緯度50° 以下で観測された。　Pina-
wa上 空を通過 したDMSP-F　 8衛 星による降下電子フラックスの同時観測データと比較 してみると,今 後,低 エ ネ
ルギー電子によるオーロラの発光効率に関する定量的モデル計算を行い,低 緯度オーロラ発生機構としての理論的
妥当性も明らかにしたい。　DMSP衛 星の通過時には,低 緯度オーロラはすでに磁気緯度54～56° の位置 までreco-
ver　しているが,オ ーロラ発光位置に対応 して多量の低エネルギー(10eV～ 数100eV)電 子の流入が観測されてい
る。これは,6300Aの 波長が選択的に強く発光する低緯度オーロラが,大 磁気嵐に伴いオーロラオーバルの低緯度
側境界に降り込む低エネルギー電子によって励起されていることを実証するものである。
PPB　 (ポ ーラーパ トロールバル ーン)の 上下運動の数値解析 助手 門倉 昭
1990年1月 に第30次南極地域観測隊によって行われたPPB実 験の結果を解析するために,気 球の上下運動 を追
うための数値モデルを作成した。時々刻々の太陽高度から気球内部のガスの温度を計算 し,気 球に働 く浮力,重 力,
抵抗力をもとに垂直方向の運動方程式を解 く,と いうもので,水 平方向の運動は実際の航跡に沿わせて計算を行っ
た。対流による熱効果 を考えないモデル計算の結果から次のような結果が得られた。
・バラス トの投下量は,オ ー トバラス ト高度における自由浮力により,日 没域に近づ くにつれて増加 し,い った
ん日没域に入ってしまうと日没継続時間によらずに単調に減少 していく。
・内部のガスが外に漏出しなければ,バ ラスト全量消費後も気球高度は落ちない。
・1989年12月 の中に放球 していれば南極大陸を一周 した可能性は高い。




研 究 代 表 者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 澤 威 男 国立極地研究所 教授 オーロラ現象の地磁気共役性の研究
(イ)一 般共 同研究
研 究 代 表 者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
永 野 宏 朝日大学(教 養)教 授 磁気嵐急始部 とそれに伴うULF波 動の特性
松 本 治 弥 神戸大学(工)教 授 人工衛星EXOS-Dと 地一ヒ観測データとの比較研究
小 川 忠 彦 国立極地研究所客員教授 VHF及 びHFレ ーダによる極域プラズマ運動の研究








大 家 寛 東北大学(理)教 授
極域における衛星 ・地一ヒ観測データの総合的解析に基づく極域
電離圏プラズマの研究
橋 本 弘 蔵 東京電機大学(-1二)教 授 飛翔体を用いた極域における波動現象の研究
南 繁 行 大阪市立大学(工)助 手
太陽風一磁気圏のエネルギー輸送効率と極嵐の関連性に関する
研究
金 出 栄 祐 東京大学(理)助 手 オーロラサブストームの発生 ・終息状態に関する基礎研究








スギウラマサ ピサ 東海大(開 発技術研)教 授 人一[:衛星と共役点データを用いた磁気圏電離圏結合の研究
前 澤 潔 山形大学(理)教 授 地磁気共役点付近でのCNA脈 動解析 とその相関現象の研究
高 橋 冨 士 信 通信総合研究所 室長 南極VLBI実 験
桜 井 享 東 海大 学(.L)教 授 極域長周期ULF波 動 と発生 ・伝搬機構の研究
平 島 洋 立教大学(理)助 教授 オーロラX線 撮像による波動一粒子相互作用の研究
島 倉 信 千葉大学(一|1)助 教授 極域ULF　 ～VLF波 動エネルギーの波数空間分布解析
麻 生 武 彦 京都大学(工)助 教授 オーロラ立体観測画像の解析
一9一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
上 出 洋 介 京都産業大学(理)教 授 オ ー ロ ラ活 動 と極 域 関連 現 象 の シ ュ ミ レー シ ョ ン




斎 藤 尚 生 東北大学(理)教 授 太陽風による地球磁気圏擾乱の研究
坂 翁 介 国立極地研究所客員助教授 南極に於る無人観測装置の開発 ・改良
北 村 泰 一 九州大学(理)教 授 極域一赤道擾乱の結合回路の研究
角 村 悟 地磁気観測所 研究官 地磁気擾乱の共役性についての定量的研究







研 究 課 題 研究代表者'所 属 璽 研究所教官の分担者
(国際学術研究)
南北両半球へのオーロラ粒子 佐 藤 夏 雄 平 澤 威 男
エネルギー流入動態の研究 研究系 ・助教授 江 尻 全 機
山 岸 久 雄




極域電磁環境に及ぼす太陽活動と人間活動に関する研究 佐 藤 夏 雄 江尻全機 ・山岸久雄
研究系 ・助教授 藤井良一 ・宮岡 宏
(奨励研究)
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High latitude aurora observed at K. MAKITA Proc.NIPR Symp 1989. 1





Drift of auroral absorption observed T. KIKUCHI and Proc.NIPR Symp.
in February 1986 with the scanning H. YAMAGISHI Upper  Atmos.Phys.,
beam riometer at Syowa Station 3,12-23
Diurnal phase and amplitude variationsT. ARAKI, Proc.NIPR Symp.
of 12.1 kHz Omega signal along theN. SATO, Upper Atmos.Phys.,
auroral zone R. FUJII and  3,79-85
T. KIKUGHI
HF radar experiment Syowa Station T. OGAWA Proc.NIPR Symp.
for the study of high-latitude ionosphere-T. HIRASAWA Upper Atmos.Phys.,





Electric Field Measurement on the H. Hayakawa,  J.Geomag.Geoelectr.,42, 1990














VLF Observations by the Akebono I. Kimura  J.Geomag.Geoelectr.,
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Low Energy Charged Particle Observa-I. Mukai,  J.Geomag.Geoelectr.,
tions in the "Auroral" Magnetosphere:: N. Kaya  42,No.4,479-496.
First Results from the Akebono (EXOS-E. Sagawa









Studies of Aurora Dynamics by T. Oguti,  J.Geomag.Geoelectr.  ,








On the Analysis of Aurora Stereo T. Aso,  J.Geomag.Geoelectr.,




Multipurpose Satellite Data ReceivingM. Ejiri, Proc.Fourth Symp.on 1990. 7
System Constructed at Syowa Station.S. Takeuchi and Antarctic Logistics and
N.  Sato Operations, Sao Paulo,
Brazil,
Storm-time Aurora as Observed withT. Yamamoto  Trans.  Am.  Geophys.  Union, 1990







Test VLBI Experiments with an  N.Kurihara  Trans.  Am.  Geophys.  Union,
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題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Polar　 Patrol　 Balloon　 ExperimentT.　 Hirasawa Proc.of　 the　 Seventeenth1990
Duringl991-1993. M.　 Ejiri International　 Symp.on











observations　 of　 global　 pi　 2-rangeK.　 Yumoto,　 K.　 TaJ.Geophys.Res.,95, 〃








JARE30電 場観測 門倉 昭,江 尻全機 大気球シンポジウム 〃
山一ヒ隆正,秋 山弘光 平 成2年 度 、71-74
JARE30PPB実 験結果の数値モデル計算に門倉 昭,江 尻全機 大気球シンポジウム 〃
よる解析 太田茂雄,秋 山弘光 平 成2年 度 、75-79
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極昭和基地VLBI基 礎実験結果 栗原則幸,高 橋富士信 アイスランドと南極で同時解析 さ れ たpc
近藤哲朗,杉 本裕二 1帯地磁気脈動の偏波の統計的性質
江尻 全機D.L.Jancy 第74回 日本測地学会 1990
極冠域におけるオーロラ活動 一あけぼの衛星 金田栄祐,山 本達人
紫外オーロラ観測 林 幹治,巻 田和男
藤井良一,門 倉 昭 第87回 地球電磁気 1990.4
江尻全機,小 口 高 地球惑星圏学会
あけぼの衛星による沿磁力電流のキャリアー 高橋幸弘,福 西 浩
の同定 藤井良一,向 井利典
〃 〃
あけぼの衛星による沿磁力線電流中の熱的電 阿部琢美,福 西 浩
子エネルギー分布の観測 小山孝一郎,藤 井良一
奥澤隆志 〃 tl
1989年10月21日 に観 測 さ れ た 低 緯 度 オ ー ロ ラ宮岡 宏,湯 元清文
現象の解析 田中義人,平 澤威男 〃 〃
Seasonal　 Variation　 of　the　 RelationshipsS.　 Tsunomura
of　Geomagnetic　 Variations　 ObservedN.　 Sato 〃 〃
at　High　 Latitude　 Conjugate　 Stations
`あけ ぼ の'衛 星 に よっ て 観 測 さ れ た ス トー 山本達人,金 田栄祐




オ フ セ ッ トの 決 定 と セ ンサ ー マ ス トの 傾 き 鳥海恭一,藤 井良一 〃 〃
(1) 石川喜一,福 西 浩
国分 征,　MGF班
オーロラに伴 うCNA強 度の空間分布 山岸久雄,菊 地 崇
田村幸一,羽 倉幸雄 〃 〃
ポー ラー ・キ ャ ップ域 の オ ー ロラ現 象(1) 巻田和男,山 岸久夫
K.　 Lassen 〃 〃
E.F.　 Christensen
C.-1.　 Meng
Low-Latitude　 Aurora　 During　 the　 GreatK.　 Yumoto








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
アイスランドと南極で同時解析 されたpcl帯 島倉 信,小 林俊之 第87回 地球電磁気 1990.4
地磁器脈動偏波の統計的性質 佐藤夏雄,早 川正士 地球惑星圏学会
IPDPの 偏波の微細構造および発生機構 小林俊之,島 倉 信 第88回 地球電磁気 1990.ll
早川正士 佐藤夏雄 地球惑星圏学会
南極ロケット観測による電子密度分布 平澤威男 〃 〃
アイスランドにおける三点同時観測オメガ電 川上 登,島 倉 信
波を用いた下部電離層擾乱解析 荒木 喬,佐 藤夏雄 rp 〃
山岸久雄,早 川正士
DE衛 星で観測された電場と磁場の相関解析 佐藤真之,藤 井良一
R.　 A.Hoffman
J.　 D.　 Craven,　 L.　 A.
Frank,　 J.　 Slavin 〃 〃
杉本正久
パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を用 い た イ メ ー ジ ン 佐藤 貢,西 野正徳
グリオメ一夕の吸収画像表示 クイックルック 山岸久雄,佐 藤夏雄 It 〃
システムの開発
広域オーロラ画像によるサージの研究 六LII弘 一,平 澤威 男 〃 〃
小野高幸
オーロラ構造の南北非共役性から推測 される 長岡孝行,佐 藤夏雄
磁気圏構造の非対称性 前澤 潔,内 田邦夫 〃 〃
坂 翁介
あすかでの超高層観測について 行松 彰,江 尻全機 ,1 lt
門倉 昭,荒 木 徹
JARE30お ける大気球電離層電場観測 門倉 昭,江 尻全機 り h
III上隆 正,秋 山 弘 光
PPB搭 載用オーロラX線 撮像装置の開発 鈴木裕武,藤 井良一
秋山弘光,山 上隆正
村上浩之,平 島 洋 〃 〃
小玉正弘
オーロラ分光器の開発と初期観測結果 岡村 宏,江 尻全機 〃 〃
横田俊昭,佐 々木進
ア イ ス ラ ン ドにお け る イ メ ー ジ ン グ リ オ メ ー 山岸久雄,西 野正徳
タ観 測 一 オ ー ロ ラ とCNA画 像 の 比 較 佐藤 貢,小 島正宜 lt 〃
菊池 崇,佐 藤夏雄
オーロラ立体観測画像 の解析 手法 について 麻生武彦,橋 本 岳
(m) 藪 哲郎,安 陪 稔 〃 〃
山岸久雄,江 尻全機
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
パ ル セ ー テ ィ ング オ ー ロ ラ に お け る 森岡 昭,宮 岡 宏 第88回 地球電磁気 1990.ll
脈動性LFヒ スの検出一北欧ロケット実験 大家 寛,町 田 忍 地球惑星圏学会
向井利典,斎 藤義文
平原聖文
Behaviors　 of　CNA　 events　 in　the　 ragions一西野正徳,田 中義人





On　 a　Method　 to　 Estimate　 the　 IonOsphe一島倉 信,早 川正士
ric　 Exit-Region　 of　 ULF/VLF　Waves 佐藤夏雄
Observed　 on　 the　 Ground
〃 〃
Scanning　 Beam　 Riometer　 Observations坂 翁介,山 岸久雄
of　Particle　 Precipitations　 Modu!ated
by　 Pc　 5　Magnetic　 Pulsations 〃 〃
高緯度磁気圏VLF波 動の電離層透過域推定今井雅人,島 倉 信
佐藤夏雄,早 川正士
地上共役点と大気球で同時観測された極域V 神薗秀信,佐 藤夏雄 ク tt








Ground　 Induction　 Effect　 of　the　Po!ariza一角村 悟,佐 藤夏雄
tion　 Characteristics　 of　 Geornagnetic加藤賢一
Pulsations




あけぼの衛星による地球嵐時の紫外オーロラ 金田榮祐,山 本達人 ,, 〃




Doppler　 Imaging　 Observations　 of　Aurora岡野章一,中 島英彰
at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 :小野高幸,塩 川和夫
Pre!iminary　 Results 福西 浩 〃 〃




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
衛星回線によって伝送された南極データの宇 徳丸宗利,川 崎和義 第88回 地球電磁気 1990.10
宙天気予報への応用 江尻全機 山岸久雄 地球惑星圏学会
佐藤夏雄
南極電波望遠鏡計画一ミリ波 ・サブ ミリ波帯 落合 啓,増 子治信 〃 ,タ
電磁波によるオゾン層微量ガス成分の観測お 丸橋克英,長 谷川哲夫
よび電波天文観測一 林 正彦,江 尻全機
JARE30電 場観測 門倉 昭,江 尻全機 大気球シンポジウム 1990.12
山上隆正,秋 山弘光
JARE30PPB実 験結果の数値 モデル計算に門倉 昭,江 尻全機 tt 〃
よる解析 太田茂雄,秋 山弘光
南 極 昭和 基 地 に お け る オー ロ ラ ドッ プ ラ ー イ 岡野章一,中 島英彰 第14回 極域における電離 1991.1
メー ジ ン グ観 測:速 報 小野高幸,塩 川和夫 圏磁気圏総合観測シンポジウム
福西 浩
オーロラ分光器の開発 江尻全機,横 田俊昭 〃 〃
佐々木進,岡 村 宏
オーロラの分光学的特性 岡村 宏,江 尻全機一 〃 〃
芳野赴夫
ミル ス ク ロ ス型 ア レ イア ンテ ナを用 い た イメー 中西康浩,西 野正徳 〃 〃
ジ ン グ リオ メー タの 開発 加藤泰男,加 藤利郎
田中義人,山 岸久雄
『あけぼの』衛星の磁場観測　(MGF)デ ー タ田中 真,高 橋隆男 ,r
ベ ー ス の 開発 利根川豊 遠山文雄
杉浦正久,藤 井良一
福西 浩,国 分 征他
MGF班 〃 り
パ ル セ イテ ィ ン グオ ー ロラ に伴 うLF帯 波 動 の 森岡 昭,宮 岡 宏
観測 斎藤義文,平 原聖文







低エネルギー降下電子による低緯度オーロラ 宮岡 宏,平 澤威男 〃 ,,
の励起 湯元清文,田 中義人
F.　 Creutzberg,　 D.
D.　 Wallis It 奪1
あけぼのによって観測 されたAURORA 金田栄祐,山 本達人
SUBSTORM　 EXPANSION　 ONSETの 様林 幹治,藤 井良一
相 門倉 昭,江 尻全機
巻田和男,小 日 高 〃 tタ
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
オーロラから求めた地磁気共役点の決定 佐藤夏雄,長 岡孝行 第14回極域における電離 1991.1
圏磁気圏総合観測シンポジウム
オ ー ロ ラ ・サ ー ジの エ レ ク トロ ダ イ ナ ミ ッ ク 佐藤真之,藤 井良一 〃 〃
ス R.　 A.　 Hoffman
J.　 D.　 Craven,
L.　 A.　 Frank
J.　Slavin,杉 浦 正 久
デ ィス ク リー トオ ー ロ ラの 非 共 役 性 長岡孝行,佐 藤夏雄 〃 〃
前沢 潔,内 田邦夫
坂 翁介
SSC時 のCNAの 時間空間特性 菊池 崇,山 岸久雄 〃 ,r
角村 悟,永 野 宏
ア イ ス ラ ン ドにお け る イ メ ー ジ ン グ リ オ メー 山岸久雄,西 野正徳 〃 〃
タ観測 佐野 貢,小 島正宣
菊池 崇,佐 藤夏雄
ARSADに よる、昭和 ・あすか両基地におけ六山弘一,平 澤威男 tt 〃
るオーロラ画像の解析
JARE30大 気球電場観測 門倉 昭,江 尻全機 ll 〃
山一ヒ隆正,秋 山弘光
オーロラステレオ観測画像の解析 橋本 岳,藪 哲郎 第7回 ソ フ トウ ェ ア コ ン フ ァ レ 1991.3
麻生武彦,安 陪 稔 ン ス,
江尻全機 (財)大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー,
9-12,
一18一
2.気 水 圏研 究 グ ルー プ
(1)一 般研究
東南極大陸,み ずほ高原の積雪化学 ・同位体組織 か らみた堆積環境 教授 渡辺興亜
東クイーンモー ドランド雪氷研究計画期間中(1982-86),み ずほ高原など内陸各地で表層,浅 層(100～200m)
および中層(700m)の 氷床雪氷掘削が行われ,雪 氷コア解析によって堆積環境およびその変動復元の研究が進め
られている。こうした研究にとって,現 在の氷床上でどのような堆積過程が生 じているか,ま たそれはどのような
地域特性を示すかを知ることは重要である。そのため,　JARE29の 内陸雪氷観測では昭和基地か らみずほ基地を
経て,内 陸 ドームに至るルー トヒで積雪観測を行い,層 位構造および氷の同位体プロファイル(δ180)か ら年間
積雪層を同定 し,各 層中の海起源物質およびその他の化学的諸成分を分析 し,そ れらの化学組成の年間の堆積㍑を
推定するとともに,そ れらの物質の堆積過程を積雪の堆積構造をもとに検討 した。また内陸観測中の1988年10月 か
らll月にかけての期間,低 気圧擾乱の接近に伴っていく度かの降雪があったが,そ れらの降 ・飛雪を採集 し,降 雪
の化学組成,同 位体組成から,そ れらが地域および時期によってどのように変化するかを検討 した。この二つの観
測結果から,み ずほ高原の堆積環境系,特 に内陸高圧帯の季節的消長との関連を研究 している。
高緯度大気中 におけるエアロゾールとその先駆物質の研 究 客員教授 田中 浩




に,第32次 越冬隊の林政彦(名 大STE研)に,「 しらせ」船.ヒでのDMS測 定を依頼した。その結果,夏 期の南極
大陸周辺海域では500pptvに も及ぶDMSが 大気中に存在 していることがわかった。この値は他の通常海域の5倍
のii'1であり,南 極地方の夏期の硫酸エアロゾルのソースはDMSで ある可能性が高い。
DMSの 酸化によって発生するメタンスルホン酸(MSA)　 と非海塩性エアロゾル(nss-SO、2-)の 採集を,す で
に第28次 隊に依頼 している。その分析結果からもMSAも 南極周辺に多 く存在している。また両者の比(MSA/
nssSO、2-)　は20%に もなり,他 の海域よりも3倍 ほど大きい、,南極周辺海域の状態は過去の氷期における一ー一般的
状態に類似 していることがわかる。
本研究を通 して,古 賀聖治(名 大大学院)の 貢献は特に大きい。
衛星 による南極 ・白瀬氷河の変動 助教授 西尾文彦
南極川瀬氷河は約200,000kmL・ の流域面積を有 し,そ の氷の流【,{:の90%以一ヒが約20kmの 幅をもった白癩氷河河lI
へ と収敏 している。自瀬氷河の末端には浮氷舌が存在 し,過 去30年 間大きく変動 し,浮 氷舌は後退 してきている。
リュツオ ・ホルム湾に大 きく張 り出 していた浮氷舌は,現 在では分離 ・漂流 し存在 していない。リュツオ ・ホルム
湾の海氷の年々変動 も近年大 きくなってきており,夏 から秋の季節には流出 して存在 しないこともある,、衛星画像
解析から,自 瀬氷河の浮氷舌の存在を調べたところ,リ ュツオ ・ホルム湾の海氷状況に大 きく影響を受けているこ
とが明らかになった。湾内の海氷は気温が高いと湾からの流出が起こりやす く,浮 氷舌の流出は昭和基地の高い気
温 と高い相関があることが明らかになった。 リュツオ ・ホルム湾の海氷は年平均気温期が高いと海氷が十分な厚さ
に成長できない。また日射 最が多いと融解が促進され,流 出する可能性が高くなる、,一一方,海 氷.ヒに積雪が多いと
夏期に海氷の融解が進まないために流出する可能性が低いことなどが明らかになっだ,
氷床 コアに記 され たポ リニアの気候 助教授 西尾文彦,教 授 渡辺興亜
1970年代の半ばに衛星Nimbus-5マ イクロ波放射計の観測から,南 極半島の東側に位置するウエッデル海のほぼ




に氷床上の気候形成に著 しい影響を与えることは充分に考えられることである。もしウエ ッデル ・ポリニアに近い
氷床上の氷コアを解析すれば,積 雪形成時の気温(δ'80)や 積雪量に著 しい影響を及ぼしていることが考 えられ
る。このような氷床形成 とポリニアの関連が明らかならば,氷 床コアから過去のポリニアの出現頻度やポリニアの
形成気候を解明できるかも知れない。1989-90年 の夏期間にウエッデル海の東側に位置 し,ウ エッデル ・ポリニア
が出現 した近 くの(西 独)ノ イメイヤー基地で13mの 深さのコアを採取 し,解 析 した。その結果,ポ リニアの形成
されていた期間には積雪量が多 く,ま た気温 も高かったことが明らかになった。
MOS-　 1衛 星 デー タによる南極大気 ・雪氷 圏の研究
助教授 山内 恭,助 手 神沢 博,客 員教授 小野延雄
1989年2月 から昭和基地で受信を始めた,MOS-1衛 星データにより,極 域大気 ・雪氷圏の研究が続けられてい
る。今年度は,特 にマイクロ波放射計(MSR)デ ータにより,大 気中の水蒸気量,雲 水量(凝 結小量)の 導出を
検討 した。
MSRは23.8と31.4GHzの2周 波からなる放射計である。水蒸気が22GHzに 吸収線をもつことから,こ の2周
波の測定から大気中の水蒸気量 と雲水量を推定することができる。単純なモデル大気を考え,こ れまで得られてい
る経験的関係 も含め,水 蒸気量,雲 水量は,測 定輝度温度 と地表面の温度,射 出率を含んだ連立1次 方程式で近似
的に表現 されることが導かれた。この関係を使って,1989年2月 の実際のMOS-1デ ータに適用したところ,水 蒸
気量は,0.6～2.Og/cm2,雲 水量0～30mg/cm2,と いう結果が得られた。雲水量分布については,同 じくMO
S-1の 可視 ・赤外放射計(VTIR)デ ータと比較 して,雲 の厚い層に大雲水量が出てお り,ま た,沿 岸部の水蒸気
量はこれまで昭和基地等の観測値 と符合するなど,大 筋は妥当な結果であるが,今 後定量的検証が必要である。
MSRの 問題点 としてアンテナサイドローブの影響や大きなバイアス誤差があげられる。前者の影響で,氷 床線
や海氷線近傍では100kmス ケールにわたりデータは周辺の影響を受けて しまう。その結果,沿 岸域 の地上観測結
果を直ちに検証に使えない問題が生 じる。また,別 な問題として,海 氷や氷床上では地表面の高い輝度温度のため
水蒸気 ・雲水量を正確に求めるのに困難があり,ま た逆に,地 表面状態を推定するには,こ れらの大気効果が誤差
要因となり得ることが示された。
気象衛星デ ータおよび地上観測 に よる南極域 の雲量分布 とその変動
助教授 山内 恭,教 授 川口貞男
南極域の気候変動に関する総合研究の一環として,気 象衛星NOAAのAVHRR可 視 ・赤外データによる解析
を続けている。今年度は,昭 和基地で受信 ・処理したデータのうち,大 陸上の広域データから,南 極大陸の雲分布
を導出し,そ の変動傾向を考察した。
雲の識別手法としては,極 夜期間を含む通年にわたって同質の雲検知ができるよう,こ れまで検討 してきたもの
のうち,赤 外11μmと12μn!の チャンネルの輝度温度差によるものを使った。単に輝度温度差のみでは,厚 い雲の
検知ができず,雲 を過小評価することが示 されていた。今 日は,そ の場合さらに,輝 度温度と温度差の相関をとる
ことで,輝 度温度差の小 さい場合にも地表面(晴 天域)と 雲域を識別することが可能となった。輝度温度差等の し
きい値を決める上で,地 上からの全天カメラによる雲量 との比較を行った。この方法で1987年1年 間の毎日のデー
タについて解析を進め,雲 量分布を導出した。
雲量分布の特徴 としては,沿 岸部は高い雲量,内 陸部は高度が上がるほど低雲量となり,従 来からの所見通 りで
ある。 しかし,同 じ内陸でも,0°子午線付近,東 南極高原部の西側では3000m高 度近 くまで比較的雲量が多 く,東
側では少ないこと,従 って雲量極小域が高原の頂部より東側に偏っていることが明らかになった。
雲量変動の特徴について,ス ペクトル解析から,あ る領域では,10日 から2週 間程度の特徴的時間スケールのあ
ることが示された。さらに,こ れらの時間スケールの変動が,気 象要素とどのように関連するか,　ECWMF全 球
解析データとの比較を行い,地 上気温は雲変動の結果であること,低 気圧に伴 う暖気の流入,ロ ス海からウエッデ
ル海へ向かう低気圧の影響等が示唆された。
一一20-一 一
極 地 氷 床 の 層 位 －GRlP計 画 へ の 参 加 一
客 員助 教 授 庄子 仁,助 教 授 藤 井 理 行,教 授 渡 辺 興 亜
氷 床 コ ア解 析 か ら過 去 の 大 気情 報 を得 よ う とす る場 合,コ ア採 取 地 点 の堆 積 環 境 は,測 定 デ ー タ の信 頼 性 を左 右
す る重 要 な鍵 で あ る。 特 に,CO,の よ うな 可 溶性 の 気体 成分 に つ い て は,夏 期 の表 面 融 解 の 有 無 が,コ ア解 析 の
適 否 を決 定 づ け る 。 これ まで グ リー ン ラ ン ドで採 取 され た深 層 コア は,キ ャ ンプ セ ンチ ュ リー コア とダ イ ス リー コ
ア の2本 で あ るが,両 者 と も浸 透域 　(Percolation　 Face)　 に 属 して お り,デ ー タの解 釈 に は問 題 が残 さ れて いる。
グ リー ン ラ ン ド中 央 ドー ム は 乾 雪域(Dry　 Snow　 Face　 )　に 属 して お り,表 面 融 解 の全 く無 い理 想 的 な コ ア採 取
地 点 で あ る と され て きた 。 また,ド ー ム に お け る氷 の流 動 は斜 面 域 と異 な り,深 部 に お け る年 層 の厚 さ の減 少 速 度
が 極 め て 遅 く,コ ア の 時 間 分 解 能 も高 い 。例 え ば,ウ ィス コ ンシ ン氷 期 の氷 の厚 さは ダイ ス リー で は250m以 下 で
あ るの に対 して,ド ー ム に お け る 厚 さは約1000mで あ る と推 定 され て い る 。
1990年 の 夏 か ら,こ の ドー ム頂 ヒに お い て,欧 州 各 国 の 共 同研 究 で あ る　「Greenland　 Icecore　 Project　 :　GRI
P」 が3年 計 画 と して 始 め られ た 。 氷 厚3100mを 岩盤 まで連 続 して コア採 取 し,底 部 氷 の推 定 年 代 で あ る数10万 年
前 に至 る まで の 環境 変 動 情報 が,国 際協 力 に よる コア 解 析 か ら得 られ る もの と期 待 され て い る。 我 々 は今 夏,コ ペ
ンハ ー ゲ ン大 学 との 共 同研 究 と して これ に 参加 し,深 度770mに 至 るECM測 定 を現 場 で行 っ た。 来 夏 シ ー ズ ンか ら
は,　GRIPの 招待 科 学 者 と して,コ ア の 力学 的 ・物 理 的性 質 の現 場 及 び研 究 室 測 定 に参 加 す る予 定 で あ る。
大 気 中 のCO、 に 含 ま れ る 炭 素 の 安 定 同 位 体 比(δi3C)の 変 動 の 研 究
助 手 青木 周 司,教 授 渡 辺 興 亜
大 気 中 のCO,に 含 まれ る 炭 素 の安 定 同位 体 比 を 高精 度 で測 定 す る た め,気 水 圏 部 門 に 設 置 さ れ て い る 質41r分 析
計(Finnigan　 MAT　 ;　DELTA-E)のlnlet　 Systemの 改 造 を お こ な っ た。 そ の結 果,CO,量 が17～85μ1s,pで
0.02%・ の 高 精 度測 定 がPiJ'能に な っ た。 こ の測 機 を用 い て 日本 付 近 の対 流 圏 各層 で得 ら れ た大 気 の 分 布 を行 った 。 こ
の研 究 で得 られ た結 果 は以 下 の通 りで あ る、
(uδ13Cの 季節 変化 はCO,濃 度 の 変化 に非 常 に よ く対 応 し,4～5月 に極 小 値,8～9月 に 極 大 値 を と る 。 δ13
CとCO、 濃 度 の 季節 変化 を比 較 す る こ とに よ っ て,日 本 付 近 のCO,1濃 度 の季 節 変 化 は ほぼ 植 物 活 動 に 起 因 し て い
る とい え る 。 また,対 流 圏一ヒ部 δi℃ は対 流 圏 下 部 とは 多少 異 な っ た変 化 を してい る こ とか ら,対 流 圏 上 部 で は他
の緯 度 か らの 影響 が 無 視 で きな い こ とが 明 ら か に な っ た。
(2)2～3年 に1度 の割 合 でCO,濃 度 の 径 年増 加 率 が 増 大 す る現 象が 以 前 か ら見 い だ さ れ て い た が,そ れ に 伴 っ
て δBCが 減 少 して い る こ とが わ か っ た。 よ っ て,こ の現 象 は従 来 推 定 さ れて きた 大 気 と海 洋 間 のCO,・ 交 換 の 不 均
衡 に よっ て 引 き起 こ さ れ た わ け で は な く,生 物 圏 がCO,を 放 出 した ため で あ る こ とが 明 らか にな った 。
南極 における雲 と降水の変動 に関 する研究 助手 和田 誠
29次越冬中に得られた気象レーダー,マ イクロ波放射計,の データを主に利用し,南 極沿岸域の雲と降水の特徴
を解析 している。平成2年 度は特に各ケーススタデ ィに着目し解析を行った。またマイクロ波放射計のデータから
雲水最を求める時に,機 器の性能一ヒの問題点があり,信 頼度の高い雲水最の値を求めるにはどのようにしたら良い
かの検討を行った、またマイクロ波放射計のデータから雲水吊を求める時に,機 器の性能上の問題点があ り,信 頼
度の高い雲水¥:の 値を求めるにはどのようにしたら良いかの検討を行った。
冬7月 の低気圧,前 線が昭和基地付近を通過 したケースのデー タ解析から得られた結果を次に述べる。低気圧,
前線の南側に沿岸に沿って雲水の多い背のあまり高 くない対流性の雲があ り,こ の雲の北側には氷水の多い背の高
い層状性の雲があった。これらの雲により昭和基地一ヒ空にもたらされる雲水,氷 水量は低気圧,前 線付近の雲によっ




セール ロンダーネ山地 山岳氷河 の流動 ・質量収支観測 助手 本山秀明
南極七一ルロンダーネ山域中央のブラットニーバネ氷河において,26次 隊から31次隊にわたって質量収支観測及
び流動観測が行われている。
この氷河は,標 高1300m～1000m,東 西3km,南 北5kmの 小 さな谷氷河である。南北線にそって氷雪の境界
が現われ,西 が積雪域 東が裸氷域である。氷河は,周 りを岩脈によって囲まれており,上 流からの滴養がなく独
立 して存在 している。それゆえ,氷 河の構造,流 動のメカニズムを調べるのに適 している。また表面質量収支から
最近の気候変動が敏感に現われる,気 候のモニタリングにも適 した氷河である。
年平均質量収支の結果からは,氷 河中央の南北線にそって南 ・西堆積域であり,こ れらはそれぞれ積雪域,裸 氷
域に相当する。氷河流動の観測結果から流動の水平成分は傾斜方向に流れていることがわかる。流動の鉛直成分を
質量収支結果と比較すると堆積域では沈降しており消耗域では降起 していて氷河は全体でバランスしているように




南極域の さまざまなQBO　 (準2年 振動)助 手 神沢 博
南極域のさまざまな観測データ(温 度,海 氷,[1酸 化炭素,オ ゾン等)をQBOと いう視点から眺めると,2年
周期に近い変動がみられる。相互の間に,機 構は不明であるが,事 実として,以 下に述べる関係があることがわかっ
た。
(1)夏 の昭和基地の地上気温が高い年は,南 極海氷域の広がりの年変化が大 きいという関係が,1980-1986年 の7
年間について成 り立つ。他の季節の昭和基地の地上気温では,こ のようにきれいな関係は見られない。
(2)南 極海氷域の広が りの年変化が大きい年は,昭 和基地の二酸化炭素の年変化も大きいという関係が1984-1986
年の3年 間について成 り立つ。
(3)昭 和基地の::酸化炭素の年変化が大きい年は,昭 和基地の10月 の月平均 オゾン全量が小 さいという関係が,
1984-1988年 の5年 間について成 り立つ。
(4)昭 和基地の10月 の月平均オゾン全量がノ」・さい年には,高 度50mb,9-10月 の赤道の風が西風であるという関係




北極域極夜 にお ける成層 圏で見 られた特異 な温度構造の比較研究 助手 神沢 博
昨年度に引き続 き,北 極極夜における成層圏の温度構造の年々変動を,廣 岡俊彦(気 象大学校)氏 と共同で調べ
た。調べた期間は,昨 年度までは,1979-1986年 の7冬 であった(平 成元年度報参照)。 今年度は,1979-1989年 ま
での10冬 に期間を延ばした。
1984年12月 末から85年1月 にかけての大規模突然後昇温後にみられた,北 極域成層圏の特異な温度構造について
は,既 に昨年度の年報で報告 をした。ところが,そ の後の北半球冬季の解析で,1987年1月 後半に起こった大規模
突然昇温後にも,同 様の温度構造が実現していることがわかった。これら2つ の現象は,形 態的には,突 然昇温が
低高度で起こっている状況に似ている:普 通の突然昇温では,成 層圏界面(50km)付 近が昇温 と降温の境 目にな
るが,こ の2つ では30krn付 近である。ただし,こ の2つ の現象に特徴的なのは,持 続時間が1ヵ 月以上 と長いこ
とである。今回の報告では,こ れら2つ の事例に関して循環の特徴の比較を行い,そ の原因について考察 した。
1985年1/2月 の事例の特徴:こ の事例の特徴を挙げると次の通 りである、,
(1)下 部成層圏の昇温,一ヒ部成層圏の降温が対になって起こり,そ の領域は北緯50度 以北に限られる。
(2)南 北温度傾度は,下 部成層圏では弱い逆勾配(極 の方が高温)で,一 ヒ部成層圏では強い正勾配のため,温 度風
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の関係から,西 風 ジェットは上部成層圏にのみ編在 し,下 層では弱い東風 となっている。
(3>プ ラネタリ一波は,下 部成層圏の弱い東風のためそこで補足 され減衰 し(同 時にそこで弱い東風を保ち),上
層には伝播 し難 くなっている。この結果,下 部成層圏では昇温が起こり,逆 に一ヒ部成層圏では波の活動性が低いた
め降溢する。
1987年2月 の温度構造の特徴:80°Nに おける帯状平均気温を1987年2月 に関して月平均して得た鉛直構造を1980年
から88年 までの9年 間にわたって平均 した2月 の月平均の構造を比較 した。1987年 は,上 部成層圏(高 度40km付
近)は 標準偏差の1.5倍 以上,値 にして20K以 上 も9年 平均値より低温であるのに対 し,下 部成層圏(高 度20km
付近)は 標準偏差値の2倍 以一ヒ,値 にして15K以 上も同平均値より高温であることが分かった。ここに見られる昇
降温の幅は,1985年 の場合 と同程度である。一方,温 度場と風の場の変化の特長は一ヒで述べた(1),(2)と同様であっ
た。一ヒで述べた(3)に対応するプラネタリ一波の解析は実行中である。
Rande!　 &　Boville　(1987　;　J.　Atmos.　 Sci.)の1984/85年 の突然昇温に関する報告でも,そ の後の循環の特
異性に触れてお り,彼 らはその原因として,12月 末という非常に早い時期の突然昇温のため通常の季節進行が中断
されて,こ のような特異な循環が生 じたのではないか,と している。 しかし1987年 の場合は,1月 後半 という通常
の時期に大規模突然昇温が起こってお り,こ れは単に突然昇温の時期の問題ではないように思われる(1984/85
年の波数2型 とは異なるものであった)。 この2つ の事例の両方とも,下 部成層圏において突然昇温後の回復を遅
らせる何らかのメカニズムが働いていたことが考えられ,今 後はこの下層のメカニズムを調べることが重要 と思わ
れる。
ポ ー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る オ ゾ ン ホ ー ル 観 測 実 施 計 画 の 研 究 助 手 神 沢 †専
日本 南 極 地域 観 測 隊 第32次 隊(JARE-32)に よっ て,超 高 層 物 理 観 測 用 の ポ ー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン
(Polar　 Patrol　 Balloon:　 PPB)を2機 の他 に,オ ゾ ンホ ー ル観 測 用 のPPBを1機,昭 和 基 地 か ら1991年 に放 球
す る こ とが計 画 され て い るr。昨年 度,　 PPBに よる オ ゾ ンホ ー ル観 測 に つ い て,・ 般 的 な観 点 を 含 め て 研 究 した
(平 成 元 年 度 年 本参 照)。 今 年 度 は,近 藤 豊(名 大STE研),藤 井 良一(極 地 研)氏 等 と と も に,JARE-32の
計 画 を具 体 的 に 煮 詰 め た 。 な お,　PPBは,南 極 の 成層 圏 を 一定 高度 で周 回す る大 気 球 観 測 シ ス テ ム と して,宇 宙
科 学 研 究 所 で検 討 され,極 地 研 に提 案 され た もの で あ る 、　PPBの 気 球1:学 上の テ ス トフ ラ イ ト実 験 は,極 地 研 超
高層 物 理 研 究 グ ル ー プ が 中心 に な っ て,JARE-28お よ びJARE-30に よ っ て,行 わ れ,所 期 の 目的 を満 た す もの
で あ る こ とが実 証 され た,,
JARE-32で のPPB観 測 を,以 下 の よ うに,計 画 した、,放球 は,極 うず が 安 定 し,オ ゾ ンホ ー ルが 発 達 す る と
予 想 され る9月 に行 う。 気 球 は,等 圧 面50mb(高 度 約18km;オ ゾ ン ホ ー ル発 達 時 に オ ゾ ンが も っ と も 少 な く な
る と予 想 され る 高度)付 近 を浮 遊 させ る よ う に,オ ー トバ ラ ス トシ ス テ ム を設 定 す る、 寿 命 は約10日 間(こ の間 に,
気 球 は南 極 大 陸 一ヒを約2崩 す る と 予想 さ れ る)、 気 球 の 水平 位 置 はARGOS位 置決 定 シ ス テ ム を使 う。 気 球 実 験
観 測 はす べ て そ の場　(in　situ)　 観 測 で,観 測 項 目 は,オ ゾ ン,エ ア ロ ゾ ル(PSCs),気 温,気 圧(気 球 の 鉛|1'1:位
置)。 こ れ らの デ ー タは 全 てARGOSデ ー タ収 集 シ ステ ム を通 じて取 得 す る 一 デ ー タのサ ン プ リ ン グ を4分 と短
くす る た め,藤 井 良一 氏 が 中心 に な っ て 開発 したmulti-IDARGOS(61Ds)　デ ー タ収 集 シ ス テ ム を使 う 、 オ ゾ
ン観 測 器 と して は,紫 外 吸 光式 のDASIBIオ ゾ ン計(地 ヒオ ゾ ン観 測 用)を,　 PPB観 測 用 に改 良 す る こ と に よ り,
開発 した。 エ ア ロ ゾ ル(PSCs)観 測 器 と して は,光 散 乱 式 の もの と し,0.4!tm-10/tmを7段階 に分 け て 粒 径 分
布 を計 れ る もの を,　PPB観 測 用 に開 発 した。 長 期 間 に わ た っ て動 作 す る よ う に開 発 す る 点 が,通 常 の 気 球 観 測 用
の観 測 器 とは大 き く異 な っ た特 徴 で あ る。 こ れ ら の観 測 器 の 開発 は近 藤 農 民(名 大STE研)が 中 心 に な っ て行 っ
た。
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ウ ィ ン ド プ ロ フ ァ イ ラ ー に よ る 南 極 域 に お け る 大 気 循 環 お よ び 成 層 圏 ・対 流 圏 物 質 輸 送 過 程 の 観 測
研 究 計 画 の 検 討 助 手 神 沢 博
1.観 測 器 と しての ウ ィ ン ドプ ロ フ ァイ ラー
ウ ィン ドプ ロ フ ァ イ ラー は,レ ー ダー に よ って 中性 大気 の 風 を計 る 観測 器 で あ る 。使 用 す る電 波 の周 波 数,ア ン
テ ナの 大 き さ,出 力 電 力 な ど に よ って,京 都 大 学 信 楽MUレ ー ダー の よ うに,観 測対 象領 域 は対 流 圏,下 部 成層 圏,
中 間圏,熱 圏 と幅 広 い もの か ら,大 気 境 界 層 観 測 用 の もの まで様 々 あ る 。南 極 で の電 力事 情,設 営 等 の 観 点 か ら,
以 下 の レー ダー 観 測 器 を南 極 に持 ち 込 む こ と を 考 え,そ のFeasibility　 お よ び観 測 研 究 計 画 を 検 討 し た 。 米 国
NOAA/Environmental　Research　 Laboratoryが,　 Wind　 Profiler　 Demonstration　 Network　 Project
と して,米 国 内 に展 開 中の 対 流 圏(お よび 下 部 成 層 圏)の 風 を観 測 す る た め の レー ダー観 測器 。 周 波 数 は400MH
z　UHF帯(波 長0.75m),ア ンテ ナ 面 積 は300㎡ 程 度 。 測 定 項 目は,風 の3成 分 。 測定 高度 領 域 は,0.5-17km,
高 度 分 解 能 は,250mで あ る。 時 間 分 解 能 は,6分 。 精 度 は1m/s。
風 の 鉛 直 成 分 を計 る こ とが で きる とい う こ とが,ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラー の 画期 的 な特 徴 で あ る。 風 の鉛 直 成 分
は,気 象 学 に と って 重 要 な 靖で あ るが,対 流 圏(お よび 下 部 成 層 圏)に わ た っ て,そ れ を直接 計 る こ とが で きる観
測 器 は これ まで なか っ た。
2.観 測 計 画 の 提 案
将 来,こ の ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラー を,南 極 大 陸 ヒの 子 午 面 に沿 って 数 点 設 置 し,風 の3成 分 を計 る とい う計 画
を検 討 した。 特 に,鉛 直成 分 の 観 測 は,貴 重 な情 報 を もた らす で あ ろ う と推 測 され る 。 す な わ ち,大 気 の流 れ そ の
もの を理 解 す る ため に有 用 で あ るば か りで な く,大 気 中 の 物 質 循 環 を理 解 す る に も役 立 つ で あ ろ う。 さしあた って,
以 下の3つ の観 測 目的 が 考 え られ る。
山 南 極 大 陸 ヒの大 気 は,強 い 放 射 冷 却 に晒 され,そ れ を補 うべ く,断 熱 圧縮 下降 流 が起 こっ て い る と想 像 され て
い るが,そ の 流 れ を南 極 大 陸 ヒで 直 接 計 った 例 は これ まで ない 。
〔2)極 域 の対 流 圏 界 面 高 度 は約10kmで あ るか ら,こ の 観 測 に よ って 成 層 圏 と対 流 圏 の 空気 交換 の実 態 が わ か る で
あ ろ う。 対 流 圏 の 空 気 は,赤 道 圏 界 面 を通 して 成 層 圏 に入 って 極域 向 きに 運 ば れ,中 緯 度 の 圏 界 面 の 折 れ 込 み
(tropopause　 folding)　 あ るい は 極 域 で 対 流 圏 に戻 る と考 え られ て い る 。 そ れ で は,い っ た い ど の 程 度 の 鉛 直
流 速 が 南 極 域 で 見 られ るの だ ろ うか,と い うの が,こ こで の 問 題 意 識 で あ る 。 この観 測 は,オ ゾ ン,水 とい っ た
興 味 深 い物 質 の 循 環 の 理 解 に も資 す る だ ろ う。 オ ゾ ン,水 蒸気 の観 測 を同時 に 行 う こ とが で きれ ば,こ の2つ の
物 質 の循 環 の 理 解 は よ り深 ま るで あ ろ う。
i3)以 上 述 べ た の は,気 候 学 的 平均 像 を－Plに捉 える た め の研 究 テ ー マ で あ る が,数 時 間 か ら数 日 の大 気 現 象,例 え
ば,重 力 波,低 気 圧 等 の 実 体 を捉 え る の に も,ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イラ ー は,鉛 直流 を計 れ る こ とか ら,有 用 と な
るで あ ろ う。 また,こ の よ う な スケ ー ル の 運動 に よる物 質 輸 送 の 評価 に も資 す る で あ ろ う。
3.問 題 点
観 測 上 の 問 題 点 と して 以 下 の こ とが あ る 。 原理 的 に は,鉛 直流 速 を計 る こ とが で きる。 しか し,そ もそ も鉛 直流
速 は,小 さい と考 え られ る 。 ア ンテ ナ 設 置 の 水平 度 が悪 け れ ば,風 速 の水 平成 分 が混 入 して しま っ て,鉛 直流 速 が
計 れ ない 。 また,ど の 程 度 デ ー タを 積 分 す れ ば,十 分 な精 度 で 鉛 直流 速 を 出す こ とが で きる か,と い っ た問 題 も あ
る
また,設 営 上 の 問 題 点 と して以 下の こ とが あ る 。 昭和 基地 で観 測 を行 う と して,こ の観 測 器 が 他 の観 測 に障 害 を
与・えな い か ど うか 。 内 陸 で観 測 を行 う と して,内 陸 の寒 冷 な 気 象 条件 下 で観 測 器 が働 くか ど うか,ど う や っ て内 陸
に輸 送 す る の か,等 。
さ らに,こ の計 画 を よ り良 い もの に練 り一ヒげ て ゆ くた め に は,国 内 お よび 国際 的 な研 究 グル ー プ作 り も必 要 で あ
る 。




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
川 口 貞 男 国立極地研究所 教授 極域の気候変動に関する総合研究
(イ)一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題




忠 鉢 繁 気象研究所 主任研究官 極域におけるオゾン変動の解析
加 藤 喜 久 雄 名古屋大学(水 圏研)助 教授 最終氷期における大陸氷床氷の分布 と酸素同位体組成の変動
金 森 悟 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床中の微量成分の存在状態とその起源
西 辻 昭 北海道大学(応 電研)助 教授 ア イス レー ダー の特 殊 エ コ ー と氷 床 下 地 形 との対 応
岡 本 謙 一 通信総合研究所 室長
南極における雪氷の電波工学一電波による大陸氷のリモートセ
ンシング
中 山 英 一 郎 京都大学(理)助 手 南極氷床コアの微量化学成分の解析による環境変動の研究
成 瀬 廉 二 北海道大学(低 温研)助 教授 氷床における深層掘削孔の観測技術の開発
成 田 英 器 北海道大学(低 温研)講 師 氷床コアの結晶粒の組織学的研究




福 岡 孝 昭 学習院大学(理)助 手 南極氷中火山灰の起源と年代
佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校 助教授 南極氷床の涌養過程の時間変動と地域特性
河 村 公 隆 東京都立大学(理)助 教授 南極 ・北極氷床コア中の有機成分の研究
野 村 彰 夫 信 州 大 学(-ll)教 授
極域中間圏ナ トリウム原子層の変動にみられる力学的および化
学的過程の解析
小 池 俊 雄 長岡技術科学大学 助教授
人一に衛星データを用いた南極における積雪分布推定に関する研
究




前 晋 爾 北海道大学(工)教 授 マイクロ波を利用 した氷床コア解析法の開発研究
.ヒ 田 豊 名古屋大学(水 圏研)助 教授 南極氷床表層部の堆積構造についての地球化学的研究
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藤 井 理 行 国立極地研究所 助教授
氷河層位中に含まれる微生物解析による古気候復元に関する研
究
鈴 木 利 孝 山形大学(理)助 手 南極氷床コア中の鉛一210の 分析
前 野 紀 一 北海道大学(低 温研)教 授 極地雪氷 コアーの構造 と電気物性の研究
古 川 義 純 北海道大学(低 温研)助 教授
ハローの発生機構の解明とその氷晶雲のリモー トセンシングへ
の応用の研究
内 山 明 博 気象研究所 主任研究官
衛星の多波長データによる極球の雲の検出と雲パラメーターの
推定
福 西 浩 東北大学(理)教 授
極域オゾン関連微量気体成分観測用レーザーヘテロダイン分光
計の開発
山 下 晃 大阪教育大学 教授 南極における雪結晶の観測結果の解析とその成長機構の研究
松 本 正 北海道工業大学 学長
衛星による雪氷のマイクロ波リモートセンシングデータの処理
と解析に関する研究
川 平 浩 二 富山工業高等専門学校 助教授 南北極域成層圏におけるオゾン・気温変動の比較研究
(3)科 学研究費補助金による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(国際学術研究)
北極圏における雪氷 コアによる比較氷河観測 渡 辺 興 亜 藤 井 理 行
研究系 ・教授 青 木 周 司
(重点領域研究(2))
衛星による南極氷海域の雲 ・海氷分布の導出に関する研究 川 口 貞 男 山 内 恭
(企画調整官)・ 教授 和 田 誠
神 沢 博
青 木 周 司
(一 般 研 究(B))
南北両極の雪氷コアを用いた過去1,000年 の気候 ・環境シ 渡 辺 興 亜 藤 井 理 行
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昭和基地受信MOS-1デ ータによる極域大気山内 恭、西尾文彦 MOS-1検 証報告,宇 宙開発 '90
・雪氷圏の観測序報。 和田 誠、神沢 博 事 業 団(NASDA),175-188.
川口貞男
衛星による南極氷海域の雲 ・海氷分布の導出 川口貞男、山内 恭 科学研究費 ・重点領域研究 '90
に関する研究。 和田 誠、神沢 博 「衛星による地球環境の解
滝沢隆俊 明」平成元年度報告集
47-52.
国際気象学 ・大気物理学協会(IAMAP)第5 神沢 博 吉田科学技術財団ニュース '90
回科学総会出張報告書。 16,Nol,47-48
Report　 on　 the　 first　 MOS-l　 data　 recelve一Yamanou hi,　T. Proc.　 NIPR　 Syrnp.　 polar
'91
d　st　Syowa　 Station,　 Antarctica.Kanzawa,　 H. Meteorol.　 Glaciol.,4,
Ariyosi,　 H. 22-30
and　 Ejiri,　 M.
Large　 stratospheric　 sudden　 warmingKanzawa,　 H. Proc.　 NIPR　 Symp.　 po!ar.
'91
in　 Antarctic　 late　 winter　 and　 shallowand　 Kawaguchi,　 S.Meteorol.　 Glacio1.,4,120.
ozone　 hole　 in　 l988(Abstract).
中層大気のダイナミックスと組成の相互作用: 神沢 博 「地球大気観測計画,文 部 '91
物質循環問題。 省宇宙科学研究所」,第1.
3.3節,宇 宙 科 学 研 究 所 ・
地球大気観測ワーキング
グ ルー プ,福 西 浩 編,65-88




プ,福 西 浩 編,ll2-ll9.
データ利用推進のための課題。 青木忠生、神沢 博 「地球大気観測計画,文 部 '91
省宇宙科学研究所」,第8.
3節,宇 宙科学研究所 ・地球
大 気 観 測 ワ ー キ ング グ ル ー
プ,福 西 浩 編,481-491.
地球大気観測データ利用における課題。 青木忠生、村上勝人 第5回 大気圏シンポジウム '91
小佐野慎吾、廣田 勇 (宇宙 研,相 模 原,1990年
塩谷雅人、山中大学 12月20-21日)プ ロ シ ー
山内 恭、神沢 博 デ ィ ン グ ス,72-77.
ADEOS研 究計画。 神沢 博 ADEOS　 ミ ッシ ョン ・チ ー ム '91
運営(そ の2)成 果報告書,
財 団 法 人 リモ ー ト ・セ ン シ ン
グ技 術 セ ン タ ー162-166.
地球規模変動における極域の役割 に関する国 田中 浩、神沢 博 天 気,38,No.2,29-32 '91
際会議の報告。 瀬古勝差、児玉裕二
一29一
題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Organic　 component　 of　 Antarctic　 snowOhta,　 K. Proc.NIPR　 Symp.　 Polar
'90
and　 ice.　 Part　 l.　Volatile　 fatty　 acidsNishio,　 F. Meteorol.　 Glaciol.　 3,
in　 snow　 drift. Osada,　 K. 36-42.
Radio　 scattering　 characteristics　 of　 theUratsuka,　 S. Second　 Internationa1
'90
Roi　 Baudouin　 Ice　Shelf,　 East　 Antarctica.Nishio,　 F Conference　 on　 Ice　 Tech一
Mae,　 S. no!ogy　 held　 at　 Cambrige
in　 UK.　 (ln　 press).
Future　 Japanese　 plans　 to　 continueNishio,　 F. Second　 International
'90
satellite　 remote　 sensing　 of　 ice　 sheet　 in Conference　 on　 Ice　 Techno一
Antarctica. logy　 held　 at　 Carnbrige
in　 UK.　 (ln　 press).
Remote　 sensing　 of　 Antarctic　 ice　 sheetNishio,　 F. Second　 International　 Con一
'90
by　 radio　 echo　 sounding　 and　 satellite ference　 on　 Ice　 Technolo一
Case　 study　 Shirase　 glacier. gy　 held　 at　 Cambrige　 in
UK.　 (ln　 press).
Ice　front　 fluctuations　 of　 the　 ShiraseNis o,　 F. Proc.　 Int.　 Conf,　 on　 the
'90
glacier,　 East　 Antarctica. Role　 of　 Po!ar　 Regions　 in
Global　 Change　 held　 at
Alaska　 Univ.　 (In　 press)　 .
極域の衛星観測一雪氷圏の変動 と海洋一。 西尾文彦 月刊海洋 「衛星海洋学の
'90
近 未 来 特 集 号 」,Vol.22,
No.11,678-682.
氷 河 ・氷 床 の リモ ー トセ ン シ ン グ。 西尾文彦 リモ ー トセ ン シ ン グ学 会 誌
'90
特 集 「氷 と リモ ー トセ ン シ ン
グ 」Vo!.10,No.4,83-91.
MOS-1デ ー タ に よ る海 氷 ・大 陸 氷 の リモ 長ー 幸平 リモ ー トセ ンシ ン グ学 会 誌 '90
トセ ン シ ン グ。 西尾文彦 特 集 「氷 と リモ ー トセ ン シ ン
グ 」Vol.10,No.4,93-99.
ア イ ス レー ダー に よる 南極 大 陸 氷 の リ モ ー ト 浦塚清峰 リモ ー トセ ンシ ン グ学 会 誌 '90
セ ン シ ン グ。 西尾文彦 特 集 「氷 と リモ ー トセ ンシ ン
グ 」Vol.10,No.4,
101,105.
西独ノイメイや基地を訪問して。 西尾文彦 極 地,52号,1-8。 '91
Application　 for　 Sea　 Ice,　 Glacier　 andN shio,　 F. Proc.　 NASDA　 Int.Conf.on
Ice　 Sheet. Japanese　 Earth　 Obs.Prog.,
heldonNov.2119-140
Preliminary　 Report　 on　 the　 ObservationYamanouchi,　T. Proc.　 NASDA　 Symp.
'90
of　 Polar　 atmosphere　 and　 GryosphereNishio,　 F. NOS.1
by　 MOS-!　 Data　 Received　 at　 SyowaWada,　 M. Verification.Prog.,4,
Station. Kanzawa,　 H. 175-183.
Kawaguchi,　 S.
一30一
題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
雪氷圏と気候変動一氷床変動と海面変化一。 西尾文彦 地球観測シナリオ策定のた '90
めの調査,宇 宙開発事業団
報 告 書,1.9.1～1.9.12.
海氷に関する物理量抽出アルゴリズム。 西尾文彦 ADEOS等 デ ー タセ ッ トの 調 '90
査 ・検討成果報告書,リ モー
トセ ン シ ン グ技 術 セ ン ター,
67-79.
雪氷分野におけるリモー トセンシングの現状 西尾文彦 日本 リモ ー トセ ン シ ン グ





リモ ー トセ ンシ ング技 術 セ
イ タ ー,211-260.
Subglacial　 water　 !ayer　 and　 groundingNishio,　 F. Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar'91
line　 derived　 frorn　 backscatteringUratsuka,　 S. Meteorol.　 Glaciol.,　 4,
coefficients　 of　 radiO　 echo　 sounding　 in 93-102.
the　 Shirase　 Glacier　 and　 Roi　 Baudouin
ice　 shelf,　 East　 Antarctica.
地球環境を衛星技術で解明する一21世 紀へ向西尾文彦 宇宙開発事業団地球観測調 '91
けての地球観測シナリオー 査 委 員 会 編,p26.
MOS-1　 Multi-sensor　 Data　 Set　 for　 SeaCho,　 K. Proc.　 IGARSS.　 '92, '91
Ice　 Monitoring　 -Japanese　 ContributionTakeda,　 K. 811-814




南極の氷は減っているか?。 西尾文彦 科 学,61,7,430-431. `91
Estirnation　 of　 Vertically　 IntegratedWada,　 M. Antarctic　 Record,　 Vo1.35,'91
Liquid　 Water　 Contents　 ln　 the　 A一 No.1,1-ll.
tmosphere. h
第29次南極地域観測隊昭和基地越冬報告。 渡辺興亜 南 極 資 料,Vol.35,No.1, '91
70.91.
グ リー ンラ ン ドSite　 Jに お け る コ ア の 現 場庄子 仁、成山英器 南 極 資 料,Vol.35,No.1, '91
処理、解析および輸送の方法について。 神山孝吉 129-141.
Electrical　 Conductivity　 and　 pH　 in　 Sno一Karniyama,　 K.i　Antarctic　 Record,
'90
w　 and　 Ice　 Sarnples　 from　 Various　 Glac一F jii,　 Y. Vol.34,No.2,
ier　 Areas. Watanabe,　 O. 119,129
Yamada,　 T.





題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
大気中のメタン濃度高精度連続観測 システム 青木周司 南 極 資 料,Vo1.34,No.3, '90
の開発 川口貞男 263-278.





雪焼けはどうしておこるのですか。 山内 恭 雪 氷,53,1,69-70
'90
.3




Snow　 surveys　 on　 the　 slope　 facing　 northOhta, K. Bull.Glacier　 Res.,　 No.8,
'90
of　Lantang　 Valley,　 Nepal　 Hima!ayasMotoyama,　 H. 29-30.
Iida,　 H.
SEM　 observations　 of　 microparticles　 inHigashi,　 A. Bull.Glacier　 Res.,　 No.8,
'90
antarCtiC　 iCe　COreS Fujii,　 Y. 31-54.
Takamatsu,　 S.
Watanabe,　 O.
Air　 temperature　 and　 snow　 depth　 on　 YMo oyama, H. Bull.Glacier　 Res.,　 No.8,
'90
ala　 Glacier　 of　 Lantang　 Valley,　 Nepa1Ohta,　 K. 55-60.
Himalayas Endo,　 Y.
Iida,　 H.
Outline　 of　 the　 Japanese　 Arctic　 Goaciol一Watanabe,　 O. Bull.Glacier　 Res.,　 No.8,
'90
ogical　 Expedition　 in　 1989　 (JAGE　 l989)Fujii,　 Y. 103-106.








氷床におけるクラスレー ト水和物の分布と気 本堂武夫,内 田 努 総合A『 氷コア解析による '91
候変動 前 晋爾,庄 子 仁 氷河 ・氷床の動力学的特性
東 信彦 と環境変動に関する総合的
研 究 』33-38.
南極 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド ・エ ン ダ ー ビ ー 佐藤和彦 〃65.72 . '91
ラ ン ドの積 雪 の δ180分 布 渡辺興亜
南極、みずほ700m氷 床コアによる後氷期の藤井理行 〃81.86 '91
気候 ・環境 渡辺興亜
一32一
題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
氷床コア分析による過去のCO、 及びCH、 濃度中沢高清,町 田敏暢 総合A『 氷コア解析による '91
の推定 藤井理行,青 木周司 氷河 ・氷床の動力学的特性
渡辺興亜 と環境変動に関する総合的
研 究 」87-96.
火 山活 動 か ら求 め た グ リ ー ン ラ ン ドSite-Jコ西尾文彦,庄 子 仁 〃97-106. '91
アの年代 成田英器,亀 田貴雄
グ リー ンラ ン ドSite-Jコ ア に よ る 過 去450年藤井理行,渡 辺興亜 〃113-120. '91
の大気環境変化 神山孝吉
グ リー ンラ ン ドSite-Jコ ア 中 の 氷 板 分 布 とそ亀田貴雄,成 田英器 〃121-124 . '91
れより推定される過去450年 間の夏の気温変庄子 仁,西 尾文彦
動 渡辺興亜
グ リー ンラ ン ドSite-Jコ ア 中 の メ タ ン ス ル ポ鈴木啓助,五 十嵐 誠 〃125-132 . '91
ン酸および主要成分の濃度 藤井理行,神 山孝吉
渡辺興亜
氷床コア研究の諸問題 庄子 仁 〃133-140 . '91
成田英器
氷床コアに記されたポリニアの気候 西尾文彦 〃187-192 . '91
渡辺興亜
Jacod,　 P.
南 極 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドに お け る 氷 床 表 古川晶雄,瀬 古勝差 〃203-212 . '91
面形態の分布特性 渡辺興亜,藤 井理行
白旗氷河の変動とリュツオ ・ホルム湾の海氷 西尾文彦,長 幸平 ク247-258 '91
変動 石川貴之
氷床 ドーム雪氷研究計画の諸課題とその展望 渡辺興亜 〃297-312 . '91
(付:ヨ ー ロ ッパ 機 構(EC)に よ る南 極 で の藤井理行
氷床コア研究計画,　JAPANESE　 REPORT本山秀明
ON　 DOME　 F　 (FUJI)　 PROJECT　 IN
EAST　 ANTARCTICA).
Post　 temperature　 record　 from　 theLangway,C.C.Jr.Annals　 of　 Glaciology,14,'90
analysis　 of　 melt　 features　 in　 the　 Dye　 3,Shoji,　 H. 343-344.
Greenland　 ice　 core.
地球の氷河期 ・温暖期のサイクルを太古の氷 庄子 仁 最新地球環境論,学 習研究
'90
河の中に探る。 社,最 新 科 学 論 シ リー ズ11,
79-89。
Temporal　 and　 spatial　 variationsNakazawa,　 T. Tellus43B,106-ll7.
'91
of　 upper　 tropospheric　 and　 lowerMiyashita,　 K.
stratospheric　 carbon　 dioxide.Aoki,　 S.
Tanaka,　 M.
一33一
ri Zi A itA*11
The concentration of atmospheric Nakazawa, T. Tellus 43B, 126-135.
 '91
carbon dioxide at the Japanese Aoki, S.








Results of ozone obserbation from theMatubara, K. Proc. NIPR Symp. Polar
'91





The Characteristic variation of Tb inSeko, K. Proc. NIPR Symp. Polar
'91
the Antarctic region revealed by Wada, M. Meteorol.  Glaciol., 4,
NOAA AVHRR channel-4 data. Aoki, S.  31-42.
Distribution of elemental and organicNishikawa, M. Proc. NIPR Symp. Polar
'91
carbon aerosols in the atmosphere bet-Kanamori, S. Meteorol. Glaciol., 4,





A very short pulse C-band radar forSuitz, T. Proc. NIPR Symp. Polar
'91
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表 した学会などの名称 発表年月
積雪表面層の融雪 ・凍結 ・流出モデル 本山秀明 水文 ・水資源学会
'90.8
1990年 研究発表会(東 京)
衛星による南極氷海域の雲 ・海氷分布 の導出 川口貞男,山 内 恭 科研費重点領域研究 「衛星
'90
.7
に関する研究 和田 誠,神 沢 博 による地球環境の解明」
青木周司,滝 沢隆俊 平成2年 度第1回 シンポジウ
ム
ウ ィ ン ドプ ロ フ ァイ ラ ー に よ る極 域 に お け る 神沢 博 第1回STEPシ ン ポ ジ ウ ム, '90.4.
成層圏 ・対流圏物質輸送過程の観測研究計画。 第1回STE研 究連絡会。'
(東 京 ・極 地 研)26-27
ポ ー ラ ーパ トロ ー ル バ ル ー ンに よ る オ ゾ ン 神沢 †専 〃 り
ホール観測研究計画
Antarctic　 Ozone　 Hole. Kanzawa,　 H. A　 Public　 Lecture　 sponsor一
'90.6




Observation　 of　 ozone　 and　 related　 quan一K nzawa,　 H. International　 Conference
'90.6
tities　 by　 the　 Japanese　 Antarctic　 Resea一Kawaguchi,　 S.On　 the　 Role　 of　 the　 Polar
rch　 Expedition. Regions　 in　 Global　 Change
Fairbanks,　 Alaska.
Antarctic　 ozone　 hole　 in　 1989　 0bservedKanzawa,　 H. Western　 Pacific　 Geophysi一
'90.8
at　Syowa　 Station　 and　 by　 Nimbus　 7/Tand Kawaguchi,　 S.cs　 Meeting,　 Kanazawa,
OMS. Japan.21-25
地球大気観測データ利用における課.題。 青木忠生,村 上勝人 第5回 大気圏シンポジウム
'90
.12
小佐野慎吾,廣 田 勇 相模原,宇 宙研。
塩谷雅人,山 中大学
山内 恭,神 沢 博
極 渦(Polar　 Vortex)の 構 造 。 神沢 博 名大STE研 ・研究小集会
'91.3
"オ ゾ ンホー ル の物 理 と化
学",豊 川,名 大STE研 。
Monitoring　 of　 Atmospheric　 CarbonTanaka,　 M. SCAR　 Atmospheric
'90.7
Dioxide　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica.Nak zawa,　 T. Scierlces
Aoki,　 S. Working　 Group　 Meeting
Yamanouchi,　T. Sao　 Paulo,　 Brazil.
Kawaguchi,　 S.
一35一
題 目 発 表 者 発表した学会などの名称 発表年月
Meridional　 Distribution　 of　 Ozone　 byKawaguchi,　 S.SCAR　 Atmospheric '90.7
Antarctic　 Research　 Vessel　 Shirase".Kanzawa,　 H. Sciences
Yamanouchi,　T. Working　 Group　 Meeting
Matubara,　 K. Sao　 Paulo,　 Brazil.
Shudo,　 Y.
Tsukamura,　 K.
Variation　 of　 Ozone　 at　Japanese　 Antar一Kawaguchi,　 S. 〃 〃
ctic　 Station,　 Syowa. Kanzawa,　 H.
Yamanouchi,　T.
Satelite　 Date　 Receiving　 and　 ArchivingYamanouchi,　T. 〃 〃
at　 Syowa　 Station,　 Antarctica.Wada,　 M.
Kawaguchi,　 S.
Applicability　 of　 MOS-1　 data　 receivedYamanouchi,　T. Symposium　 on　 MOS-1
'90
.10
at　 Syowa　 Station　 to　 the　 analysis　 ofKanzawa,　 H. Data　 Evolution,　 Tsukuba.
polar　 atmosphere　 and　 cryosphere.Wada,　 M.
Nishio,　 F.
Kawaguchi,　 S.
南極観測船"し らせ"に よる船上観測 青木周司,山 内 恭 気候変動国際協同研究計画 '90.11
一'大気 お よ び海 洋 表 層 のCO、 分 圧 の 測 定 一 川口貞男,中 沢高清 (WCRP)第4回 シ ンポ ジ ウム
橋田 元,村 山昌平
田中正之
南極域における大気微量成分観測 青木周司 第1回IGACシ ンポ ジ ウ ム '91.1
Potential　 Contributions　 to　 the　 ISY/PI西尾文彦 国際極地海洋研究プログラ '90.10
E　 Program　 by　 Japanese　 Satellite(MOS一 ム 会議 。 ケ ンブ リ ッジ大 学
1). スコット極地研究所。英国
衛星の時系列データによる南極白旗氷河およ 西尾文彦 日本 リモ ー トセ ンシ ング '90.12
び海氷変動の研究 学会第10回学術講演会
Case　 Stuby　 on　 Sea　 Ice　 using　 MOS-1西尾文彦 ISY/PIE会 議 。　Hamburg,'90.2
FRG
Sea　 Ice/Land　 Ice　 study　 in　 Polar西尾文彦 Canada-Japan　Space　 Work一'91 .3.
Regions. shop　 Earth　 Observation
' Element,　 Ottawa,　 Canada.
Rernote　 sensing　 of　 Antarctic　 ice　 sheet西尾文彦 国際氷河学会ほか。 '90.9
by　 radio　 echo　 sounding　 and　 satellite一 ケ ンブ リ ッジ大 学 ・英 国
Case　 study　 of　 Shirase　 glacier.
Ice　front　 fluctuations　 of　 the　 Sirase　 gla一西尾文彦 米国地球物理学連合,　NASA '90.6
cier,　 East　 Antarctica. 他 。 ア ラ ス カ大 学 ・米 国
Japanese　 program　 for　 Antarctic　 ice西尾文彦 国際氷河学会、　NASA他 。 '90.4
sheet　 mass　 balance　 by　 E/ERS-1. ロ ン ドン大 学 マ ラ ー ド宇 宙
研 究 所 ・英 国 。
一36一
題 目 発 表 者 発表 した学会などの名称 発表年月
極域の衛星観測 西尾文彦 日本海洋学会、 '90.4
一地球温暖化問題 を中心 として一 東京水産大学 ・東京
氷床コアによる古環境 ・古気候の復元 藤井理行 シンポジウム 「地球における '90.5
南極氷床の役割」日本気象学
会 春季大会(東 京)
二重薄膜上で検出されるサテライ ト構造 をも 銭 公望,田 中 浩 〃 '90.5
つ沿岸大気の粒子
極成層研雲の数値シミュレーション 田中 浩,太 田正樹 り '90.5
牛丸真司
南極昭和基地における大気中のCO、 濃度の 青木周司,中 澤高清 シンポジウム 「地球気候に '90.5
観測 村山昌平,深 堀正志 おける南極氷床の役割」
山内 恭,村 山治太 日本気象学会 春季大会
塩原匡貴,橋 田 元 (東京)
川口貞男,田 中正之
南極域のさまざまなQBO(準2年 振動) 神沢 博 り '90.5
成層圏と対流圏のQBOの 結合 田中 浩,吉 沢宣之 〃 '90.5
南極昭和基地のレーダーによる1989年 の降水和田 誠 川口貞男 り '90.5
観測
南 極 域 にお け る背 の低 い レー ダ ー エ コ ー に 関 和田 誠,越 田智喜 〃 '90.5
する研究 武田喬男,劉 国勝
大気中の固体凝結水量、液体凝結水量、水蒸 和田 誠 川口貞男 ,, lt
気量の見積 り(2>一 南極昭和基地1988年 の特
徴 一
船上ビデオ撮影による海氷状況観測　(JARE下田春人,遠 藤辰雄 第13回 極域気水圏 '90.7
30) 小野延雄 シ ンポ ジ ウ ム
氷 床 コ アか ら解 明 で き る ウ ェ ッ デ ル ・ポ リニ 西尾文彦,渡 辺興亜 〃 〃
アの謎 P.　 Jacob
棚氷底面の電波散乱特性 浦塚清峰 西尾文彦 tt 〃
前 晋爾
南極昭和基地受信MOS-1・MSRデ ータ解山内 恭,押 山智之 It 〃
析上の問題点 和田 誠
地上から見た雲と衛星から見た雲 和田 誠,瀬 古勝差 !1 〃
川口貞男
ア イ ス レー ダー の 特 殊 エ コ ー と氷 床 下 地 形 と 星山満雄,西 辻 昭 〃 Il
の対応(3)一氷床温度分布の推定一 西尾文彦,和 田 誠
渡辺興亜
一37一
題 目 発 表 者 発表した学会などの名称 発表年月
純 氷 を対 象 と したC－ バ ン ド短 パ ルス レー ダー 水津 武,高 橋 晃 第13回極域気水圏 '90.7
実験 浦塚清峰,成 瀬康二 シ ンポ ジ ウム
渡辺興亜,藤 井理行
南極Gコ ア中の気泡の生成過程 三谷 与,庄 子 仁 〃 〃
藤井理行
南極Gコ ア中の表板の観察 庄子 仁,村 田和直 〃 〃
藤井理行
火 山 活 動 か ら求 め たSite-J(グ リー ン ラ 西尾文彦,庄 子 仁 〃 〃
ン ド)コ アの 年代 成田英器,亀 田貴雄
グ リー ン ラ ン ドSite-Jコ ア に よる過 去 藤井理行,神 山孝吉 〃 り
500年 の大気環境変動 渡辺興亜
グ リ ー ン ラ ン ドSite-Jに お け る氷板 形 成 成田英器,亀 田貴雄 〃 tt
－1989.5～6.の 観 測 結 果 一 庄子 仁,西 尾文彦
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドに お け る 氷 床 表 面 形 古川晶雄,瀬 古勝基 〃 〃
態と堆積量の分布特性 渡辺興亜,藤 井理行
南 極 氷 床 の 積 雪 の δ180,雪 温,積 雪 量 に つ い
て
佐藤和秀,渡 辺興亜 〃 〃
七一ルロンダーネ山地山岳氷河の流動 ・質量 本山秀明,東 信彦 り 〃
収支観測 藤田秀二,上 田 豊
Loに おける無人気象観測の結果 遠藤辰雄,本 山秀明 〃 t7
東 信彦,召 田成美
菊地時夫
白旗氷河の変動とリュツオ ・ホルム湾の海氷 西尾文彦,長 幸平 〃 〃
変動 石川貴之
海氷域におけるアルベー ドの船上観測 遠藤辰雄,下 田春人 〃 〃
森永由紀,小 野延雄
巨大氷山の漂流 川目貞男 〃 〃
ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラー に よ る極 域 大 気 循 環 神沢 博 〃 〃
過程の観測研究計画について
南極氷床上の堆積環境と地形変動 瀬古勝基,古 川晶雄 〃 〃
渡辺興亜,藤 井理行
西尾文彦




題 目 発 表 者 発表した学会などの名称 発表年月
東南極大陸、みずほ高原の積雪層化学 ・同位 渡辺興亜,古 川晶雄 日本雪氷学会 '90.10
体組成からみた堆積環境 瀬古勝基,金 森暢子
金森 悟
七 一 ル ロ ン ダ ー ネlh地 山 岳 氷 河 の 変 動1 東 信彦,藤 田秀二 〃 〃
本山秀明,上 田 豊
衛星による南極 ・白旗氷河の変動 西尾文彦,長 幸平 〃 〃
一衛星画像解析結果の解釈から一 石川貴之
NOAA　 AVHRR画 像 を用い た東 ク イー ンモー古川晶雄,瀬 古勝基 〃 〃
ドランドにおける氷床表面積形態の分布特性 渡辺興亜,藤 井理行
昭 和 基 地 の レー ダ ー に よ る1989年 の 降 水観 測小西啓之,遠 藤辰雄 ,P 〃
若濱五郎,和 田 誠
川口貞男
積雪深 ・気温データから降雪水量の算出 本山秀明 〃 lt
氷床氷の力学的性質に関するプロファイル測 藤井理行,本 山秀明 〃 〃
定の可能性と課題 成田英器,高 橋昭好
宮原盛厚,田 中洋一
北アルプス ・内蔵助雪渓調査一水文観測一 飯田 肇,清 田敏也 〃 〃
本山秀明,川 田邦夫
氷 床 コ ア解 析 シ ステ ム(そ の1) 村山 実,木 村忠志 tr 〃
渡辺興亜,藤 井理行
コアの結晶方位 ・粒径の連続解析 三谷 与,庄 子 仁 〃 〃
藤井理行
グ リ ー ンラ ン ドSite-Jコ ア の 氷 板 分 布 と そ れ亀田貴雄,成 田英器 〃 〃
より推定される過去450年 間の気温変動(H)庄子 仁,渡 辺興亜
西尾文彦
NOAA衛 星データを用いた南極域の雲域変動掛川英男,小 西啓之 日本気象学会 秋季大会 '90.10
村山昌平,山 内 恭 (京 都)
昭和基地付近を通過 した冬の低気圧 ・前線付 和田 誠 〃 〃
近 の 雲 の 特 徴 一1988.7.24-7.27の ケ ー ス ス
タ デ ィ ー
氷 期 ・間氷 期 変 動 の モ デ リ ング ーModifled 田中 浩 〃 〃
Biogeochemlcal　MOdel一 酒井孝太郎
北極域成層圏で見 られた2例 の特 異な温度構 廣岡俊彦 〃 〃
造の比較 神沢 博




題 目 発 表 者 発表 した学会などの名称 発表年月
大気中のメタン濃度高精度連続観測システム 青木周司 日本気象学会 秋季大会 '90.10
川口貞男 (京都)
南極みずほコア、やまとコアを用 いた過去 に 中澤高清,町 田敏暢 ,, 〃
お け るCO2、 　CH4濃 度 の 推 定 田中正之,藤 井理行
青木周司,渡 辺興亜




グ リ ー ン ラ ン ドSite-Jに お け る氷 板 形 成 成田英器 亀田貴雄 り 〃
一1989.5～6.の 観 測 結 果 一 庄子 仁,西 尾文彦
東クイーンモー ドランドにおける氷床表面形 古川晶雄,瀬 古勝差 〃 〃
態と堆積量の分布特性 渡辺興亜,藤 井理行
南 極 氷 床 の積 雪 の δ'80、 雪温 度 、 積 雪 量 に つ佐藤和秀,渡 辺興亜 〃 〃
い て
七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山地 山岳 氷 河 の 流 動 ・質 量 本山秀明,東 信彦 〃 〃
収支観測 藤田秀二,上 田 豊
Loに おける無人気象観測の結果 遠藤辰雄,本 山秀明 〃 〃
東 信彦,召 田成美
菊地時夫
白旗氷河の変動 とリュツオ ・ホルム湾の海氷 西尾文彦,長 幸平 〃 ク
変動 石川貴之
海氷域におけるアルベー ドの船上観測 遠藤辰雄,下 田春人 〃 !「
森永由紀,小 野延雄
巨大氷山の漂流 川口貞男 〃 rt
ウィンドプロファイラーによる極域大気循環 神沢 博 〃 〃
過程の観測研究計画について
南極氷床上の堆積環境と地形変動 瀬古勝差,古 川晶雄 〃 〃
渡辺興亜,藤 井理行
西尾文彦
昭和基地における地上オゾン濃度の連続観測 青木周司,川 口貞男 〃 ,,
巧刀正行,溝 口次夫
村山昌平,中 澤高清





沿岸域における大気中のDMS濃 度 古賀聖治,田 中 浩 〃 〃
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題 目 発 表 者 発表 した学会などの名称 発表年月
南極大気中での窒素化合物、硫黄化合物のふ 林 政彦,岩 坂泰信 日本気象学会 秋季大会 '90.10
るまい一32次越冬観測計画一 近藤 豊,長 谷正博 (京都)






南極成層圏エアロゾルの数密度分布と気温 岩坂泰信,森 田恭弘 〃 り
一エ ア ロ ゾ ル ゾ ンデ 観 測 一 高木増美,金 田昌廣
島山哲司,川 口貞男




南極コア試料中の一酸化炭素の分析 遠鳴康徳 富永 健 〃 〃
巻出義紘,藤 井理行
極地氷床浅層 コアの一軸圧縮試験 庄子 仁,黒 田孝夫 〃 lt
小林正則,藤 井理行
グ リー ン ラ ン ドSite-Jコ ア の 氷 板 分 布 とそ れ亀田貴雄,成 田英器 〃 〃
より推定される過去500年 間の気温変動 庄子 仁,西 尾文彦
渡辺興亜




みずほ高原における春一夏期の降積雪の化学 金森暢子,金 森 悟 〃 〃
組成 瀬古脇塞,古 川晶雄
渡辺興亜,西 川雅高
みずほ高原の積雪層中の化学組成 渡辺興亜,古 川晶雄 〃 〃
瀬古勝基,金 森暢子
金森 悟
南極大気中の硫黄循環 古賀聖治,林 政彦 〃 〃
田中 浩,岩 坂泰信
南極成層圏の大気中微量成分の変動 林 政彦,岩 坂泰信 ,■ 〃




昭 和 基 地 に お け る1987,88,89各 年 の 春 季 オ ゾ山内 恭,神 沢 博 〃 〃
ン層別変化傾向 川口貞男
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3.地 学 研 究 グル ー プ
(a.地 学)
(1)一 般 研 究
(1.A)固 体地球物 理学
昭和基地周辺 の固体地球物理学研究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄,客 員教授 瀬川爾朗
(1)重 力測定
平成元年度に南極で得 られたデータの整理を行った。"し らせ"の 海上重力計NIPORORI-2に より得られた
データを用いて,測 線上の重力異常を求めた。
(2)　GPS　 ・VLBI
ブライ ド湾で実施 したGPS測 量の解析を行った。　VLBI概 算要求のための技術的検討を行った。
(3)自 然地震観測
前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DaTa　 REPORTS　 NO.160と してまとめられた。昭和基
地付近の微小地震観測について調査を継続 した。
(4)南 極地殻断面構造





南極 エ レバ ス火 山の地球物理学的研究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄
「エレバス火山国際噴火機構の研究(日 本,ニ ュージーランド)」 の第4シ ーズン目で得られたデータの整理解析
を中心に進めた。本年 も噴火活動の様式 とメカニズム,発 生する地震波形の特徴などの解析を中心に研究が進めら
れた。
(1.B)古 地磁 気学
古地磁 気学的研 究 助手 舟木 實
(1)JARE30で 採集 された1379個 の試料のうち,ニ ルスランセン,ブ ラットニーバネ,オ ッ トーボルクグレビン
ク,ベ ス トハウゲン,1550ヌ ナタークそれにシール岩の岩石について古地磁気学的研究を行った。
その結果,多 くの岩石は不安定な自然残留磁気(NRM)を 持つが,交 流消磁をする事により,一 部の試料か
ら安定なNRMを 得ることができた。これらの安定成分から計算 される磁極の位置は,南 緯40° 西緯5° 付近に
あり,こ れは七一ルロンダーネ山地のピングビナネやルンケリゲンから得 られた値 と一致 した。
七一ルロンダーネ山地西部から得 られた岩石について4°Ar/3g・により年代測定を行った。その結果,こ の地域
の岩石は430-480ma前 に変成を終了し,こ の時に岩石は磁気 を獲得したことが判明した。
(2)南 極順石の磁気学的研究
南極限石を磁気学的に研究する上で,阻 石中に含まれるテ トラテーナイト相の存在を詳細に知ることは,極 め
て重要である。 しかし光学的異方性によりこの相の存在を決定することは,研 磨技術や特殊な顕微鏡の必要性等
の問題があり,簡 単ではない。この問題を解決 し観察を容易に行うために,粉 末図形法によるテ トラテーナイト
を同定する手法を開発 し,種 々の阻石に応用 した。この手法の原理は,テ トラテーナイトの持つ強い自然残留磁
気を利用 し,超 常磁性体微粒子を選択的にテトラテーナイト和上に沈澱させるものである。この方法で簡単にこ
の相を同定することが可能になった。その結果多 くのコンドライト中にテ トラテーナイト相を見出すことができ




東南極 盾状地 の地 質学的 ・岩 石学的研 究
助教授 官有和行,矢 内桂三,助 手 本吉洋一,小 島秀康,客 員助教授 広井美邦
(1)東 クイーンモー ドランドの地質学的 ・岩石学的研究
昭和基地周辺の地質学的問題点 として,従 来から指摘されていた問題のうち,超 塩基性岩の岩石学とイオンマ
イクロプローブによる年代決定の2点 について着手 した。前者の鉱物学的研究から,リ ュツオ ・ホルム岩体の温
度構造について,新 しいデータが提出された。それは従来他のタイプの岩石から知らされていた温度構造と非常




ナピア岩体の温度圧力条件を明 らかにするために,ナ ピア岩体に特徴的に産する大隅石の安定性に関する高温 ・





の見通 しが出てきた。変成岩の全署化学組成のデータが蓄積 し,岩 石種毎の組成の地域的特徴から,形 成時のテ
クトニックセッティングとして,北 東部は海洋的であり,南 西部は大陸的様相を呈する。さらに,中 間地域は付
加帯に相当することが示 された。
(4)ゴ ンドワナの地質学的 ・岩石学的研究
1988～89年 の国際学術研究(文 部省科学研究費)に よるスリランカ現地調査の際に採集された岩石試料の室内実
験 ・解析が進み,同 位体年代,　EPMA分 析値などのデータが蓄積されつつある。とりわけ,記 載岩石学的デー
タからは,リ ュツオ ・ホルム湾沿岸地域の岩イ1との類似性が一ー一層濃厚になった。しかしながら,同 位体年代につ
いては必ずしも一致を見ておらず,こ れは年代の解釈も含めて,今 後の南極の地学研究にフィー ドバックされる
べき問題である。
(1.D)地 理 ・地形学
南極地域 の氷河地形,周 氷河地形 および後期新生代地質 に関 する研究
教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
(D東 クイーンモー ドランドのセール ・ロンダーネ山地の氷河 ・周氷河地形研究
1)現 地調査 と空中写真判読により,セ ール・ロンダーネ山地中央部以西の数ヵ所に厚さ10m以 一ヒの古いモレー
ンが分布することが明らかになった。
2)セ ール ・ロンダーネ山地中央部のモレーンの風化度から,氷 床最拡大期から現在までの氷床変動史を編んだ。
その結果,氷 床は現在に至るまで,数 回の停滞期 または再拡大期をはさんで大きく後退したこが明らかになっ
た。
3)セ ール ・ロンダーネ山地中央部で採取 された基盤岩石の氷床からの露出年代が明らかになり,一ヒ記の風化度
による氷床変動の姿と組み合わせて,絶 対年代値を持った山地中央部の氷床変動史を明らかにした。 しか し,
ここでは新生代における地盤変動の様子が明らかでないため,氷 床変動が基盤地形に対する相対的なものか絶
対的なものかはまだ明らかでない。




1980年 代に実施 したリュツオ ・ホルム湾の海底地形調査のまとめとして,ま た他分野の調査 ・研究に資するた
めに,リ ュツオ ・ホルム湾からプリンスオラフ海岸西部沖にかけての海底地形図(1:250000)を 作成 ・刊行 した。
(3)上 記(1×2)に関連して,南 極の他地域から得られつつある最近の新生代の環境変化の情報を勘案 して,ク イーン
モー ドランドの環境変化と従来得られた地形学的資料の再吟味をおこなうべ く,展 望をおこなった。
(4)北 極圏スバルバール諸島の氷河 ・周氷河地形研究
南スピッツベルゲン島の氷食谷の一部の地形図(1:10000)を 作成 し,現 地調査をおこない氷河地形研究を始
めた。また,数 ヵ所に周氷河現象を解明するために実験地を設置 し,計 測を開始するとともに,地 上写真測量を





研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
吉 田 栄 夫 国立極地研究所 教授 東 クイー ンモー ドラ ン ドの大 陸地殻 と上 部 マ ン トルの総合 的研 究
(イ)一 般共 同研究
研 究 代 表 者 所 属 ・ 職 研 究 課 題




岩 田 修 二 三重大学(人 文)教 授 七一ルロンダーネ山地の地形解析
勝 井 義 雄 札幌学院大学教授 西南極の火山、火山岩および捕獲岩類の研究
渋 谷 和 雄 国立極地研究所 助教授 南極における人工地震の観測装置の研究
赤 松 純 平 京都大学(防 災研)助 教授 リュツオ ・ホルム湾とその周辺地域の地震活動と地震波の特性
広 岡 公 夫 富山大学(理)教 授 ブリッツ湾一テルゲーレン海台の古地磁気学的研究
吉 田 勝 大阪市立大学(理)助 教授 イ ン ド ・ス リ ラ ン カ ・ア フ リ カ と東 南 極 の 地 質 比 較研 究




有 馬 真 横浜国立大学(教 育)助 教授 ナピア岩体の地球化学的研究
一一
長 尾 年 恭 金沢大学(理)助 手
リュツオ ・ホルム湾周辺及びみずほ高原における重力異常図の
作製
伊 勢 崎 修 弘 神戸大学(理)助 教授 南極域に於ける地磁気異常の研究
上 野 直 子 東洋大学(文)教 授 南極産岩石による古生代の地球磁場強度の研究
田 結 庄 良 昭 神戸大学(教 育)助 教授 南極七一ルロンダーネ山地の花商岩類の形成機構
松 枝 大 治 北海道大学(理)助 教授 東南極産鉱物の鉱物学的研究
浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)教 授 東南極七一ルロンダーネ山地の変成岩岩石学的研究
中 島 隆 地質調査所 主任研究官
東クイーンモードランドの先カンプリア紀変成岩頚の年代学的 ・
地球化学的研究
志 賀 美 英 鹿児島大学(教 養)助 教授 南極の鉱物資源に関する基礎的研究
松 本 剛 海洋科学技術センター 研究員 南極周辺海域のリス ト系の研究
一45一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
大 場 孝 信 上越教育大学 助手
研究
やまと山脈 ・七一ルロンダーネ山地の閃長岩類の実験岩石学的
廣 井 美 邦 国立極地研究所 客員助教授 研究
東南極一スリランカの高度変成岩を用いた大陸地殻下部物質の
綿 祓 邦 彦 東京大学(教 養)教授 南極の露岩地帯の地球化学的研究
瀬 川 爾 朗 国立極地研究所 客員教授 南極大陸および周辺域の重力異常 とジオイ ド分布の研究




研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(重点領域研究(2))
人工衛星画像及びレーダー高度計データによる南極 ・内 吉 田 栄 夫 渋 谷 和 雄
陸山地域の地形学的研究 資料系 ・教授
(総 合研 究(B))
第6回 南極地学国際シンポジウムにおける南極地殻の総 吉 田 栄 夫 本 吉 洋 一
合解析と発達史の解明の討議準備 資料系 ・教授 矢 内 桂 三
小 島 秀 康
神 沼 克 伊
渋 谷 和 雄
船 木 實
森 脇 喜 一
(試 験 研 究(B))
航 空 機 テ レ メ トリー+ペ ネ トレー ター に よる 地球 科 学 デ 渋 谷 和 雄 神 沼 克 伊
一タ収録システムの開発 研究系 ・助教授
(試験研究(B))
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Local Earthquake Activities around K. kaminuma Sci. Rep. Tohoku
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Syowa Station,East Antarctica.  Univ., Ser. 5
H
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Seismic observation with local telemetryJ. Akamatsu Proc. NIPR Symp.
'90
network around Syowa Station,East  N. Ichikawa Antarct.  Geosci.,
Antarctica (2) K. kaminuma 4, 90-99.
Geoidal undulation and gravity anomalyY. Fukuda Proc. NIPR Symp.
'90
around the Japanese Antarctic StationsJ. Segawa Antarct. Geoscilk
estimated from both satellite altimeterK. kaminuma 4, 108-118.
data and surface gravity data.
Seismic activity of Mount Erebus in K. kaminuma Proc. NIPR Symp.
'90
1981-1988.  R. R. Dibble Antarct. Geosci.,
4, 142-148.
Application of GPS relative positioningK. Shibuya Earth, 38, 147-160
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sea level in the Antarctic marginal Y. Michida
ice zone J. Phys.
Installation of geomagneic absolute R. Sakai Proc. NIPR Symp.
'90
observation point at Seal Rock, EastK. Shibuya Antarct. Geosci.,
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vation in 1987.
(1. B)
Paleomagnetic studies of Ellsworth M. Funaki Proc. of the 5th
'90
Mountains, West Antarctica. Geologi- M. Yoshida  Int. Symp. on Ant-
cal Evolution of Antarctica. H. Matsueda arct. East  Sci.,
Cambridge Univ.
Press,  pp257-260.
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tizations of dirt-ice layers collected  34  (2)  , 130-138
from the bare ice field in East
Antarctica.
Natural remanent magnetizations ofM. Funaki Proc.  NIPR Symp.
'90
granite and syenite from pingvinane K. Tokieda Antarct.  Geosci.,
and Lunckeryggen in Sor Rondane 4, 67-79.
Mountains.
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Natural remanent magnetizations ofM. Funaki Proc. NIPR Symp.
'90
some rocks from southem Sri Lanka.M. Yoshida Antarct.  Geosci.,
P. W. Vitanage 4, 231-240.
Observation of Allende and AntarcticT. Hirano Proc. NIPR Symp.
'90
meteorites by monochromatic X-rayCTM. Funaki Antarct. Meteoritis,





Measurement of geomagnetic field atY. Nogi Antarct.  Rec. 30,
'90





Geology of Gjelsvikfjella and westernY. Ohta Polar Research, 8,
'90
. 5
Mulig-Hofmannfjella, Dronning B. 0. Trudbakken 99-126.
Maud Land, east Antarctica. K. Shiraishi
Hogbomite from the Prince Olav Coast.E. S. Grew American Mineralogist,
'90. 6
East Antarctica: An example of oxida-Y. Hiroi 75, 589-600.
tion-exsolution of a complex mag- K. Shiraishi
netite solid solution ?
(1. D)
Former Ice Sheet based on the newlyK. Hirakawa Proc. NIPR Symp.
'90
. 9
observed Glacial Landforms and Errat-K. Moriwaki Antarct. Geosci.,
ics in the Central Sor Rondane Mount 4, 41-54
ains, East Antarctica
Ground Temperature Regimes and thrirN. Matsuoka Proc. NIPR Symp.
'90
. 9
Relation to Periglacial Processes in theK. Moriwaki Antarct. Geosci.,
Sor Rondane Mountains, East Antarc-S. Iwata 4, 55-66
tica K. Hirakawa




Some Observations of Sea Ice in theY. Yoshida Antarct. Rec., 34, 8-14 '90 . 3
Vicinity of  Lu-  tzow-Holm Bay, Antarc-K. Moriwaki
tica
Diatoms in Water Column and Sea-iceY. Tanimura Bull. Natn. Sci. Mus.,  '90.  3
in  Lu-  tzow-Holm Bay, Antarctica, andM. Fukuchi Tokyo, Ser. C, 16, 15-39
their Preservation in the Underlying K. Watanabe
Sediments K. Moriwaki
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1.A) 地球惑星科学関連学会 '90.4
氷床上あすか墓地での重力潮汐観測 とδファ 小川文雄 合同大会
ク タ ー 福田洋一 (東京工大)
赤松純平
渋谷和雄
ペネトレーターによる南極人工地震計画 南 極 ペ ネ トレー ター 地震学会 '90.10
開発グループ 秋季大会(北 大)
(渋谷和雄)





南極 ・昭和基地付近の間欠的微小地震活動 神沼克伊 〃 〃
赤松純平
1989年 南極 ・エレバス山の火山活動 神沼克伊 〃 〃
清水 洋
R.　 Dibble




南極大陸周辺の隆起と微小地震活動 神沼克伊 測地学会 '90.10
赤松純平 第74回講演会
南極 ・エレバス山における1989年 の地震活動浅川真也 地学学会 '90.10
神沼克伊 秋季大会
清水 洋
南極 ・昭和基地付近の間欠的地震活動 神沼克伊 〃 〃
(そ の2) 赤松純平




南 極 セ ー ル ロ ン ダー ネ山 脈 のPingvinaneと 船木 實 第88回 地球電磁気 ・地球惑星 '90.4
Luncheryggen地 域 の 古 地 磁 気 時枝克安 圏学会
Identification　 of　 magnetic　 stractureM.　 Funaki 岩石磁気 ・古地磁気研究会 '90.9
in　 fine　 magnetic　 grains　 by　 magneto一H.　 Sakai (チ ェ コ ス ロバ キ ア)
tactic　 bacteria
一49一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月






七一ルロンダーネ地域で採集された粗粒玄武 時枝克安 〃 り
岩,角 閃石岩,閃 長岩,変 成塩基岩の交流消船木 實
磁結果について
七一ルロンダーネ山地の古地磁気学用岩石試 瀧上 蓋 〃 〃
料 の4°Ar/39Ar年 代 船木 實
南極産岩石による古地球磁場強度の研究 上野直子 〃 〃
船木 實
走磁性バクテリアによる磁性粒子の微細 な磁 酒井英男 第88回 地球電磁気 ・地球惑星
'90.ll




P-T　 evolution　 of　 the　 BolingenY.　 Motoyoshi IGCP　 304
'90.8
granulites,　 Prydz　 Bay,　 East D.　 E.　 Thost (カ ナ ダ)
Antarctica B.　 J.　 Hercen
Evidence　 for　 prograde　 metawaphismY.　 Hiroi 〃 〃
and　 ropid　 uplift　 of　hgh-grade L.　 K.　 Eenevirathe
rochs　 from　 ancient　 (Sri　 Lanka)Y.　 Motoyoshi
and　 recent　 (Abukuma,　 Japan)D.　 E.　 Ellis
metomorpnic　 terranes
(1.D)
南極の自然環境変化と地形学的資料の再吟味 吉田栄夫 第!l回 南極地学シンポジウム
'90.ll
七 一 ル ロ ン ダー ネ山 地 の モ レー ン 森脇喜一 〃 〃




(1)一 般 研 究
南極 陽石の分類 学的研 究 助教授 矢内桂三,助 手 小島秀康
当研究所には1991年3月 までに南極で発見採集され,持 ち帰 られた約8500個 の阻石が保管されている。これらは
順次同定分類が進められている。今年度はやまと一79限石のうち比較的小さな明石を順次継続 して分類 を行 った。
その結果やまと限石から初めてオーブライ ト(エ ンスタタイトエコンドライ ト)が 分類された。オーブライ トは地
球 よりはるかに還元的環境で形成 された陽石であり,し かも約2500個 の非南極限石中で10個 しか見いだされていな
い,非 常に貴重な限石である。
非平衡普通 コンドライ トは熱ルミネッセンスにより10段階に区分する方法が提唱されているが,　EPMAに よる




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
高 岡 宣 雄 国立極地研究所 客員教授 南極限石の分類 と阻石の同一落下群
(イ)一 般 共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
永 井 寛 之 信州大学(理)助 教授 南極産損鉄の物理物性的研究
原 田 馨 筑波大学(化 学)教 授 南極産炭素質阻石中に生体関連有機化合物をさぐる
藤 巻 宏 和 東北大学(理)助 教授 ショック変成作用を受けた南極阻石の年代学的研究
一51一
(4) 3f5PL'AA0Dig0
 (7-7) *tri-kiWtz-_,:k 6R0
1ZA if4 it, • r-6 A kA*)1
Varieties of the lunar meteorites inclu-Yanai k.  Meteorites 90. 12
ding new types. 25, 421
Alteration of matrices in CM chondrites.Kojima H.
Yanai k. 376
Gabbroic meteorite Asuka-31: Prelimin-Yanai k. Proc.Lunar Planet. 91. 2
ary examination of anew type of lunar Sci. Conf., 21,
meteorite in the Japanese collection of 317-324
Antarctic meteorites.
Consortium reports of lunar meteoriteTakeda H. Proc. NIPR Symp
'91
. 3
Yamato-793274. Saito J. Antarct. Meteorites,
Yanai k. 4, 3-11
Kojima H.
Varieties of lunar meteorites recoveredYanai k.
from Antarctica. Kojima H. 70-90
Yamato-74063: chondritic meteorite Yanai k.
classified between E and H chondrite Kojima H. 118-130
group.
Terrestrial alteration of Fe-Ni metalsIkeda Y.
in Antarctic ordinary chondrites andKojima H. 307-318
the relationship to their terrestrial
ages.
Magnetic properties and natural Nagata T.
remanent magnetization of Funaki M. 390-403
carbonaceous chondrites containing Kojima H.
pyrrhotite.
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(イ)口 頭 によ る発表
題 目 所 属 ・ 職 発表 した学会等の名称 発表年月
Distribution　 of　 meteorites　 and　 strainFujita　 S. 第15回 南極陽石 '90.5.
in　 ice　 sheet　 in　 Nansenisen,　 DronningNa aoka　 H. シ ン ポ ジ ウ ム
Maudland,　 Antarctica. Yanai　 k.
Azuma　 N.
Mae　 S.
Organic　 compounds　 in　 Asuka Naraoka　 H. 〃 り
carbonaceous　 chondrites. Shimoyama　 A.
Yanai　 k.
Harada　 K.
Petrological　 study　 orユevolutiorユandKolima　 H. 〃 り
alteration　 of　 CM　 chondrites. Yanai　 k.
Magnetic　 properties　 and　 natural　 rem一Nagata　 T. 〃 〃
anent　 magnetizatiOn　 of　 carbonaceousFunaki　 M.
chondrites　 containing　 Pyrrhotite.Kojima　 H.
Yamato-74063:　chondritic　 meteoriteYanai　 k. II 〃
classified　 between　 E　 and　 H　 chondriteKojima　 H.
9「oup・





Asuka-31:　 Gabbroic　 cumulate Yanai　 k. 〃 〃
.
originatedfrom　lunar　 mare　 region.
Varieties　 of　 lunar　 meteorites　 col!ectedYanai　 k. 〃 〃
from　 Antarctica. Kojima　 H.
南 極 産Asuka-87,88阻 石 の 分 類 矢内桂三 日本地質学会 '90.10
CM炭 素質阻石の変質について 小島秀康 〃 〃
矢内桂三
南極産炭素限石の化学組成について 小島秀康 日本岩石鉱物鉱床学会 '91.1.
矢内桂三
原村 寛
やまと陽石から同定 ・分類 された最初のオー 矢内桂三 〃 〃
ブ ラ イ ト(エ ン ス タ タ イ トエ コ ン ドラ イ ト) 小島秀康
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4.生 物 学 研 究 グル ー プ
(1)一 般研究
大型動物行動記録 計 によるウェッデル アザ ラシの潜水 行動の解析 教授 内藤靖彦,助 手 綿貫 豊
ウェッデルアザラシは主に底 ・中層魚類捕食者として重要な位置を占めると考えられてきた。彼らの採食生態研
究の一環として,昭 和基地周辺の春季の潜水行動を明らかにした。
1990年1月 中旬,仔 を持たない2頭 の雌成獣に小型潜水記録計を装着し,1～2週 間後に回収した。その結果2
頭の間で潜水行動が大きく異なってお り,浅 い(〈50m)潜 水を頻ぱんに(4～6/hr)お こなう個体 と,深 い
(>300m)潜 水を少数(0.5～2.5/hr)お こなう個体があった。このことから,一 般に底 ・中層性魚類食 と言
われてきたウェッデルアザラシにおいて,採 食行動に大きな個体差があることが示唆された。
南 極 産 ユ ス リ カ,Pαrochtus　 steinii　 の 耐 寒 性 助 教授 大 山 佳 邦
南 極 に は完 全 変 態 類 の昆 虫 と して2種 のユ ス リ カが 知 られ て い る。　Belgicα αntαrcttcusは 南 極 半 島 とそ の 周
辺 の 島 々 に限 ら れ,南 限 は68°S付 近 で あ る。 も う一 種 のPαrochlus　 steiniiは 南 米 か ら南 極 に分 布 す るが,南
限 は63°S付 近 のサ ウ ス シ ェ トラ ン ド諸 島で あ る。
前 者 の耐 寒 性 はす で に調 べ ら れ てお り,成 虫 は耐 凍 性 を示 さ ない が,幼 虫 は 一15℃ 程 度 の 凍 結 には 耐 え る こ とが
で き,エ リス リ トー ル他 の凍 寒 防 止 物 質 も検 出 され て い る。 一 方 後 者 につ い て は未 だ 耐 寒性 は調 べ ら れ て お らず,
中 国 との 共 同研 究 で長 城 基 地(サ ウ ス シ ェ トラ ン ド諸 島,キ ン グ ジ ョー ジ島)を 訪 れ た際 に実 験 を行 った 。
過 冷却 は幼 虫,蠣,成 虫 で そ れ ぞ れ 一7.4,-16.3,-15.3°で あ っ た。 しか しこの 昆 虫 は ほ と ん ど水 中 で 生 活
して お り,水 に浮 べ て の凍 結 に よるLD=50は それ ぞ れ 一5,-3,-9℃で あ っ た 。 従 っ て こ の 種 に は ほ とん
ど耐 凍性 は期 待 で きず,前 者 ほ ど南 に分 布 しな い理 由 の一 つ と な っ て い る と思 わ れ る。
西 オングル島大池にお ける栄養塩数 の季節変動 助教授 大山佳邦
南極の淡水湖沼における生物生産,現 在量およびその季節的変動を調べる目的で植物の光合成色素,ク ロロフィ
ルの量の測定 を行った。同時にこれと密接に関連する湖沼水中の栄養塩類の季節的変動 も調査 した。これまで湖沼
の調査は南極の夏季のみ,あ るいは冬でも調査間隔が長かったりして詳 しい季節変動は調べられていなかった。
今回は,ほ ぼ月一度の採水を表層から2m間 隔で6～7層 で実施 し,　Po、-P　,　sio、-Si　,　No、-N　,　No,-N　 ,
NH、-Nの 分析 を行った。
これら南極の淡水湖沼の通例 として低い数値を示 したが,冬 季これまで知られていなかったがNO、-NとNH、-N
の増加がみられた。すなわち5月 から7月 にかけて低層でこれらの値が急上昇 し,時 間を追って上層へ拡散 して
いく現象が認められた。これは最寒月でも底層水は3° 以下には低下せず,底 層で秋に増殖 した植物プランクトン
が分解されていることを示唆 しているものと思われる。




類のマットは薄 く,池 の中心に行 くに従って厚 くなり,数10cm厚 のマットが形成される。 しかしなが ら,藻 被の
薄いところに蘇類の生育が顕著であった。藻類と共存 している蘇類の形態的特徴は,茎 はいつ も長 く,陸 生のもの
より広い間隔で葉がつき,そ の葉の大 きさは不均一なことである。
一方,ス カルブスネスの永河池での蘇類の生育環境は,湖 底には藻類のマットは全 く見 られず砂地となっていた。
そこで採集 した蘇類の形態的特徴は上述したラングホブデの池のそれらと類似 していた。従って,湖 沼中の蘇類の
形態的特徴は藻類と共存 していることによって得 られたとは云いがたく,む しろ単に南極の湖沼に適応 した形態 と
考えた方がよい。
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昭和基地周辺 から採集 され たBryum属 の倍 数性 助教授 神田啓史
昭和基地周辺から採集された蘇類2種Brwm　 pseucLotriguetrumとB.αmb!yodonの染色体数 について
分析 した。観察されたほとんどの標本は2種 ともn=20を 示した。 しかしながらB.　pseudofriguetrum　 と同定
された一試料にn=30が 見い出された。これは基本数n=10の3倍 体 と考えられる。この3倍 体の配偶体の形態は
2倍 体との間に著 しい差は見られなかったが,葉 はより柔かくしわがあり,葉 の細胞はより長 く,葉 頂は長 く尖 り,
葉の中肋も長 く突出することがある等の特長が認められた。本種の3倍 体はこれまでソ連の北方域で報告 されたこ
とがあ り,倍 数性の発生率は両極域など高緯度地方に行くに従って増加することが予測される。
昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 の 植 物 プ ラ ン ク トン群 集 の 生 態 学 的 研 究 助 手 渡辺 研 太 郎
昭 和 基 地(69°OOIS,39°35'E)周辺 の 沿岸 定 着 氷 下 で は1月 下 旬 か ら2月 上 旬 に か け て植 物 プ ラ ン ク トンが
大 増 殖 し,海 水 中 の ク ロ ロ フ ィル 量 が極 大 とな る こ とが知 られ て い る 。 この時 期 に優 占 して 出現 す る比 較 的大 型 の
ネ ッ ト植 物 プ ラ ン ク トンの,年 間 を通 した 出現 状 況 を知 る こ とは 昭和 基地 周 辺 の生 態 系 を深 く理 解 す る上 で不 可 欠
で あ る 。 本 年 度 で は,第24次 南極 観 測 隊 でNorpacネ ッ トを用 い て採 集 した植 物 プ ラ ンク トンの種 組 成 の 季 節 変 化
を明 らか に した 。
水 深38mの 定点 で は2月 中旬,25m以 浅 で クロ ロ フ ィ ル 濃 度 が3.6～5.Omg・m-3と増 加 し,　Phaeocystis
Pouchetii　 に よる ブ ル ー ム が 見 られ た が,そ の他 の時 期 は珪 藻 類,と りわ け羽 状 目 の種 が 細 胞 数 で 卓 越 した 。 渦
鞭 毛 藻類 や珪 質鞭 毛 藻類 も晩夏 及 び春 先 に 出現 した。2月 中旬 か ら6月 初 め,お よ び9月 半 ば と10月 上 旬 に は南 極
海 沖 合域 か ら よ く報 告 され る　Chaetoceros　 spp.,　 Eucanpia　 antarctica　 や　Rhizosolenia　 spp.等 の 中 心 目
珪 藻 類 が 比較 的 高 い相 対 出現 率 で 見 られ た。 こ の時 期 に昭 和 基 地 が位 置す る リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 東 部 へ 沖 合 水 が 流
入 した こ と を示唆 して い る。 また!l月 か ら1月 に か け て,基 地 周 辺 定 着 氷 中 に多 く見 ら れ る　Nitzschia　 turgidul
o-idesや,セ ク シ ョ ン　FragilariOpsis　 に属 す る ほ か のNitzschia　 spp.が ネ ッ トサ ン プ ル 中 に多 く見 ら れ る
よ うに な っ た 。融 氷 よ り海氷 下部 の ア イ ス ア ル ジ ーが 海 中へ 放 出 さ れ た た め と考 え ら れ る。
南 極 昭 和 基 地 周 辺 の 蘇 類 よ り分 離 さ れ た 藻 類 助 手 大 谷 修 司
南 極 で は蘇 類 群 落 は 藻類 の 主要 な生 育 場 所 の ひ とつ とな っ て お り,昭 和 基 地 周 辺 で は黒 い 藻 類 コ ロニ ー が 蘇 類 群
落 に付 着 して い る の が よ く観 察 され る。 今 回 は,直 接 観 察 で は種 類 の 同定 が 困 難 な緑 藻 類 を中 心 に分 離 培 養 し,そ
れ らの分 類 学 的検 討 を行 っ た。 藻 類 の分 離 に は,　BBM寒 天 培 地 を用 い,培 養 条 件 は20℃,12時 間 明 期,12時 間 時
期 と した 。
-20℃ で冷 凍 保 存 され た蘇 類8標 本 よ り,緑 藻 類11種 類,藍 藻 類6種 類 が 分 離 さ れ た。 緑 藻 類 に関 して は,南 極
特 産 の もの は 含 まれ て お らず,い ず れ も中緯 度 地 域 の土 壌 藻 類,樹 皮 着 生 藻 類 と して報 告 され てい る種類 で あ った。
そ の うち,南 極 新 産 はMyrmecia　 bisecta　 ,昭 和 基 地 付 近 か ら初 報 告 の種 類 はCoocomyscαgLoeobotrydto-
∫orms,　 ChLoreLLαreistglit,　 KLebsormt(iium　 ∫Lαccidum,　 PseudococcomyりcαstmpLexであ っ た 。 藍 藻 類
は い ず れ も昭和 基 地 周辺 の湖 沼 よ りす で に報 告 され た種 類 で あ っ たが,　Phormidium　 !αmtnosum,　 Pんormtdt-
um　 priestieyt,　 Lyagbyα 　murrαyi,　 Tolypothrix　 bouteilleiの4種 類 が 新 た に 蕪 類 群 落 よ り分 離 され た。
南極海 のナノプラ ンク トンの生態学的研究 助手 谷村 篤,渡 辺研太郎,助 教授 福地光男




本年度はJARE31の しらせ航海の復路において,1990年3月3日 ～21日 の間,表 面海水モニタリングシステム
より得られた海水試料 を用いて検鏡および解析を行った。試水は船上でルゴール酢酸溶液(最 終濃度1%)で 固定
し,日 本に持ち帰った後,孔 径LO　 μmヌ クレボアフィルター上に濾過捕集 したものを,溶 射蛍光顕微鏡下で観察
した。なお,独 立並びに従属栄養の判別はDAPI,　 FITC　 で二重染色により行った。
一55一
各 海 域 で 得 られ た 従 属 栄 養性 ナ ノプ ラ ン ク トンの 出現 状 況 は,以 下 の通 りで あ っ た。 即 ち,60°S上 の南 極 大 陸
に沿 う東航 航 路 の 海 域 に お い て は,3.3cells/ml～27.8cells/m!(平均10.Ocells/m1)で,150°E線上 の オ ー
ス トラ リ アに 向 け て 収 束 線 を通 過 す る 北 上航 路 の 海域 で は5.3ce!ls/ml～24.6cells/m1(平均 1.8cells/m1)
で,地 点 に よ り変 動 す る もの の,概 して 東航 航 路 の 海域 で少 な め で あ っ た。 各 海 域 を通 じて ナ ノ プ ラ ンク トン群 集
は主 にi～7μmの 画 分 に よ り構 成 され て お り,お よそ50%以 上 を 占 め て い た。 次 い で,7～13μm画 分 の もの が
多 か った 。 な お,本 調 査 で 得 られ た従 属 栄 養性 ナ ノプ ラ ン ク トンの細 胞 密 度 は,一 般 に温 帯 沿 岸 域 で報 じら れ て い
る もの と比 べ る と,お よそ102～103オ ー ダー低 い 。従 属 栄 養 性 ナ ノプ ラ ンク トンの 推 定 さ れ た 生 物 量 は,東 航 航
路 上 でO.028mgC/m3～0.259mgC/M3(平均0.122mgC/m3)で,北上 航 路 上 で0.026mgC/m3～0.462mgC/
rn3(平 均0.196mgC/m3)で,細胞 密 度 の 変 化 とほ ぼ 同様 に,概 して 東 航 航 路 の 海 域 で 少 な め で あ っ た 。 ま た,
両 海 域 を通 じて 生 物 量 は,7～20μmの 画 分 に よ り多 く占 め られ て い た(最 大 で約90%)。 こ の生 物 量 の値 は温 帯
沿 岸 域 で 知 られ て い る もの よ り102オ ー ダー低 い こ とが わ か っ た。
北部ベー リング海お よびチ ャクチ ュ海 にお けるカイアシ類 の生態学的研究
助手 谷村 篤,助 教授 福地光男,所 長 星合孝男
昨年に引き続 き,セ ントローレンス島以北のベーリング海およびチャクチュ海における動物プランク トン特にカ
イアシ類の分布特性を調査 した。
本年度は1989年7月6日 ～30日 の期間,上 記海域の21観 測点においてアラスカ大学の調査船R/V　 AIpha　 Helix
号航海によって得られた海底付近から海面までのノルパックネット(0.33mm)鉛 直曵採集標本の検鏡と解析を行っ
た。
1989年 夏季の動物プランク トン個体数はベーリング海峡で最も多く(約10,000/m3),チ ャクチュ海およびセ ン
トローレンス島東部海域で最も少なかった(1500/m3)。 カイアシ類は全ての観測点で最 も優占し,特 にアナデー
ル海峡中央部では動物プランク トン総個体数の98%を 占めた。 しかし,底 生生物現存量が局所的に極めて高いセン
トローレンス島北部海域のいわゆる　"Hot　Spot"域 では,カ イアシ類の占める割合は21%と 極めて低 く,そ のか
わり底生生物の浮遊幼生の割合が高い傾向を示 した。
アデ リーペ ンギンの採餌及 び繁殖生態 助手 綿貫 豊,教 授 内藤靖彦
昭和基地周辺に繁殖するアデリーペンギンはルッカリーが小さく,夏 期間中も海氷が開かない年がよくあるとい
う点で他地域(ロ ス海,プ リッッ湾,南 極半島)と 異なっている。1989年 ～1991年 の3繁 殖期にわたり,袋 浦ルッ
カリーにおいて,彼 らの採餌 ・繁殖生態を調べ,そ の年変化を明らかにした。
給餌頻度,雛 の生成率,生 存率,採 餌旅行時間などの点から,採 餌条件は海が開いた1989年 に良く,開 かなかっ
た1990,1991年 の順に悪かったと推定される。 しか しながら,親 鳥の体重減少率に年変化はなく,採 餌条件が悪化
すると,ア デリーペ ンギンは,子 の生産を犠牲にして,自 分の体重維持 をすることが示唆された。
育雛中の餌は主にナンキョクオキアミであったが,育 雛期後半には魚(コ オリイワシ,シ ョウワギス)が 主体を




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 教授 極域生物生産とエネルギー移送の解析
(イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
伊 野 良 夫 早稲田大学(教 育)教 授
窒素の供給形態と利用についてラングホブデとオングル島の蘇
類群落の比較研究
奥 西 喬 司 東京水産大学 教授 南極海底生生物の分類と生態の研究
秋 山 優 島根大学(教 育)教 授
南極陸上生物における相互作用、特にアレロパシー現象に関す
る研究
福 岡 二 郎 新日本気象海洋 顧問 南極系水 とENSOの 関連
島 崎 健 二 北海道大学(水 産)教 授 テ レメ ー ター に よ る アザ ラ シ の行 動 研 究
松 前 昭 廣 北里研究所 客員部長 南極オングル島露岩地域の微生物生態系の研究
立 川 涼 愛媛大学(農)教 授 極域における化学種の分布と挙動に関する研究
渡 辺 啓 一 佐賀大学(農)助 教授 南極海産生物における寒冷適応の分子機構
黒 澤 努 大阪大学(医)助 教授 極 地 に お け るバ イ オ メデ ィ カ ル リサ ー チ
宮 脇 博 巳 佐賀大学(教 育)助 教授
七一ルロンダーネ山地帯(南 極内陸露岩地帯)に おける地衣類 ・
群類の分類学的及び生態学的研究
広 海 十 朗 日本大学(農 獣医)講 師 南北両極域の動物プランクトンの分類および生態に関する研究
福 地 光 男 国立極地研究所 助教授 基礎生産の時系列変動の解析
佐 々 木 洋 石巻専修大学(理 工)講 師 氷海における生物起源粒子の沈降、堆積過程の研究
山 口 征 矢 埼玉大学(教 養)教 授 海氷域における低次生産の生理生態学的研究




渡 辺 和 彦 広島大学(教 育)助 教授 南極越冬隊員の体力水準評価システムの開発研究
一 井 太 郎 遠洋水産研究所 研究員 南極海生態系のモデリング
岡 田 博 大阪大学(教 養)助 手 南極産蘇類の細胞分類学的研究
一57一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
丹 野 皓 三 北海道大学(低 温研)講 師 隠 気 門 ダニ.4碗 αrc彦icoZαmθyθrZの 耐 寒性 に 関 す る研 究
島 田 公 夫 北海道大学(低 温研)助 手 キングジョージ島における陸上動物の生態学的研究
蛭 田 真 一 北海道教育大学 助教授 セールロンダーネ山地における微小動物の研究
岩 月 善 之 助 広島大学(理)教 授
南極昭和基地周辺地域における蘇類群落の成立過程と拡大機構
の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学 助手 南極産線虫類の分類 ・生態学的研究
神 田 啓 史 国立極地研究所 助教授 南極産微生物の低温適応に関する生理 ・生化学的研究
中 野 武 登 広島大学(理)助 手 南極産土壌藻類の分類学的研究








星 合 孝 男
国立極地研究所長








Eig1=1 • A 5L`*)7i
Algae-copepod-fish link associated T. Hoshiai In: Marine Biology, 1990. 9
with Antarctic sea ice A. Tanimura Mauchline, J. and
K. Watanabe Nemoto. T., (Eds),
M. Fukuchi Hokusen-sha, 237-246
ib*I.C:J.3J-011tor)7°, FP,L,  fj  TIJ  ,  22  (10) 1990.10
581-587
Diving behavior of Adelie pengins Y. Naito, Condor,  92, 582-586 1990
determined by time-depth recorder. T. Asaga,
Y. Ohyama
Circardian rhythm on diving motionW. Sakamoto, Nippon Suisan Gakkaishi, 1990
of the loggerhead turtle near the I. Uchida, 56, 263-272




Deep diving behavior of the loggerheadW. Sakamoto, Nippon Suisan Gakkaishi, 1990





A taxanomic revision of the genus Net-S. Ohtani J. Sci. Hiroshima Univ,. 1990
rium (Zygnematales,  Chlorophceae). Ser. B. Div. 2, 23, 1-51
Biological studies on ecosystms in theH. Kanda, Antarct.  Rec., 34, 1990






Joint New Zealand-Japanese Studies P.A. Broady NZ Antarct.  Rec., 1990
on the taxonomy of terrestria antarcticS. Ohtani 10, 22-27
algae.
1989/90  *VA,  :/  Y'Fi.  3 - A-OP-14,34, 235-241 1990. 7
4:1  4;  2  ;)-()
Seasonal variation in ice algal assem-K. Watanabe, In: Antarctic Ecosystems 1990
blages in the fast ice near Syowa Stati-H. Satoh -change and Conservation,
on in 1983/84 T. Hoshiai Kerry, K.  R. and
Hempel,  G.,  (Eds),
Springer-Verlag,
Heidelberg, 136-142
 -  59  -
ElffH thti 1-6•T A
MVgiqt16)-A6D4if 11111T-Ac  H 1990
 5  (5)  , 71-72
 -f  1—A"  1-  /X  2 1-O(  H 1990
 5  (5)  , 72-74
Mittenothamnium deguchii, a new mossN. Nishimura The Bryologist. 1990
species from southern Chile H. Kanda  93  (3)  , 275-278
Amblystegiaceae. Mosses from NepalH. Kanda In: Cryptogams of the 1990
collected by Botanical Expedition of Himalayas Vol.2.
National Science Museum, Tokyo, comp. Central and Eastern Nepal
by M. Higuchi and N. Takaki. M. Watanabe and S. B.
Malla (Eds)  ,Dept. Bot. Nat.
Sci  Mus., Tsukuba,
Japan., 212pp.
moe,  M  a  cr  o  b  it  us harmsworthiVP-46V,  filf111, MIA II-, 34, 292-302 1990
 Plectus antarcticus  opit*It  EElqLE
Estimates of primary production byHiroo Satoh, Antarct.  Rec., 35, 30-38 1991
ice algae and phytoplankton in the Kentaro Watanabe.
coastal ice-covered area near SyowaTakao Hoshiai
Station, Antarctica.
On the kidney and the adrenocortical Mizuho Ogawa Proc NIPR Symp. 1991
tissue of toothed smelt, Osmerus mordaxM yumi Fukuda Polar  Biol., 4, 30-35
dentex and surf smelt, Hypomesus pre-Ayumi Hayashida
tiosus japonicus and their cold adapta-Mitsuo Fukuchi
tion.
Components of Antarctic plants whichYasuko Tsujino Proc NIPR Symp. 1991





Nitrogen-fixing (C2H2-reducing) cyan-oNakatsubo Proc NIPR Symp. 1991
bacteria epiphytic on moss communi-tiS. Ohtani Polar  Biol., 4, 75-81
es in the alpine zone of Mt. Fuji.
Morphology of the aguatic mosses H. Kanda Proc NIPR Symp. 1991
collected in Lake Yukidori, Langhovde,S. Ohtani Polar  Biol., 4, 114-122
Antarctica.
New additions of bryaceous mosses Harumi Ochi Proc NIPR Symp. 1991
(Musci, Bryaceae) to the Antarctic Hiroshi Kanda Polar  Biol., 4, 123-126
flora.
Antarctic tardigrada  II  . Molodezhnaya Kazuo Utsugi Proc NIPR Symp. 1991
and Mt. Riiser-Larsen areas. Yoshikuni Ohyama Polar  Biol., 4, 161-170
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5*A*)1
Icealgae collected in the coastal fastKentaro Watanabe Proc NIPR Symp. 1991
ice of king George and Nelson Island,Fengpeng Huang Polar  Biol., 4, 174
Antarctica  (abstract). Peiding Lu
Distribution of copepods in the northe-H. Hattori Proc NIPR Symp. 1991
rn Bering Sea and the Chukchi Sea inA. Tanimura Polar  Biol., 4, 175-177
October 1988 (extended  abstract). M. Fukuchi
0. Matsuda
Preliminary report on cellulolytic H. Yamamoto Proc NIPR Symp. 1991
activity in the Antarctic region (extend-S. Ohtani Polar  Biol., 4, 179-182
ed  abstract). K. Tatsuyama
M. Akiyama
Vertical distribution of Antarctic soilMasaru Akiyama Proc NIPR Symp. 1991
algae direct observation with the contact Shuji Ohtani Polar  Biol., 4, 183-185
slide method (extended abstract) .Hiroshi Kanda
Microclimate studies in the Yukidori Shuji Ohtani Proc NIPR Symp. 1991
Valley, Langhovde, Antarctica in  1988-Hiroshi Kanda Polar  Biol., 4, 186-188
1989 (extended  abstract). Yoshio  Ino
Distribution of copepods in the northe-H. Hattori, Proc NIPR Symp. Polar 1991
rn Bering Sea and the Chukchi Sea inA. Tanimura  Biol., 4, 175-177
October 1988 (extended  abstract). M. Fukuchi
T. Hoshial
Zooplankton data collected with A. Tanimura JARE Data  Rep., 162 1991
BIOMASS programme at Syowa M. Fukuchi (Marine Biol.  18). 275p
Station in 1982 by JARE-23.  II. T. Hoshiai
NIPR-  I  " samples: Stn. 3. T. Ohtsuka
Microclimate data at unmaned observa-S. Ohtani JARE Data  Rep., 163 1991
tion station, the  Yukidori Valley, Lan-H. Kanda (Terrestrial Biology 2)
ghovde, Antarctica in 1988-1989. Y.  Ino 99p.
Red water-bloom caused by the autotrH. Satoh J. Tokyo Univ. Fish. 1991
ophic Ciliata, Mesodinium rubrum, intheK. Watanabe 78, 11-17
austral summer in the fast ice area
near Syowa Station, Antarctica, with
note on their photosyuthetic rate.
Algae-copepod-fish link assoiated withT. Hoshiai In: Marine Biology- 1991
Antarctic sea ice. A. Tanimura Its Accomplishment and
K. Watanabe Future Prospect,
M. Fukuchi J. Mauchline and
T. Nemoto (Eds) .Hokusen-
sha. Tokyo, 237-246
tm*LmmAm, 1 i4emmilm gtiNftM  tA*M  Kfts*PDAV 1991
 /
q, 178-182
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(イ)口 頭 による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
北 部 ベ ー リ ング海 とチ ャク チ ュ 海 に お け る カ 服部 寛、谷村 篤 1990年 度日本海洋学会 1990.4
イアシ類の分布 福地光男、松田 治 春季大会
シンポジウム 「極域における海氷圏生物」低 谷村 篤 〃 〃
次生産
南極昭和基地周辺から得 られた2種 のPlectus鬼頭研二、宍田幸男 動物分類学会 1990.5
属線虫について 大山佳邦 第26回大会
Sampling　 rnethods　 for　 ice　 algal　 assem一K.　 Watanabe Third　 Po!ar　 Diatom 1990.8
blages. Colloguium　 (Ottawa)
Diatoms　 in　 sea　 ice,　 water　 column　 andK.　 Watan be 〃
tl
surface　 sediment　 samples　 from　 LUtzow一
Holm　 Bay.
Seasonal　 variations　 in　net　plankton　 andK.　 Watanabe
ice　algal　 assernblages　 in　coastal　 fast　 ice 〃 〃
near　 Syowa,　 East　 Antarctica.
Vegetational　 development　 and　 waterH.　 Kanda
relations　 of　 mosses　 in　 the　 YukidoriS.　 Ohtani
Valley,Langhovde,East　 Antarctica. 5th　 International　 Congress1990.8
of　Ecology　 (Yokohama)
Ice　 algal　 assemblages　 from　 lagoonsK.　 Watanabe
Saroma-Ko,　 Notoro-Ko　 and　 Akkeshi-Ko
in　Hokkaido,　 Northern　 Japan. 11th　 International　 Diatom1990.8
Symposium(San　Francico)
The　 distribution　 of　 four　 Antarctic　 copeA.　 Tanimura
pods,　 Calanoides　 acutus,　 Calanus　 prop一S.　Yamada
inguus,　 Rhincalanus　 gigas　 and　 MetridiaT.　 Minoda 4th　 International 1990.9
gerlachei,　 in　 relation　 to　 retreat　 of　 theM.　 Fukuchi Conference　 on　 Copepoda
.





南極の陸水産藻類とその生態、特 に他感現象 秋山 優、神田啓史 第55回 目本陸水学会 1990.10
からみた問題点 大谷修司
第13回 極域生物 1990.12
南極湖沼群における醜類相 神田啓史 シ ンポ ジ ウ ム








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
1990年 夏 季,お し ょ ろ 丸 に よ るPREFLA計福地光男,西 山恒夫 第13回極域生物 1990.12
画の実施概要 増田紀義 シ ンポ ジ ウ ム
1988年夏期の北部ベーリング海 における粒子佐々木洋,田 口早智子 〃 〃
フ ラ ッ クス の変 動3植 物 プ ラ ンク トン 服部 寛,谷 村 篤
福地光男
結氷期サロマ湖に生育する珪藻群集の化学成 佐藤博雄,山 口征矢 〃 〃
分と光合成産物 竹内俊郎,渡 辺研太郎
1983/84年,昭 和基地周辺定着氷下のネット渡辺研太郎,佐 藤博雄 り 〃
植物プランク トン組成の季節変化 神田啓史,高 橋永治
南極昭和基地周辺海氷域の基礎生産 佐藤博雄,渡 辺研太郎 ,「 〃
星合孝男
高度に好冷的な南極海産藻類について 奥山英登志,小 亀一弘 tl 〃




南 極 海 イ ン ド洋 区 にお け る ク ロ ロ フ ィ ル ーa 石川神庫,永 井 彰 〃 〃
量の長期変動 福地光男
1990年 夏期の南極海表面海水中のナノプラン石山道恵,広 海十朗 〃 〃
ク トンの 分 布 門田定美,谷 村 篤
福地光男
南極海の海氷の後退に伴ったカイアシ類の分 谷村 篤,山 田 智 tr 〃
布について 箕田 嵩,福 地光男
星合孝男
夏 期 の 北 部 ベ ー リ ン グ海,チ ャ ク チ ュ海 に お 服部 寛,谷 村 篤 ,, ,,
ける橋脚類の分布 福地光男
ブライド湾及びグンネルスバ ングで採集 され 沼波秀樹,奥 谷喬司 〃 〃
た原始腹足目貝類について 星合孝男




キタゾウアザ ラシ離乳パップの採餌潜水 浅賀朋宏,内 藤靖彦 〃 〃
B.　 J.　 Le　 Boeuf
西オングル大池の栄養塩の季節変動 大山佳邦,森 本建司 〃 〃
持田幸良
南極淡水域より分離した緑藻類の培養特性 長島秀行,貴 島 聡 tl 〃
大谷修司,百 瀬春生
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南 極 新 産緑 藻類MαCんrOCんZor四mμ 砺 πμcZ大谷修司, 第13回 極域生物 199L12
eata　 (Reisig1)　 Ettl　 et　GartnerP.A.　 Broady シ ン ポ ジ ウ ム
中野武登
昭和基地周辺の池の底に生育する蘇類無性芽 伊村 智,樋 口正信 〃 〃
の培養 神田啓史,岩 月善之助
南極スカルブスネス地域の水生蘇類 神田啓史,持 田幸良
南 極 産 ユ ス リカPαrOC厄 μS8励 πθπ涯 の 耐島田公夫,大 山佳邦 〃 〃
寒性 C.　 X.　 Pan
サロマ湖,能 取湖,厚 岸湖 に見 られたアイス渡辺研太郎,佐 藤博雄 第6回 北方圏国際 1991.2
ア ル ジー 山口征矢,谷 村 篤 シ ンポ ジ ウ ム
河野時広,井 上尚文
福地光男
Microbial　 assemblages　 in　 Antarc七icD.　 L.　 Garrison




(1)一 般 研 究 非常勤講師 半貫敏夫,教 授 川口貞男,助 手 寺井 啓












雪 ・氷構造物の積極的な利用を可能にするため,積 雪 と構造物との力学的な相互作用を解析するコン
ピュータプログラムの開発研究を続けている。この研究の一環 として昨年度から一般共同研究でアイスシェルの
利用研究をスター トさせた。これは空気膜構造の型枠上に水をかけて凍結させ,氷 のシェルを作るもので,本 年
度はあすか観測拠点で試作するまでに準備が整えられた。
(B)南 極観測基地のための不燃化プレハブ建築システムの開発研究
近年,木 構造の分野にも新 しい設計思想や技術が導入され,不 燃化された大断面集成材の製作が可能になった。
この新材料の工場生産体制が整えられつつある中で,南 極観測用建物の設計が新たな視点から見直し,輸 送シス
テムの強化,建 設機械の積極的な利用を前提として,集 成材を,利 用した大型部品による新しいプレハブ建築シ




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
亀 岡 孝 治 三重大学(生 物資源)助 教授 極地における青果物の貯蔵に関する基礎的研究
横 山 宏 太 郎 北陸農業試験場 主任研究官 南極地域で使用する防寒服に関する被服気候学的研究
木 村 茂 雄 神奈川工科大学 助教授 風力発電システムの開発研究
粉 川 牧 北海道東海大学 教授 アイスシェルの極地への応用に関する研究
佐 藤 稔 雄 日本大学教授 あすか観測拠点建物に関する設営工学的観測とデータ解析
平 山 善 吉 日本大学教授 南極観測基地のための新しい不燃化プレハブ建築システムの開発




題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月










無人化した 「みずほ基地」雪洞の長期 クリー 渡辺澄人 1990年度日本建築学会大会
'90
.10.
プ 半貫敏夫 学術講演梗概集(構 造)
中島洋一 PP.125～126.
佐藤稔雄
ア イ ス シ ェ ル 粉川 牧 建築技術 '90.6
PP.188～189.
Wind　 tunnel　 test　 of　roter　 aerodynamicsMunakata　 H. Proc.　 of　 European　 wind1990.
with　 various　 surface　 roughnesset　 al. energy　 confernce　 l990.
PP.363～367.




南極昭和基地のコンクリー ト調合と強度の移 内藤正昭 合同研究発表会講演論文集
り変わりと今後の動向 平山善吉 PP.129～132.





A　 New　 Designed　 Wind　 Genrator　 forIshizawa　 K. 南極資料
'90
.7.
Antanctica Kirnura　 S. Vol.34,No2
Takanaga　 T. PP.145～155.
Multipurpose　 Setellite　 Data　 ReceivingEliri　 M. Proc.　 of　 the　 Fourth
'90
.7
Antenna　 System　 Constructed　 at　 SyowaTakeuchi　 s. Symposium　 on
Station Sato　 N. Antarctic　 Logistics
and　 Operations
PP.127～134
Settlement　 and　 Deformation　 of　Buildin一Ishizawa　 K. Proc.　 of　 the　 Fourth
'90
.7
gs　 in　 Asuka　 Station Hannuki　 T. Symposium　 on
Sano　 M. Antarctic　 Logistics





昭和基地とアイスランドは地磁気共役点(地 球固有磁場中の1本 の磁力線で結ばれた南北両半球の観測点)の 位
置関係にある。オーロラを発生させる荷電粒子やプラズマ波動は磁力線に沿って伝搬する基本特性 を持っている。
したがって,オ ーロラ現象の共役性 ・非共役性の観測 ・研究はオーロラ粒子の加速機構やプラズマ波動の発生 ・伝
搬特性を探る上で重要である。共役点観測は地理的な理由から,限 られた地域しか実施できず,オ ーロラ帯に位置
する共役点観測点対は昭和基地一アイスランドの組合せ しか存在 しない。この有利な条件を活用しての共同研究が
当研究所と,ア イスランド大学科学研究所間で1983年 より開始 した。共同観測として,ア イスランドにHusafell,
Tjornes,　 Isafjordur　 の3点 の通年観測点を設置 した。アイスランドの3観 測点は,南 極の昭和基地,み ずほ基
地,ソ 連マラジョージナや基地の共役点付近に位置 している。
平成2年 度は平成元年度に引き続き,ア イスランド3観 測点において昭和基地に呼応した超高層現象の通年連続
観測を実施 した。地磁気変動,地 磁気脈動,　CNA,ELF/VLF波 動等を昭和基地とほぼ同一の規格で観測し,デ ィ
ジタルレコーダを主体とする記録装置を用いて記録を行っている。
今年度は,山 岸久雄(極 地研,助 教授)と 西野正徳(名 大STE研,助 手)が6月 一8月 にTjornesに イメージ
ングリオメータを新設 した。佐藤夏雄(極 地研,助 教授)が8月 一9月 の共役点オーロラ同時観測に参加 し,オ ー
ロラTV観 測,フ ォトメータ観測,3観 測点の保守を行った。11月 一12月 には,菊 池 崇(通 総研平磯室長)がTj-
ornes　 において冬期のイメージングリオメータとオーロラTVカ メラとの集中観測を行った。また2月 一3月 には
山岸久雄が春分時でのオーロラ共役点観測とイメージングリオメータ観測を実施 した。
〔C研 究集会等の活動〕
1.シ ン ポ ジ ウ ム
第15回 南極陽石 シンポ ジウム
平成2年5月30日(水)～6月1日(金)
国内外から114名 の研究者が参加し研究成果の発表と活発な討議が行われた。海外からは米国から7名 の研究者
が参加した。発表件数は88件 でそのうち75件 が目頭による発表,13件 がアブストラクトのみによる発表であった。
2日 目には特別セッションが設けられ,3件 のコンソーティアム研究の成果が発表された。
第13回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム
平 成2年7月12日(木)～13日(金)
82件 の 講 演 発 表 が あ り,海 外 か らの3名 を加 え,参 加 者 は170名 を数 えた 。 講 演 申 し込 み が 多 か った た め,多 く
の 口頭 発 表 希 望 の 人 にポ ス ター 発 表 で お 願 い し,1日 目の 午 後 をポ ス ター 発 表 の 時 間 に した 。 結 局,目 頭 発 表 が40
件,ポ ス ター 発 表 は42件 と な っ た。 話 題 と して は海 氷(71,大 循 環 ・成 層 圏 ・気 候Cll),　衛 星 画 像 ・レー ダーqO),コ ア
解 析(11),堆 積 環境 ・氷 床 変 動(12),南 極 の 気 象 ・雪 氷 観 測〔5),結 晶〔2),オ ゾ ン(7),大 気微 量成 分 ・エ ア ロゾル(17)があ っ
た。 昨 年 同 様 に大 気 微 ≒減 分 の 観 測,物 質 循 環 の 発 表 が 多 か っ た。 最 近 は研 究 分 野 が 相 互 に入 り組 ん で 来 て い る 。
た と え ば コ ア解 析,積 雪 の 化 学 成 分,大 気 微 量成 分 の 観 測,成 層 圏 現 象 な ど は独 立 した研 究 テー マ で もあ るが,物
質 輸 送 ・化 学 反 応 の い ろい ろ な段 階 で 共 通 の 物 質 を観 測,研 究 して い る。 今 後 は も っ と各 分 野 共 同 で の 観 測 が 期 待
さ れ るで あ ろ う。
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第11回 南極地学 シンポ ジウム
平成2年11月8日(木)～9日(金)
地学の広範な諸分野の専門性を考慮 しつつも,こ れら諸分野の総合的な討論を行う目的を第一として,1.南 極
海域の地学,2.七 一ルロンダーネ山地の地学(1及 びll),3.昭 和基地周辺の地学,4.西 南極の地学,5.ゴ ン
ドワナランドの地学の6セ ッションを設定 した。セールロンダーネ山地で31次 夏隊が行った隊運用ヘリコプターを
利用 しての地質調査による成果,昭 和基地周辺で発生する地震の観測や長期に亘る潮汐観測の成果,し らせによる
南大洋の地磁気測定結果など,多 くの注目される発表があった。講演数35,参 加人員79名 であった。
第13回 極域生物 シンポ ジウム
平成2年12月5日(水)～6日(木)
従来3日 かげて全ての発表を口頭で実施 してきたが,本 年度は海と陸であるテーマのもとに実質的な討論を行い,
一般の発表は全てポスターによる形成で実施 した。海洋生物関係では 「海氷域の生物過程」のもとに7題 の発表 と
討論,陸 上生物関係では 「湖沼の環境と生物」のもとに5題 の発表と討論を行った。一方ポスターによる発表は海
洋生物関係36篇,陸 上生物関係17篇,合 計53篇 が2日 に分けて発表された。ポスターによる発表 もただ展示してお
くというものでなく,そ れぞれの専門分野毎に分け,各 題に10分間の発表時間が与えられた。従って従来の口頭発
表を専門分野毎に同時進行する形で実施され,当 初予想 したより好評を得た。
第14回 極域 における電離 圏 ・磁気圏総合観測 シンポ ジウム
平成3年1月22日(火)～23日(水)
本年度のシンポジウムには口頭発表42件,ポ スター発表27件 の講演発表があ り,約90名 が参加した。特にC.S.






研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
南極周回気球観測とデータ収録システムの研究小集会 藤 井 良 一 平成3年3月18日
大磁気嵐中の高緯度オーロラと低緯度オーロラの比較研究に関する研究小集会 宮 岡 宏 平成3年3月19日
極域におけるEXOS-Dと 地上 との同時観測に関する研究小集会 江 尻 全 機 平成3年1月24日
オーロラ降下粒子の共役性に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成3年3月20日
極域における大気化学研究の現状と将来計画に関する研究小集会 山 内 恭 平成2年4月16日
極域氷床 ・氷河コアの対比による地球規模気候変動に関する研究小集会 藤 井 理 行 平成2年11月6日
氷床変動 ・海面変動のリモー トセンシングに関する研究小集会 西 尾 文 彦 平成3年1月23日
ドーム域における氷床雪氷研究計画に関する研究小集会 渡 辺 興 亜 平成2年12月17日
昭和基地周辺地域の地質学の統括と今後の問題点に関する研究小集会 本 吉 洋 一 平成2年4月16日
南極域古地磁気学研究に関する研究小集会 船 木 實 平成3年1月23日
南極および北極域における氷河 ・周氷河地形の比較研究に関する研究小集会 森 脇 喜 一 平成3年1月28日
氷床上におけるペネトレーターテレメトリーに関する研究小集会 渋 谷 和 雄 平成3年3月22日
極域生態系の長期モニタリングに関する研究小集会 神 田 啓 史 平成2年10月26日
海氷圏生物総合研究に関する研究小集会 福 地 光 男 平成3年1月29日
極地における医学研究に関する研究小集会 福 地 光 男 平成2年8月23日
北極海およびその隣接海域での生物研究のレビューに関する研究小集会 福 地 光 男 平成2年8月29日
多目的衛星データ受信システム利用に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成3年1月21日
北極圏観測に関する研究小集会 渡 辺 興 亜 平成3年3月8日
3.観 測研究小集会
観測研究小集会は、共同研究の制度の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
○第32次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会
(南極気候変動観測) 江 尻 全 機 平成2年8月30日
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4.研 究談話会






University　 of　 New　 York.
The　 Global　 Global　 change　 Records　 as
Ohserved　 in　 Ice　 Cores
4.ll 谷 村 篤 極海域における 「かいあし類」
5.14 庄 子 仁 富山大学助教授 ・国立
極地研究所客員助教授
氷コア解析 一日本と世界一






Arctic　 Science　 Programs　 of　 US　 and　 Nansen
Arctic　 Ocean　 Drillings(NAD)
6.13 江 尻 全 機 第30次 隊越冬報告 一昭和基地一
〃 大 山 佳 邦 長城基地調査報告
6.19 召 田 成 美 気象庁 あすか基地の生活
7.4 藤 井 良 一 第32次Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 計 画
〃 神 沢 博 南極オゾンホール:理 解の現状
7.11 門 倉 昭 第30次Polar　 Patrol　 Bal!oon実 験 報 告
ク 小 島 秀 康 炭素質除石の形成史について
7.25 藤 井 理 行 氷床深層 ドリルの開発





Growth　 of　 Greenland　 Ice　 Sheet
9.26 小 野 延 雄 気候にかかわる海氷研究の現況
10.ll 坂 翁 介 九州大学助教授 ・国立
極地研究所客員助教授
第29次 隊で開発 した地磁気無人観測機
10.24 福 田 弘 巳 北海道大学助教授 ・国立
極地研究所客員助教授
気候の寒冷化に伴うハナバチ類の生態的適応
,, 大 谷 修 司 南極の陸生藻類について





コペ ンハーゲン大学助教授 GRIP　 (Greenland　 Ice　 core






Use　 of　 Glacier　 Records　 for　 Estimate　 of　 Flux
of　 Pollutants　 into　 the　 Global　 Atmosphere
12.12 D.L.Garrisonカリフォルニア大学サンタク
ス分校海洋研究所研究員
Studies　 of　 Sea　 Ice　 Biota　 in　 Antarctic　 Pack
Ice
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12.19 小 川 忠 彦 通信総合研究所
・国立極地研究所客員教授
レー ダー に よ る極 域 電 離 圏 の リモ ー トセ ンシ ン グ
り 森 脇 喜 一 スバルバールの周氷河地形
平 成3年







1.　Modeling　 of　 the　 ozone　 hole　 and　 the　 global
importance　 of　 heterogeneous　 chθmisry
2.　Natural　 and　 Anthropogenic　Perturbations
　 　of　 the　 rnidd!e　 atrnosphere
2.15 Mr.Wil!
Steger
(Polar　 Explorer) Arctic　 Project　 l994
'
2.20 吉 田 栄 夫 南極の資源 ・環境問題 と南極条約
一とくに包括的環境保護措置をめぐる協議の行方一







1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
(1)生 物系資料部門
南北両極域より得られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物
資料室に収納されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」として出版 されている(昭 和61年
3月 発行)。
1.植 物
極地より得 られた顕花植物,隠 花植物の各標本の収納点数を別表に分類別,地 域別にまとめた。その他,オ ー
ス トラリア,ア ルゼンチン,南 ア,モ ーリシャス,シ ンガポール,イ ギリス,フ ランス,東 欧などの温帯域から
も比較のため採集及び交換などで収集 しており,蘇 苔類を主に合計26,000点 の標本が収納されている。
現在,蘇 苔類の標本データは国立極地研究所のコンピュータによるデータバンクに蓄積されている。内外の利
用者のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本リスト,ラ ベルの打ち出
し,さ らに分布図の作成などの利用システムが出来ている。その他に写真,図 解入 りのハ ンドブックとして 「昭
和基地周辺の蘇苔類」が出版され(昭 和62年3月 発行),南 極 ・亜南極の蘇苔類データカタログ　(Catalog　 of
moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and　adjacent　regions)が 出版 された(昭 和62年10月 発行)。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウ ス ジ ョー ジ ア





南 アムステルダム島 5 50
セ ン トポ ー ル 島 30 、
極
ク ロ ゼ島




西 シ グ ニ ー 島 20 20
南
キ ング ジ ョー ジ 島




極 南極半島 10 231 50 50
東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200
マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地 100 30
南 ケ ー シ ー基 地' 280 200 50
デービス基地 60 30
極 マ クマ ー ド基 地 100 10 30
カナダ 115 800 30
北 ア ラ ス カ 79 1350 50




域 ブ イ ンラ ン ド 100
スバ ルバ ー ル 80
チ リ 835
そ ニ ユ ー ジ ラ ン ド 368
の 日本 ・欧 州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100
他 ネパ ー ル 42
その他 1 100




1)剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ 剥製 親 2
〃 〃 仔 1
,, ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダ ラ フル マ カモ メ 剥 製 4
ア シナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミ ツバ メ 〃 1
オオ トウゾ ク カモ メ 〃 5
ア デ リー ペ ンギ ン 剥製 親 5
〃 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ トデ 類 36 線形動物 3
ク モ ヒ トデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモ ム シ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ類 3 腔腸動物
触手動物 ヒドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サ ン ゴ 類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4




ふ じ・しらせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集された植物プランクトン,同 定用ホルマリ
ン固定海水標本,冬 期サロマ湖から得 られた同標本は次表に示された。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふじ航路上 ・表面海水 149
19 ク 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 rl　 lt 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 〃 456
27 〃 〃 420
28 〃 〃 186
29 〃 〃 180
30 Vl　 tt 90
1978年 サロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3708
その他に,ふ じ,し らせ船上より各種プランクトンネット採集で得られた動物プランクトン標本は次表 に示 さ
れた。
隊次 ノル パ ック ネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚ネット LHPR採 集器ジェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 ll 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 llO ll 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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3.標 本貸出 ・受入状況
1)富 山市科学文化センター(南 部久男)へ 南極動物標本19点,植 物標本7点 を展示用 として貸出す(平 成2年
7月11日)
2)川 本町教育委員会(佐 々木 洋)へ 南極産動物標本3点 展示用 として貸出す(8月22日)
3)ア ラスカポイントパロー,フ ェアバンクスより採集した蘇苔類1200点,顕 花植物79点 を受け入れる(神 田啓
史採集8月23日)
4)大 船渡市(白 木沢桂)へ 南極産動物標本3点 展示用として貸出す(8月30日)
5)カ ンボジアより採集した蘇苔類 ・地衣類標本を比較標本として受け入れる(佐 々木睦採集,　ll月29日)
6)広 島大学理学部(岡 本達哉)へ 南極産地衣類標本を35点 を貸出す(ll月29日)
7)学 習研究社(湯 本博文)ヘ コウティペンギンの卵 を貸出す(平 成3年3月14日)
8)秋 田県立博物館(佐 藤 厳)へ 南極陸上動物標本2点 を貸出す(3月29日)
(2)非 生 物 系 資 料 部 門
当部門は極域あるいは極域に関連する地域の物理資料,岩 石資料それに一般資料の収集,整 理,保 管 とその利用
に関する業務を担っている。
物理資料庫に関 しては,昭 和基地で定常的に観測されている地震のデータを保管する一方,前 年度に引き続き七一
ルロンダーネ地域のランドサット,ス ポット衛星データの購入を進めた。また昭和基地で観測 された気象のデータ
の磁気テープの整理保管も行った。
岩石資料庫に関 しては,前 年度に引き続きリュツオ ・ホルム湾から採集された岩石の整理保管を行っている。七一
ルロンダーネ山地から採集された岩石の整理については,エ レコンパックに収納,整 理保管を進めている。
(3)陽 石 資 料 部 門
当部門は,現 在およそ8500個 の南極限石を保有 してお り,こ れらの初期処理,同 定 ・分類を継続して実施 してい
る。今年度分類された限石の中からは,や まと陽石から初めてオーブライト(エ ンスタタイトコンドライト)が 分
類された。また,今 年度申請のあったNo.677～No.701の 南極明石研究計画のうち,第19回 南極限石研究委員会に
おいて採択された22件 の研究計画に対 して明石の配分を行った。配分 した限石試料は146点 で,研 磨薄片　(PTS)
54枚 を貸 し出した。この他教育用薄片セット6組 を貸 し出 した。
配分を行った,研 究課題及び研究者を以下に示す。
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No Research　 Program PrincipallnveS-tigatOr
Co-lnvestigator
(*大 学 院 生)
677南極産エコンドライ トの年代学的研究及び希土類元素 高橋和也 増田彰正
による化学的研究
678Chemical　 and　 petrologic　 properties　 of　 shock一J. Wasson A.Rubin,　 G.　 Kallemeyn
ed chondrites
679阻石中に含まれるC,P及 びS化 合物 中の希元素及び本田雅健 永井尚生,米 田成一
同位体の測定
680低変成度 コンドライト中の不透明鉱物の存在状態 に関する研究 松枝大治 由井俊三
681鉄陽石に見られる疑離溶組織と成因 由井俊三 松枝大治
682Cosmogenic　 radionuclide　 deterrnination　 byD.　 Elmore Rburns,　 R.Dodd
AMS and　 other　 studies　 of　 Yamato　 L6　 chondri M.Lipschutz,　 D.Sears
tes L.Schultz
M.　 Lipschutz M.Zolensky
683Volatile　 trace　 element　 contents　 of　 carbon-rich
meteorites
P.　 Pellas F.Podosek,　 R.Wieler




武田 弘 森 寛志,*山 口 亮
687南極産エコンドライト限石の鉱物学結晶学岩石学化学 *斎 藤 潤,*佐 藤晴彦
的研究(継 続) *佐 伯和人,池 田幸雄
岡田昭彦 高橋和也
688エ ンス タタイ ト ・エ イ コ ン ドラ イ トの起 源 に関す る研 究
E.　 Scott H.Newsom
689Petrology　 and　 analysis　 of　 pallasites
増田彰正 *鍵 裕之,高 橋和也
691惑星進化における炭素質物質の構造化学的挙動 清水洋
P.　 Warren G.Kallemeyn
693Geochemical　 studies　 of　 Antarctic　 achondrites
長尾敬介 尾形亜津美,*中 村弥生





696南極 産CO,　 CV炭 素 質 コ ン ドラ イ トの マ ト リ ッ ク ス
の鉱物岩石学的研究
池田幸雄 M.Prinz
697B-7904及 びV-86720中 の コ ン ド リ ュ ー ル の 酸 素 同 位
体の研究
D.　 Sears D.Batchelor
698Study　 of　 the　 metamorphic,　 Shock　 and　 breccia一
tion　 history　 of　 eucrite-association　and　 lunar
meteorites　 by　 thermoluminescence　methods
木村眞 池田幸雄
699炭素質 コンドライトのCAIの 鉱物組成 ・化学組成の比較研究
C.　 Koeber1 G.Kurat
700Geochernistry　 and　 petrology　 of　lunar　 meteorite
Y-793274
池田幸雄
701南極 産 炭 素 質 コ ン ドラ イ ト ・コ ン ソー テ ィア ム の メ ン
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(4)オ ーロラ資料部門
当部門が担う主たる業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集とその統一的整理 ・保管,な らびに収集さ
れた資料を共同利用に供することである。さらに収集資料の至便な検索システムや解析システムの開発研究を行 う
と共に国際学術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センタ 　ー(WDC-C2　 for　Auroral)　 の運営業
務をも担う。






試料の解析およびその基礎研究としては,氷 床コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存による密度,組 織,同 位体
組成などの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの研究を行っている。
試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されている。
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路をはさんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,陽 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどの氷床掘削コアがコアケースのまま
収納されている。収容能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床930m相 当である。
本年度は30次隊持ち帰 りのあすか100mコ ア試料,ナ ンセン氷床裸氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理
されたのち,共 同利用研究試料として共同研究者に配布された。
2.研 究 施 設 ・設 備 の共 同利 用
(1)北 極圏環境研究センター
北極圏環境研究センターは,北 極圏における大気環境変動や海洋環境変動等に関する研究観測 を行 うとともに,
北極研究に関する情報の提供,助 言を行うことを目的として,平 成2年6月 に設置された。センターでは,高 温高
塩分の大西洋水が北極海に流入する唯一の海域に近い,ス ーバルバル諸島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北
緯79°,東 経12°)に,ノ ルウェー極地研究所の協力を得て観測拠点を設け,現 地観測を行う準備を開始 した。当
面の研究課題 として,ポ リニや海域の総合的研究,ス バルバル諸島及びその周辺海域の環境研究,北 極気候の変動
の研究などを掲げ,こ れらの研究を通して地球規模の気候変動や環境変化の実態 とそのメカニズムを,極 域の視点
から解明することを目指 している。一方,1991年8月 に発足し,1992年 にわが国も加盟 した 「国際北極科学委員会
(IASC)　 」の活動に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェクトの立案などにも参画する。 また,北 極圏
環境研究に関する文献,資 料および情報の収集を行い,共 同研究者の利用に供する。
(2)情 報科 学セ ンター
平成2年 度に新設された情報科学センターは,南 極昭和基地の大型設備 「多目的衛星データ受信システム」の維
持,運 用,管 理を行 うと共に,衛 星から得 られた膨大なデータを処理,解 析 し,又,そ の専用解析電算機システム
の開発研究を行った。
極域超高層探査衛星EXOS-D　 (あけぼの)は,1820パ スにも及ぶ受信を行い,宇 宙科学研究所のSIRIUS　 (衛星
データベース)に 登録 された。2年 度に渡るEXOS-D衛 星受信データ処理装置の開発の初年度分として,1次 デー
タベースと2次 処理の開発が終わり,順 次,　SIRIUSか ら当センターへのデータ移管をする事が出来るようになっ
た。衛星運用に必要なデータ通信は,南 極昭和基地と当センターと宇宙科学研究所を結ぶ計算機ネットワークを衛
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星回線で構築 して行っている。海洋観測衛星MOS-1及 びMOS-lbは,250パ スに及ぶ受信を行った。 これらデータ
のクイックルック(カ タログ)の 作成 と1次 処理を始めると共に,MOS-1衛 星画像表示処理装置の開発研究を行っ
た。欧州 リモー トセンシング衛星ERS-1及 び地球資源衛星JERS-1に ついては,そ の受信に必要 な受信機の改善
を行い,試 験をして昭和基地に持ち込んだ。また,将 来構想 としての超長基線電波干渉計及び電波望遠鏡の可能性
の検討 とその基本設計をした。
衛星データに加え,極 域観測で得られた膨大なデータは,M-680Dホ スト計算機と各種汎用入出力装置か ら構成
される主たるシステム及び高性能小型計算機システム ・高分解能カラー画像処理システム等を用いて処理 される。
計算機通信環境 としては,ホ ス ト計算機を中心 としたイーサネットによる所内ローカルエ リアネットワーク　(LA
N),学 術情報ネットワーク,　STEPネ ットワーク,極 地研一宇宙科学研究所 リモー トジョブ専用回線,及 び衛
星リンクシステムを構築 した。それらの維持,運 用,管 理のため,常 に最新の情報技術の調査研究及びセンター固
有のソフ トウェアの開発研究を行っている。データベースとしては,上 記衛星データに加え,気 象,重 力,海 洋,
地質,限 石,生 物のデータ,気 象衛星(NOAA)画 像データ,極 地関連の文献情報,南 極/北 極地域の地図デー
タが構築されている。此れらの計算機環境はハー ドウェアとソフ トウェア共に,所 内研究者 と全国の共同利用研究
者の利用に供 しており,年 間の主システム稼働時間は,1884時 間(CPU比 率40%)で あった。
(3)オ ー ロラ世界 資料 セ ンター
オー ロ ラ世 界資 料 セ ン ター　(WDC-C2forAurora)は,資料 系 オ ー ロ ラ資 料 部 門 が管 理 ・運 営 し,管 理 資 料 棟
5階 に床 面積 約84㎡ の 資料 保 管 庫 兼 閲 覧室 を有 して い る。 当 セ ン ター に保 管 され る資 料 は,　WDCパ ネ ル が 示 す 作
業 指 針 を基 本 と し,学 問 の進 展 に伴 う研 究者 の要 望 資 料 を も経 済 的物 理 的事 情 を勘 案 した上 で収 集 す る方 針 と して
い る。 資料 保 管庫 は 冷 暖 房 ・除 湿器 を備 え て い る と と もに,リ ー ダプ リ ン ター利 用 に よる簡 単 な 閲覧 と複 写 が 可 能
と な って い る 。 デ ー タ収納 能 力 は,35mmマ イ ク ロフ ィル ム約28,000本/100ft巻,計算 機 用 磁 気 テー プ約1,900本 、
マ イ ク ロ フ ィ シ ュ カー ド数1,000枚 で あ る。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京 都 大 学 理 学 部)と の 共 同 に よ る
AEデ ー タブ ック の 出版 も行 わ れ た。
本 年 度 まで に収 集 した デ ー タの概 数 を次 表 に示 す 。
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィ ルム 1970年 ～1989年 2,400巻/100ft
16mm全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム(一 部 編 集 不 能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft
35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィ ル ム 1970年 ～1989年 330巻/1,000ft
35mm全 天 カ メ ラ長 尺 保 存 フ ィ ルム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft
昭
和
地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 1959年 ～1989年 1,392巻
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録
1966年 ～1989年 200巻
地 地 磁 気3成 分35mmマ イ ク ロ フ ィル ム 1972年 ～1989年 42巻/100ft
資 同一ヒA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イル
料 絶対測定記録簿 1966年 ～1989年 3一 フ ァ イ ル
超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1990年 124巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル





35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1987年,1989年 171巻/100ft
料観 35mmオ リジ ナ ル フ ィル ム 1987年,1989年 43巻/400ft
測
DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1986年 1,999巻/100ft
Halley　 Bay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム {麟:麟} 237巻/100ft
Mawson基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム H雛 二}雛} 410巻/100ft
Casy基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
Maquarie島 基地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム {1雛 二雛} 722巻/100ft
Davis基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム {離:麟} 360巻/100ft
地 磁 気 マ イ クロ フ ィル ム(約55基 地) 1976年 ～1984年 525巻/100ft
地 磁 気 マ イ ク ロフ ィル ム(約5基 地) 1979年 ～1984年 約50枚
IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA　 &　 TIROS　 (粒子)　MT 1978年 ～1987年 404巻
DMSP　 (粒子)　MT 1979年 ～1989年 285巻
Data　 Book等(閲 覧用) 約350冊
理責日




全 天 カ メ ラ フ イ ル ム










間内(午 前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は,745人 であった。主な利用は,み ずほ700m氷 床コアと前進拠点
200m氷 床コアの処理作業,S25氷 床コアの解析作業,北 極スピッツベルゲンコアとグリーンランドコアの解析作
業,雪 氷コアの自動融解サンプリング装置の試作実験,氷 床コア中の二酸化炭素と一酸化炭素の抽出装置の実験,






























1.第31次 南 極 地 域 観 測 隊
(1)第31次 南極地域観測隊 の編成 及び観測項 目
人員55名(越 冬隊38名 ・夏隊17名)
越冬隊(昭 和基地30名 ・あすか観測拠点8名)
部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 越 冬 隊 長 内 藤 靖 彦 国立極地研究所研究系
副 隊 長 兼 越 冬 副 隊 長 白 石 和 行☆ 国立極地研究所研究系
定常観測 気 象 塚 村 浩 二 気象庁観測部南極観測事務室
岩 崎 明☆ 〃
上 林 正 幸 〃
森 本 正 夫 り
柴 田 誠 司 tt
電 離 層 大 高 一 弘 郵政省通信総合研究所電波部
地 球 物 理 長 坂 健 一 国立極地研究所事業部(茨 城大学大学院学生)
研究観測 宙 空 系 小 野 高 幸 国立極地研究所資料系
佐 藤 正 樹 郵政省通信総合研究所電波部
中 島 英 彰 東北大学理学部
川 原 昌 利☆ 郵政省通信総合研究所電波部
気 水 圏 系 滝 沢 隆 俊 北海道大学低温科学研究所
清 水 明 環境庁国立公害研究所
中 島 清 隆 上越教育大学学校教育学部
牛 尾 収 輝 国立極地研究所事業部(北 海道大学大学院学生)
生 物 ・医 学 系 綿 貫 豊 国立極地研究所研究系
設 営 機 械 真 清 田 七 雄 国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作所栗津工場)
原 達 夫☆ 国立極地研究所事業部(い すず自動車㈱)
幸 森 茂 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデイーゼル㈱)
清 水 敬 通商産業省工業技術院電子技術総合研究所
堀 辺 敏 男 国立極地研究所事業部(い すず自動車㈱)
大 塚 浩 士☆ 国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
通 信 吉 村 巳 紀 夫 国立極地研究所事業部(日 本電信電話㈱)
横 内 孝 史☆ 詫間電波工業高等専門学校
上 杉 一 秀 熊本電波工業高等専門学校
岡 真 二 海上保安庁警備救難部
調 理 内 田 広 美 海上保安庁警備救難部
徳 宿 浩 司 国立極地研究所事業部(㈱ 東條会館調理部)
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部 門 氏 名 所 属





































部 門 氏 名 所 属
副隊長兼夏隊長 佐 野 雅 史 国立極地研究所事業部
定常観測 海 洋 物 理 池 田 俊 一 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 小 嶋 哲 哉 〃
海 洋 生 物 今 野 敏 徳 東京水産大学水産学部
測 地 林 保 国土地理院測地部
研究観測 雪 氷 ・地 学 系 田 結 庄 良 昭 神戸大学教育学部
高 橋 裕 平 通商産業省工業技術院地質調査所
小 山 内 康 人 福岡教育大学教育学部
本 山 秀 明 国立極地研究所研究系
土 屋 範 芳 東北大学工学部
生 物 ・医 学 系 蛭 田 眞 一 北海道教育大学釧路分校
設 営 設 営 一 般 寺 井 啓 国立極地研究所研究系
池 上 宏 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
辻 敏 明 国立極地研究所事業部(中 日本航空㈱)
浦 谷 芳 国立極地研究所事業部(朝 日航洋㈱)
宇 野 哲 国立極地研究所事業部(朝 日航洋㈱)
外 内 博 国立極地研究所事業部
○同行者
氏 名 所 属
Hugo,Decleir,Dr ベ ル ギ ー王 国 、 ブ リ ュ ッセ ル 自 由大 学
Phi!ipe,Huybrechts lp　 tl
貢1ノオンカ康 中国科学院大気物理研究所
(ノエ ン ミ ンユ ア ン)





部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
電 離 層 ○電界強度測定 大 高 一 弘 通信総合研究所
海洋物理 ・化学 ○海洋物理観測 池 田 俊 一 海上保安庁
○海洋化学観測 小 嶋 哲 哉 〃
海 洋 生 物 ○海洋生物観測 今 野 敏 徳 国立極地研究所
測 地 ○基準点観測 林 保 国土地理院
〔研究観測〕
部 門 名 観測項目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者
雪氷 ・地 学 系 第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地域 の 雪氷 ・地学 研 田結庄 良 昭 吉 田 栄 夫
究計画 高 橋 裕 平
○セールロンダーネ山地地学調査 小山内 康 人





気 水 圏 系 ○大気,雪 氷,海 の相互作用の観測 滝 沢 隆 俊 川 口 貞 男
●海氷観測 清 水 明
●氷床流動調査 中 川 清 隆
○南極域における気候変動に関する総合研究 牛 尾 収 輝
●大気中微量成分観測 本 山 秀 明
生 物 ・医学 系 ○昭和基地周辺の環境モニタリング 蛭 田 眞 一 内 藤 靖 彦






部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担当機関
極 光 ・夜 光 ○写真観測
○全天カメラによる観測
中 島 英 彰 国立極地研究所
地 磁 気 ○地磁気三成分及び同上基線値決定のための絶対
値測定
中 島 英 彰 国立極地研究所




大 高 一 弘 通信総合研究所
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塚 村 浩 二
岩 崎 明
上 林 正 幸
森 本 正 夫
柴 田 誠 司
気象庁
潮 汐 ○潮汐観測 長 坂 健 一 海上保安庁
地 震 ○自然地震観測 長 坂 健 一 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
宙 空 系 ○テレメ トリーによる人工衛星観測 小 野 高 幸 平 沢 威 男
●人工衛星(EXOS-D)観 測 佐 藤 正 樹
○極域擾乱と磁気圏構造の総合観測 中 島 英 彰
●超高層現象のモニタリング 川 原 昌 利
○観測点群による超高層観測
●多点無人観測
気 水 圏 系 ○大気,雪 氷,海 の相互作用の観測 滝 沢 隆 俊 川 口 貞 男
○極域大気循環に関する総合研究観測 清 水 明
○南極域における気候変動に関する総合研究計画 中 川 清 隆
●無人気象観測 牛 尾 収 輝
●海氷観測
● 人工 衛 星(NOAA,MOS-1)観 測
●大気微量成分観測
生物 ・医学 系 ○昭和基地周辺の環境モニタリング 綿 貫 豊 内 藤 靖 彦











〔参加者〕内藤靖彦隊長,白 石和行副隊長 ・佐野雅史副隊長,隊 員候補者43名,関 係者14名,計60名
第31次 南極地域観測隊員夏期訓練
〔目 的〕第31次南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の
知識や技術を習得 させると共に,団 体生活をとおして隊員の相互理解を深めるために実施 した。
〔期 間〕平成元年6月22日 ～6月26日
〔場 所〕文部省菅平高原体育研究場を中心 とする菅平高原一帯
〔参加者〕内藤靖彦隊長,白 石和行副隊長 ・佐野雅史副隊長,隊 員48名,関 係者19名,計70名
第31次 南極地域観測隊部門別訓練
観測隊部門別訓練は南極地域において,必 要な機器の取 り扱いや保守訓練,オ ペレーションを円滑に進めるため




第31次 南極地域観測隊内藤靖彦以下55名(内,昭 和基地越冬 内藤越冬隊長以下30名,あ すか観測拠点越冬
白石越冬副隊長以下8名,夏 隊 佐野夏隊長以下17名)は 中国の交換科学者2名 と共に 「しらせ」に乗船 し,平
成元年ll月14日 東京港を出港 した。船上観測を実施 しつつ,オ ーストラリア ・フリーマントル港に寄港,ベ ルギー
の交換科学者2名 が乗船,オ ース トラリア気象局依頼の海洋観測ブイ2基 を搭載 した。
南緯55度 を12月8日 に通過 し,15日 氷海に進入 し,17日 ブライド湾に到着 した。ブライド湾では12月19日 から
30日 の間に8名 の 「あすか」越冬隊員 と9名(内 ベルギー交換科学者2名)の 七一ルロンダーネ山地調査隊,1
75ト ンの物資,山 地調査用ヘリコプター2機 と運航隊員5名 をあすか観測拠点に輸送 した。併行 してLO地 点で
雪上車3台 の組立を行った。
12月30日 ブライ ド湾を後にした 「しらせ」は,リ ュツオ ・ホルム湾の例年になく厳 しい氷状に1900回 におよぶ
チャージング航行を行い,1月14日 昭和基地に接岸 した。直ちにパイプによる貨油輸送を開始,雪 上車による氷
上輸送,ヘ リコプターによる空輸により22日 までに624ト ンの物資の輸送を行った。
昭和基地における夏期建設作業は1月7日 から開始 し,200Kl貯 油 タンク他の建設 を行 ったが,作 業期間が
短縮したことにより若干の作業を越冬期間に残 した。併行 してラングホブデにおける生物調査,み ずほ旅行等の
野外調査を実施 した。
2月1日 第30越 冬隊員を収容 し,昭 和基地を離岸,7日 ブライ ド湾に到着,7日 から9日 にかけ海洋観測用定
置係留系の設置,山 地調査隊,調 査用ヘリコプターの収容 を行った。海底地形調査は調査域が密群氷の為中止 し
た。
2月9日 ブライド湾を離れ,12日 アムンゼン湾到着,12日 から19日 にかけ湾南部露岩の地学 ・生物調査を行 う
とともに,今 後の調査にそなえアムンゼン湾,ケ ーシー湾沿岸のヘリコプターによる偵察を行った。
2月24日 氷海を離れた 「しらせ」は1日1回 の停船海洋観測を行いつつ東航し,3月16日 南緯55度 を通過,21日
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オー ス トラ リア ・シ ドニ ー港 に入 港 した。 シ ドニ ー か ら は30次 越 冬 隊 員 と共 に,空 路 で 平 成2年3月28日 成 田 に
帰 着,31次 隊夏 期 行 動 を終 了 した。
2.ブ ライ ド湾及びセールロンダーネ地域のオペ レーション
今次の特記事項 としては,観 測隊運航のヘ リコプターによる七一ルロンダーネ山地調査 とLO点 における中型
雪上車の組立であった。
(1)輸 送
12月17日 夜ブライ ド湾に到着,19日 「あすか」直行便と30マ イル準備空輸を行った後,30日 までに175ト ン
の輸送を行った。この内45ト ンは山地調査とヘリコプター関係物資,24ト ンはLO点 に送られた雪上車分解品
である。30マ イルから 「あすか」への雪上輸送は12月20日 から30日 にかけて,延 べ雪上車27台,権75台 を使用
して行った。
(2)雪 上車組立
LO点 に分解 して空輸された中型雪上車SM50,3台 の組立を12月20日 か ら25日 にかけて行い,完 成後は
「あすか」への雪上輸送に使用 した。
(3)観 測隊ヘ リコプターの運航
小型ヘリコプター(AS350)2機 を分離 し,「 しらせ」露天甲板に搭載し,氷 海進入時に組立を開始,12月2
0日飛行甲板から発進,「 あすか」に移動した。2月8日 「しらせ」に帰着するまでに2機 合計151.5時 間飛
行 し,山 地調査支援には1月1日 から31日の間従事,山 地のほぼ全域の77地 点に着地した。
(4)七 一ルロンダーネ地域の夏期調査
12月25日 から1月31日 にかけて6名 が山地露岩域の地質,測 地,生 物調査を行った。1月 中の調査は全てヘ
リコプターの支援を受けた。
地質:ヘ リコプター導入により機動力が格段 に向上し,広 範囲を調査でき,山 地全域の地質の概要が明らかに
なった。試料約1.8ト ンを採取 した。
測地:　 GPSに よる基準点測量11ケ 所,重 力測定13ケ 所,地 磁気測量5ケ 所を実施 した。
生物:山 地北部を中心に東西に亘る広範囲で土壌動物,植 物の調査 ・採集を行った。
12月20日 から1月28日 にかけて七一ルロンダーネ地域の気候変動に関する研究として2名(内1名30次 隊
員)が 山地北部で調査を行った。この調査にはベルギー交換科学者2名 が同行 し,氷 河流動の調査も共同で行っ
た。
無人気象観測:LO,30マ イル地点,L85の 観測装置のデーター回収,保 守整備。
液封掘削試験:ジ ェニングス氷河上で3種 類の ドリルの試験を行い,深 層掘削のデーターを取得 し,コ アを採
取 した。
(5)定 置係留系の設置
2月7日,海 氷一大気相互作用の観測として,「 しらせ」船上からブライ ド湾に海洋観測用定置係留ブイを
設定した。1年 間のデーターを自記記録し,32次 隊で回収する。
3.昭 和 基 地 オペ レー シ ョ ン
リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 へ の 進 入 時 の 氷 状 は近 年 に な く厳 し く 「し らせ」 は ハ ンモ ッ ク帯 に6日 間,定 着 氷 に6日 間
の砕 氷 航 行 を行 い,1月14日 に昭 和 基 地 に接 岸 した 。 この 為 夏期 作 業 期 間 が 短 くな り,越 冬 期 間 に 引継 が れ る作
業 が 残 っ た。
(1)輸 送
1月7日 に第1便 を送 った 後,9日 か ら砕氷 航 行 を 行 い つ つ 空輸 を実 施,14日 に接 岸 し た後 は420Klの 貸
油 の パ イ プ輸 送,75ト ンの 大 型 物 資 の 氷 一ヒ輸 送 をた だ ち に開 始 し,翌15日 に は 終 了,そ の後 は ヘ リ コプ ター に
よ る200ト ンの 空 輸 を22日 まで 行 い,総 量624ト ンの 物 資 の輸 送 を終 了 した 。
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(2)夏 期作業
1月7日 から1月31日 の間の作業により,200Kl貯 油 タンク,ヘ リポー ト待機小舎(3.6×9m),気象
棟～電離層棟間の配線 ラック,ご み焼却炉,気 象棟塗装等の工事を行った。作業期間が短縮されたことにより,
地学棟,第10居 住棟の塗装工事の一部を越冬隊に残 した。
航空機はセスナ機 を搬入し,慣 熟フライトを実施,ピ ラタス1号 機を持ち帰 りの為 「しらせ」に積載 した。
(3)野 外観測
(a)ラ ングホブデペンギン調査
1月7日 から2月1日 の間,ラ ングホブデ袋浦においてアデリーペンギンの生態調査を行った。
(b)み ずほ旅行
1月ll日 から20日の問,み ずほ旅行を行い,雪 尺測定,Hl80宙 空無人観測テスト機設置を行い,み ずほ基地で
は無人気象観測装置の点†剣呆守を行った。
(c)パ ッダ沖海洋 ・気象観測点の設置






故障 した験潮センサーの代替として,新 たに西の浦験潮所付近の水深約15mの 地点に設置 した。
4.ア ムンゼン湾露岩調査
2月12日 から19日にかけて,ア ムンゼン湾南部露岩(パ ドー[1」,トナー島)の 地学 ・生物調査を行った。また
今後の調査の資料とするためアムンゼン湾,ケ ーシー湾の偵察飛行を行い,沿 岸露岩の斜写真の撮影と7ケ 所の
着陸可能地点を選定 した。
地質:地 球一ヒ最古の岩石が分布する地域であり,約1ト ンの貴 重な試料を採取 した。
測地:パ ド一山においてGPSに よる基準点測量を行った。
生物:土 壌動物相,植 物相,海 岸生物の調査採集を行った。
5.舟合一ヒ養見損ll
(1)海 洋物理 ・化学 ・生物観測
XBT121点,表 面採水154点,CTD25点,海 洋汚染調査用試水採取19点,ナ ンセン各層観測17点,ア ルゴ





船上地磁気三成分測定を行い,キ ャリブレーションの為,8の 字航走を4回 実施 した。
剛 大気微量成分観測
大気及び海水中のCO2濃 度,オ ゾン濃度,大 気エアゾル濃度,大 気中のNOX濃 度,大 気中の一酸化炭素
濃度の観測及び非 メタン炭化水素類の分布測定の為のフラスコサンプリングを行った。
(5)オ ゾン観測
北緯20度 から南緯60度 まで14個 のオゾンゾンデを飛揚 した他,オ ゾン全量観測を実施 した。
(6)海 氷土或観測
海氷域の放射及び気温分布,ビ デオカメラによる海氷状況の観測,目 視による海氷観測を実施 した。
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(7)オ ース トラリアブイ
オーストラリア気象局から依頼を受けた海洋 ・気象観測ブイ2基 はllO度 線に沿った南緯45度5分,50度27
分にそれぞれ投入した。
越冬隊に よる観測
第31次 越冬隊,昭 和基地30名,あ すか観測拠点8名 は平成2年2月1日 から平成3年1月31日 及び平成元年12月




気象 ・電離層 ・地球物理観測合わせて12項 目,約30種 類の通年連続観測を実施 した。
(1)気 象観測
地上気象観測,高 層気象観測,オ ゾン全量観測,特 殊ゾンデ観測,日 射観測,そ の他約17種 類の観測をほとんど
欠測なく実施 した。このうち,オ ゾン観測の結果は国際的機関に常時報告され,南 極域からの数少ない資料 とし
て高い評価を得た。
(2>電 離層観測
電離層観測としてイオノゾンデ,オ ーロラレーダ,リ オメータ,電 界強度(オ メガ電波,　NNSS,　 GPS受 信)
観測を欠測なく実施 した。
また,　NNSS観 測では,あ すか拠点と2点 観測を行い電離層の面的観測に成功 した。
(3)地 球物理観測




第31次 越冬隊の主要な研究課題は,気 水圏系による 「南極域における気候変動に関する総合研究計画(5年 計画
4年 次)」 の課題である 「海氷一大気相互作用の研究」や多目的アンテナによるEXOS-D衛 星,　MOSI,　 MOS-1




多目的アンテナによるEXOS-D受 信では,全 パスの90%以 上(約1600パ ス)の データを受信 した。
② 極域擾乱と磁気圏構造の総合解析
超高層現象のモニタリング(地 磁気等5種 類の観測),電 離層構造の観測(VHFド ップラーレーダー等
4種 類の観測),オ ーロラ光学観測(フ ァブリペロー分光観測等3種 類の観測)を 行い,人 工衛星観測 との
同時観測や多用な観測を有機的に行い,超 高層現象に関するダイナミックな資料 を多数得ることに成功した。
③ 観測点群による超高層観測




リュツオ ・ホルム湾海洋観測(14点,秋,冬,春),無 人気象観測(2点,通 年),オ ングル海峡横断観
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測(4点,7回),ラ ングホブデ氷河口海洋観測(3点,9月,11月),航空機による定着氷縁でのAXB
T海 洋観測(19回)を 実施 した。 また,オ ングル海峡に人工プールを作 り,海 氷成長過程実験や熱収支観測
を通年にわたり行った。それぞれの観測で過去にない貴重な資料を多量に得ることに成功 した。
② 大気状態の年々変動の観測
大気微量成分観測(二 酸化炭素,メ タン,オ ゾン等IO種 類)通 年実施 し,貴 重な資料を得た。
③ 人工衛星観測









「ヒト」の寒冷環境への適応を研究するため,血 圧,心 電図の24時 間連続記録を行った。
3.内 陸旅行,海 氷旅行
宙空系,気 水圏系,生 物 ・医学系等の野外観測のため内陸及び海氷旅行を計画し,す べて問題なく実施 した。
4.航 空機の運用
観測,連 絡,偵 察等のフライトを当初330時 間計画 したが,天 候不良等による計画縮小のため実際の運用時間は
230時 間となった。 しか し,観 測のためのフライトは,ほ ぼ計画どお り実施した。
5基 地の整備 ・維持
老朽化 した建物の塗装 ・補修作業,観 測 ・設営機材の整備や資材の在庫管理等の作業を実施 した。安全管理の
ため電気配線,暖 房機,消 化器,火 災報知器等の整備 ・点検と消化訓練を年間とおして行った。また,廃 棄物を
管理 し,持 ち帰 りを実施 した。
「あすか観 測拠点」
1.気 象定常観測
第28次 隊から行われてきた研究観測に代わ り,従 来からの地上気象観測装置に日照観測装置を増設し,処 理装
置を昭和基地と同様の総合自動気象観測装置(AMOS)に 変更 して,平 成2年1月1日 から気象定常観測を開
始 した。各装置は年間を通 じて概ね順調に動作 した。観測 した気象資料報(SYNOP,　 CLIMAT)は,今 回新
たに設置 した気象衛星通報システム　(DCP)装 置により,西 ドイツのダルムシュタット地上局に通報した。また,
従来から行っていた昭和基地一モーソン基地経由でメルボルンの世界気象中枢に通報していた気象資料報は7月
2日 で廃止となったが,昭 和基地への通報は引続き行った。





第30次 隊に引続 き,全 天カメラによるオーロラ観測,フ ラックスゲート型及びインダクション型磁力計に
よる地磁気三成分の観測,30MHZリ オメーターによる天頂方向のCNAの 観測,固 定方位 フォトメータ観
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測を通年行った。一部の観測では,ノ イズによる障害があったが,概 ね良好な結果を得た。また,地 球磁場
の基本量の永年変化の観測を行うため,第28次 隊設置の観測点において地磁気の絶対観測を行った。越冬期
間中,地 磁気変化が静穏でかつ外作業が可能な機会が少なく,観 測回数は3回 であった。
②　NNSS衛 星受信観測
通信総合研究所と国立極地研究所との共同観測として,　NNSS衛 星テレメータ電波受信による電離層構造









36本雪尺測定,野 外気象観測,ル ー ト雪尺の測定,の ほか,当 初計画にはなかったが,10月 に30マ イル地
点の無人気象観測器の点検旅行を行った。 一
(3)地 学系
越冬期間中に,補 足的な地質調査と陽石探査を行った。52日 間を旅行にあてたが,天 候,移 動のロスのため





特に,寒 冷時の外作業また山地調査旅行中(登 山時も含)の24時 間を選んで測定した。また全隊員について定
期健康診断以外にも2～3か 月毎に採血 した。山地調査旅行の際は,そ の前後にも採血した。これらの試料に
ついて今後,各 種ホルモン,代 謝などの分析を行う。
(5)設 営工学観測
前次隊に引続 き,主 屋棟の流動測定,各 棟の相対的位置の変化と沈下量の測定,発 電棟の不同沈下の測量,
基地周辺の地形の測量U字 管による発電棟の壁画傾斜の測定,通 路棟の床レベル測定を行った。
このうち,主 屋棟の水平移動量として,1986年2月 以来51か 月で,北 東へ4.17m(0.98m/ry),ま た,主 屋
棟の垂直移動量 として,1985年1月 以来64か 月で,2.43m(0.46m/ry)の 値を得た。
3.設 営
越冬4年 目を迎え,基 地設備の充実や生活上のノウハウが蓄積されていたため,比 較的平穏な越冬生活を送る
ことが出来た。 しかし,年 間を通 じてブリザードの日数が多 く(全 年104日,年 平均風速12.5m/s),雪 による
出入口や屋外デポの埋没対策には苦慮 した。特に,出 入口の確保は火災防止 とともに安全確保のうえで,最 重要
課題であった。出入口は日常的な除雪を励行 し,火 災対策のために定期的に消化 ・避難訓練を行った。
基地設備では,冷 凍庫の故障が1回 生 じた以外は,重 要な不具合はなかった。 しかし,建 物の埋没による歪は
更に大きくなり,漏 水に悩 まされた。生活用水の確保については,造 水槽への自然流入やスノーロータリーの活
躍により問題なく,大 腸菌汚染も解決した。屋外デポはパイプデポ側,権 の上,露 岩上,雪 面下のピットを利用
し,雪 面へのじか置きは極力避けた。
4.調 査旅行
2月 からの越冬期間中に1泊 以上の旅行を12回行った。総野外行動 日数 としては,日 帰 りも含めると70日間で
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あった。このうち,七 一ルロンダーネ山地において,主 に地質 ・陽石調査 と医学実験を目的としたものは延べ52
日,医 学実験のみを目的としてもの7日,そ のほかはルー ト整備(雪 尺測定),30マ イル地点への旅行であった。
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谷村 篤(国 立極地研究所研究系 ・助手)
4.目 的
オ ー ス トラ リア南 極 観 測 隊(ANARE)に 参 加 し,南 極 観 測 船 「オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス」 に て ブ リ ッ ツ湾
に お け る動 物 プ ラ ン ク トンの摂 餌 生 態 学 的研 究 を実 施 す る。
5.調 査概要
南極海洋生物資源保存条約(CCAMLR)の モニタリング海域の一つであるブリッツ湾において,海 洋生物調
査を行った。特に,ナ ンキョクオキアミ　(Euphausia　 superba)と 餌をめぐって競合関係にあると予想 される
植食性の動物プランクトンの調査を行った。
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6.調 査 項 目
(1)ツ イ ン型MTDネ ッ トに よる プ ラ ンク トン採 集
ブ リ ッツ湾 の76°30'E線 上 の5観 測 点 に お い て,表 層 か ら1000m深 まで の6-11層 にお け る動 物 プ ラ ン ク ト
ンの各 層 採 集 を行 い75標 本 を得 た。
(2)RMTネ ッ トに よる プ テ ン ク トン採 集
ブ リ ッツ湾 の62観 測 点 に お い て200m以 浅 の動 物 プ ラ ンク トンの採 集 を行 い63標 本 を得 た。
(3)動 物 プ ラ ンク トン飼 育 実 験
船 内 の実 験 室 に お い て,動 物 プ ラ ン ク トン数 種 の産 卵 お よ び醇 化 実 験 を行 っ た。
7.調 査 結 果
動 物 プ ラ ン ク トンの各 層 採 集 結 果 か ら,主 要 な植 食 性 の動 物 プ ラ ン ク ト ン種 で あ る　Calanus　 propinquus,
Calanoides　 acutus,　 Rhincalanus　 gigasお よびMetridia　 gerlachei　 は,こ の時 期200m以 浅 に 多 く分
布 し,ナ ンキ ョク オ キ ア ミの分 布 深 度 と重 な っ て い た。 ま た,上 記4種 の う ち,　C.　propinquus　 お よびR.　 g
ig-asの 産 卵 お よび艀 化 が認 め られ,こ の時 期 表 層 域 に お い て活 発 な再 生 産 が 行 わ れ て い る こ とが 示 唆 され た 。
今 後植 食性 の動 物 プ ラ ン ク トン種 の 胃 内容 物 を調 査 す る こ とに よっ て,夏 期 の ブ リ ッツ湾 に お け る これ らの 動 物
の 餌 環境 お よび ナ ンキ ョ クオ キ ア ミ との競 合 関係 を知 る こ とが で きる と考 え て い る。
(2)中 国 との共同観測



















大谷 修司(国 立極地研究所研究系 文部教官助手)
中坪 孝之(日 本学術振興会特別研究員 早稲田大学)
4.目 的:
キングジョージ島長城基地において,昭 和63年 度から3年 計画で日中共同観測 「大陸性南極 と海洋性南極にお
ける動植物相の比較研究」が行われている。最終年度にあたる平成2年 度は研究対象を淡水藻類と蘇苔類として,
平成2年11月21日 ～平成3年2月27日 の間,下 記の研究を行った。
5.調 査概要:
5.1淡 水藻類の分類学的研究
フィルデス半島周辺において,湖,沢,雪,蘇 類群落などより220点 の標本を採集 し,淡 水藻類の分類学的
研究を行い,藍 藻類31種 類,黄 金藻類3種 類,黄 緑藻類9種 類,珪 藻類13種 類,緑 藻類52種 類の計108種 類を




にて15℃ で培養を行い,　 llO株 を分離し日本へ持ち帰 った。
5.2氷 雪藻類の生態学的研究
氷雪藻類は昭和基地周辺と比較にならないほど豊富で,12月 下旬から1月 上旬にかけて,赤,オ レンジ,茶,
緑の氷雪藻類が数多 く観察された。これらの氷雪藻類の種類組成を調べるサンプリングのほか,現 存量,分 布
に及ぼす環境要因を調べるため,ク ロロフィル量と立地条件,雪 の栄養塩濃度(リ ン酸,ア ンモニウム,硝 酸)
,電 気伝導度,　pHな どを測定した。本研究は中国の生物担当隊員,陳 彼氏(中 国極地研究所)と の共同で行
い,陳 氏がクロロフィルの測定,大 谷が種類の同定,中 坪が栄養塩の測定 を主に担当した。その結果,　Uloth-
rixを優占種とする　Green　 Snoω はChtαmydomonαsを 優占種 とするRed　 Snowに くらべて,雪 の栄
養塩濃度が高い場所に出現することが明らかとなった。
5.3蘇 類の生理生態学的研究
蘇類Drepαnoctαdus　 は長城基地周辺で最 も優占している種類で,き わめて多様 な生育地に見いだされ
る。そこで生育地の環境条件が本種の生育に与える影響を調べるため,積 雪期間が違い,さ らに水分条件の異
なる場所に3つ の定点を設け,光 合成 ・呼吸活性を経時的に測定 した。同時に蘇類群落の微気象を把握するた
めに,気 温,光 合成有効放射,蘇 類群落温度を連続的に測定 した。光合成 ・呼吸活性の測定は,屋 外において
携帯用光合成測定装置と温度制御付同化箱を用いて行った。定点での結果を比較 したところ,積 雪期間が短 く
より湿った群落の方が純光合成速度が低 く,光 合成速度に対する暗呼吸の割合が高かった。また,20℃ では純
光合成速度の低下が認められた。このため,温 度が高 くなると正のカーボンバランスを維持できなくなること




群類群落の横断切片を作製 し,群 落構造の変遷を経時的に調査 した。ほとんどの場合,群 落内での種間の相対
的な優占度は長期間にわたって変化が認められなかった。 しか し,一 部の群落では,あ る種類が他の種類に被
圧され次第に相対的な優占度が減少 している場合や,完 全に他の種類に置き変わっている場合があった。この
ように複数の種類が混成 した蘇類群落の構造は,種 間競争によって経時的に変化 していくことは少なく,一 般
的に安定 していることが明らかとなった。
5.5土 壌 の セ ル ロ ー ス分 解 活 性 の研 究
土 壌 のセ ル ロ ー ス分 解 活 性 を調 査 す る ため1月 中 旬 よ り2月 中 旬 にか け てベ ンチ コー トシー トの埋 設 を行 っ
た。 蘇 類 ∠)repαnocladusの カー ペ ッ ト2地 点,　Usneα 群 落 近 傍,及 び 蘇 類 群 落 近 傍 の 土 壌 中 に そ れ ぞ れ
1地 点 の 計4地 点 を選 び,各 地 点 に シー トを5枚 つ つ5cmの 深 さ に埋 設 した 。 平 行 して,蘇 類 群 落 と土 壌 の
含 水 率,5cmの 深 さの 温 度 を測 定 した 。 ベ ンチ コー トシー トは 風 乾 して 日本 に持 ち帰 った 。 島 根 大 学 農 学 部
と共 同 で 分 析 を進 め て い る。
5.6試 料収集





昭和基地はリュツオ ・ホルム湾東岸の大陸氷緑から西に約4km離 れた東オングル島の上にあり,天 測点は69°
00'22"S,39°35'24"Eで標高は29.18mあ る。
○建築物
通路等を含む建物の総床面積は約4550㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケット関係棟4,
多目的衛星データ受信システム,倉 庫2棟 が,東 オングル島の岩盤の上に建てられている。他に,見 晴らし岩西側
に燃料貯蔵タンク,観 測棟東側と電離棟周辺には各種観測用のアンテナ群及びセンサー類があ り,基 地北側のアン
テナ島に送信棟及び送信アンテナ群がある。
○電 力
昭和基地電源としては,新 発電棟に200kVA(160kW)発 電機3台 が配備されてお り,通 常は200kVA発 電機1
基運転で全ての電力をまかなっているが,必 要に応 じて2基 並列運転も行っている。
○車両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプトラック等の装輪車があ り,冬 期作業用としてブルドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている。
また,小 型航空機(ピ ラタスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用 している。
○通 信
インマルサットが導入された現在では,定 期的に極地研究所との間でインマルサ ットFAXの 通信が行われ,文
章,図 面等の送受信が,ま た必要に応 じ,電 話やテレックス等 も使用できる。インサルマ ットの場合は通信衛星を
利用しているので電波伝播状態,ノ イズ等の問題はなく安定 した通信が確保できている。
電報については,1日1回 昭和基地時間で12:20か ら始まるNTT銚 子無線電報局 との通信で送受信される。
「なんきょくほんぶ」局(KDD経 由)と の電話定時通信 も毎月第2水 曜 日に文部省 との間で行われ,必 要に応 じ
極地研究所との模写通信(FAX)の 送受信が行 うことができる。 しかし,電 報及び,「 なんきょくほんぶ」局 との
通信は,短 波回線を利用しているため,電 離層の状態により左右 される。その他,モ ーソン基地 との気象電報等の
送受,共 同FAXニ ュースの受信が毎日行われている。なお,極 地研究所 との間でインマルサット回線を利用 した
静止画像伝送(SSTV)の 運用も行われている。
○医 療





















































































昭 和 基 地 建 物
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造




木 製 パ ネ ル
撞 球,バ ー














旧 電 離 棟
1966(7)
40.3 木製パネル




























木 製 パ ネ ル






旧 地 震 感 震 室
1967(8)









軽 量 鉄 骨,折 板




高 床,木 製 パ ネ ル




高 床,木 製 パ ネ ル
個 室10,ラ ウ ン ジ
レー ダーテ レ メー ター室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ トレー ダー,テ レ メー ター セ ン ター
コ ン トロー ル セ ン タ ー
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
組 立 調 整 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャ一
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建 物 名
建設年 (隊次) 構 造




鉄 骨,コ ン ク リー ト床,
ロ ケ ッ ト発 射
ター ン ター ブ ル,上 屋 な し










地 震 感 震 室 1970 (11)27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地下
長周期,短 周期地震計感震部










気 象 棟 1973 (14)100.8
高床,木 製パネル
気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ















ロ ケ ッ ト暖 房 室 1976 (17)4.8
高床,木 製パネル
ロケット保温槽用暖房機























夏 期 隊 員 宿 舎 1978.80(20,21)高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂
情 報 処 理 棟 1981 (18)93.6
高床,木 製パネル
電子計算機,標準時計,超高層物理観測装置
新 発 電 棟 1982.83(23,24)425.5
鉄 骨,鉄 板 パ ネ ル,木 製 パ ネ ル,
200KVA発 電 機3基,冷 蔵
2階 建
・冷 凍 庫 ,便 所,風 呂,暗 室,理 髪 室





























昭和 基 地 よ り約270㎞ の 内 陸 氷 床 上(70°41'53"S,44°19'54"E標高 約2,200m)に あ る こ の 基 地 は 第ll次
(昭和45年)に コ ル ゲ ー ト棟 を設 置 したの を初 め と して年 々 拡 充 され た が,27次 隊 で 閉 鎖 され28次 隊 か ら無 人 観 測
点 と して機 能 して い る。 毎 年,昭 和 基 地 か ら数 回 保 守 に出 か けて い る。'
○ 建 設 物
雪面 下 に コ ル ゲ ー ト棟,観 測 棟,居 住 棟,ポ ー レッ ク ス棟,超 高 層 観 測 室,医 療棟 の計6棟,延 床 面積106㎡ の 建
物 の他,ト レ ンチ を利 用 した発 電 機 室,ボ ー リ ン グ場,雪 洞 に よ る実験 室 が あ る。 また 地 上 に は,通 信 用 ア ンテ ナ,
30mの 気 象 タ ワ ー な どが 設 置 さ れて い る。
○ 電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電 機 を有 し,居 住 棟 と観 測 棟 の暖 房 と風 呂 は発 電 機 エ ン ジ ン の 冷
却 水 熱 を利 用 して行 え る よ う に な っ てお り,他 の 建 物 の 暖 房 は電 力 に よ るパ ネ ル ヒー ター が使 用 で き る。
みずほ基地平面図
















???? ? ??? 10.12kVA発 電 機
11.風 呂
12.コ ァ 置 場
13.ボ ー リン グ場
14.装 備 室
15.雪 氷 倉 庫
16.雪 氷 実験 室
17.リ オ メ ー タ ア ンテ ナ室
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5.あ すか観測拠点の施設概要
あ す か 観 測拠 点 は,ブ ラ イ ド湾 か ら約140㎞ ほ ど内 陸 に 入 った 氷床 上 の 基 地 で,第26次 観 測 隊 か ら建 設 が 始 ま り,




















[あ ζか観 則拠 点まて74K,T')
L10







































































わ一 ル。 ・9一 拳li膚 方向
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あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途





14.6 1986年(27次)で 移 設 。 倉 庫
主 屋 棟
1984(26)木製パネル
100.0 厨 房 ・食 堂 ・通 信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル
105.0 観測室 ・医療室 ・寝室
通 路








これらの資料整理は順調に進み,研 究発表は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,南 極資料,　JARE
Data　 Reports及 び関係学誌において行われている。
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常 ・気象 塚 村 浩 二
地上気象観測 現地 ・海面気圧 ・気温 1990.02.O!～ 日表,月 表,自 記記録紙 1年 分 気象庁
露 点 ・蒸 気 圧 ・風 向 ・ 1991.Ol.315イ ンチFD,　 月原 簿
風 速 ・全 天 日射 量 ・
日照 時 間 ・雲 ・視 程 ・
天気
高層気象観測 高度約25kmま での気圧1990.02.O!～ 観 測 記 録,月 表,8イ ンチ 1年 分
気 温 ・風 向 ・風 速 ・ 1991.01.31FD
一40℃ まで の 湿 度
オゾンゾンデ オゾン分圧 48回
輻射ゾンデ 上 ・下向き放射 10回
オゾン全量観測 オゾン全量値 1990.02.Ol～ 観測記録5イ ンチFD 224日
反転観測値 1991.O!.31 41回
(7月 除 く)
日射観測 直達日射 1990.02.01～ 観測記録,5イ ンチFD 1年 分
サ ン フ ォ ー ト メ ー タ 1991.01.31
(極夜期除)
その他の観測 ロボ ッ ト気 象 1990.02.01～ 観測記録 1年 分
海氷上雪尺 1991.Ol.31
定常 ・気象 大 高 一 弘
電離層垂直観測 イオ ノ グ ラム 1990.02.01～ 35mmフ ィル ム30mリ ー ル 52巻 郵政省
1991.01.31デ ィジ タ ル記 録 カ セ ッ トMT・ 37巻 通信総合
C-500H 研究所
リオ メー タ チャーチ記録 1990.02.Ol～ レク チ ホ リー38cm 3巻
1991.Ol.31 リオ メ ー タ20MHz,　 30MHz
45MHz地 磁気H成 分
短波電界強度測定 チ ャー チ記 録 1990.02.Ol～ レク チ ホ リー20cm 3巻
1991.Ol.31 J　JYIOMHz,　 8MHz
電 波 に よ るオ ー ロ 総合記録 1990.02.01～ レ クチ ホ リー38cm 3巻
ラ観測 1991.Ol.31 地磁気D,　H成 分
オメガ電波受信観 オ ー ロ ラ ・ レ ー ダ50MHz,
測 ll2MHz,リ オ メ ー タ30MHz
その他
レ クチ ホ リー20cm 3巻
地磁気H成 分





オ ー ロラ ・レー ダ50MHzRO
リオ メ ー ター30MHz,
オー ロ ラ ・レー ダ50MHz
打点記録E906ZNF 12巻
オ ー ロ ラ ・レー ダ50MHzR4
地磁気D成 分
オ ー ロ ラ ・レー ダ50MHzRO
オ ー ロ ラ ・レ ー ダll2MHzRO
地磁気H,　D成 分
定常 ・極光 ・夜光 中 島 英 影
全天カメラ写真観 全天カメラ写真 1990.03.09～ KIDAK,　 35mm,　 400ft25巻 国立
測 1990.10.10 4XISO=400 極地研究所
極光の形態と色彩 ス チ ー ル写 真 1990年6月 ～ 35mm,カ ラ ー ス ラ イ ド 839枚
の写真観測 1990年9月
定常 ・地磁気 中 島 英 影
地磁気3成 分連続 フ ラ ック スゲ ー ト 1990.02.01～ 3チ ャンネル打点記録 12冊 国立
観測 磁力計3成 分 1991.01.31 YEW,　 2.5cm/s 極地研究所
フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1990.02.O!～ 1チ ャンネル連続記録 24冊
磁力計H成 分 1991.Ol.31 YEW,　 5cm/s
フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1990.02.01～ 1チ ャンネル連続記録 24冊
磁力計D成 分 1991.O!.31 YEW,　 5cm/s
フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1990.02.Ol～ 1チ ャンネル連続記録 24冊
磁力計Z成分 1991.01.31 YEW,　 5cm/s
K－ 指数 1990.02.O!～ K－ 指数読み取 り簿 12枚
磁力計H成 分 1991.Ol.31
絶対値観測 絶対観測結果 1990年2月 ～ 絶対値観測野帳 9回 分
1991年1月
雪空 ・テレメトリーによる人工衛星受信観測 佐 藤 正 樹
EXOS-D衛 星S-bandア ンテ ナ 1990.02.Ol～ 2400ft/CCT 429巻 国立
受信観測 1991.Ol.31 1626パ ス分(6250bpi) 極地研究所
S-bandア ンテ ナ 1990.03.01～ 5イ ンチFD 11枚
追尾角度データ 1991.Ol.30
S-bandア ンテ ナ 1990.03.01～ 5イ ンチFD 1枚
レドーム内温度 1990.12.31
UHFデ ー タ 1990.02.09～ DAT 82巻
1990.09.29
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宙空 ・超高層モニタリング 中島英影 ・小野高幸
総合観測 相関記録 1990.02.Ol～
1991.Ol.31




ア ナ ロ グ記 録,磁 気 テ ー プ
R-950L,0.031PS
21巻










8チ ャ ン ネル ペ ン レ コー ダ 3巻
1990.04.15～
1990.12.27
アナ ロ グ記 録,磁 気 テ ー プ
R-950L,7CH,0.031PS
21巻
VLF広 帯域記録 8mmビ デ オ(ディジタルオー ディオ)186巻
宙空 ・オーロラ光学観測 小野高幸 ・中島英彰
フ ォ トメ ー タ
に よる観 測
掃 天 フ ォ トメ ー タ
固定3方 位 フォトメータ
多色 フ ォ トメー タ
1990.03.25～
1990.10.10
8チ ャ ンネ ル ・ペ ン レコー ダ
7CH多 色 フ ォ トメー タ
リオ メ ー タ
1冊 国立
極地研究所
8チ ャ ンネ ル ・ペ ン レコ ー ダ
掃 天 フ ォ トメ ー タ
(427nm,630nm,Hβ)
固定3方 位 フ ォー トメ ー タ
1冊
デ ィ ジ タル デ ー タ レ コー ダ
DR-200/2400FTCCT
(16チ ャ ン ネル)
48冊
テ レ ビ ・カ メ ラ
に よ る観 測
SIT-TV観 測 1990.03.25～
1990.10.10
8mmVTRに よ る連 続 記 録
(Hi-8フ ォー マ ッ ト)
167巻
光 ビデ オデ ィ ス ク に よる記 録
(10800画 像/枚,1画 像/秒)
33枚
分光画像観測 CCD-TV観 測 1990.04.02～
1990.10.10
ディジタル記録(PCMフ ォマーット)



















気水圏 ・人工衛星受信観測 中 川 清 隆
MOS衛 星受信観MESSR 1990.02.Ol～ アナログ磁気テープ 37巻 国立
測 1991.Ol.31 極地研究所
VTIR ネ ガ フ ィ ル ム 1年 分
MSR
受信ログ 1綴 り
NOAA衛 星受信HRPT 1990.02.01～ ア ナ ロ グ磁 気 テ ー プ 30巻
観測 1991.01.28
ディジタル磁気テープ 143巻
リバ ーサ ル フ ィル ム 1年 分
カ ラ ー ハ ー ドコ ピ ー
モ ノク ロハ ー ドコ ピー
受信ログ 1綴 り
気水圏 ・海水 滝沢 修,中 川清隆,牛 尾収輝
オングル海峡横断 CDT　 (4定 点)に よ1990年4,5,6 3.5イ ンチFD 2枚 国立
海洋観測 る温度 ・塩分鉛直分布 7,9,ll,12月 極地研究所
及び
各層観測(4定 点)に 1990年4,5,6 3.5イ ンチFD 2枚 北大低温研
よ る水 温 ・塩 分 ・容 存 7,9,ll,12月 観測野帳
酸素量 ・PH 1冊
リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム CTDに よ る 1990年4,5,8 3.5イ ンチFD 2枚 国立
湾海洋観測 温度 ・塩分の鉛直分布 9,10,11月 極地研究所
(14観測定点) 及び
北大低温研
各層観測による 1990年4,5,8 3.5イ ンチFD 2枚
水温 ・塩分 ・溶存酸素 9,10,ll月 観測野帳 2冊
量 ・PH
(14観測定点)
AXBT海 洋観測水 深460mま で の 1990年3,4,9 3.5イ ンチFD 1枚
水温鉛直分布 ll,12月 自記記録紙 16冊
海氷過程の通年観 オングル海峡定点での 1990.03.08～ 野帳 9冊 国立
測 氷厚 ・積雪 ・海水塩分 ll.20 極地研究所
オングル海峡定点での 1990.03.13～ 野帳 9冊
雪尺網測定結果 12.19
実験プールでの 1990.03.08～ 5イ ンチFD
氷温 ・水温 ・気温 12.10 4枚
(10分 毎)
定着水での 1990.04.15～ 5イ ンチFD
氷温 ・水温 12.10 4枚
(10分 毎)
定着氷下の水温 オングル海峡stn.　OSI,　 OS21990.09.13～ 3.5イ ンチFD 2枚 国立




ホフデ湾海洋観測 CTDに よる 1990年9月 3.5イ ンチFD 1枚 国立
水温 ・塩分鉛直分布 10月 極地研究所
(3観 測定点) 及び
北大低温研
各層観測による 1990年9月 3.5イ ンチFD 1枚
水温 ・塩分 ・溶存酸素 10月 観測野帳 1冊
量 ・PH
(3観 測定点)
水面下250mで の 1990.09.19～ 3.5イ ンチFD 1枚
流向 ・流速 !!.23
(stn.H2)
みず ほ ル ー ト 1990年10月 野帳 1冊 国立
雪尺測定 極地研究所
海水塩分鉛直分布 リ ュ ツ ォ ・ホ ルム 湾 野帳 1冊 国立
海 洋 観 測 点(Pl,P2, 極地研究所
Ll,L3,L4,0W3ρW5 及び
無人点) 北大低温研
オ ン グ ル海 峡(OS-3)
ホフデ湾
微気象観測 気象観測データ 1990.04.O!～ 3.5イ ンチFD 130枚 上越教育大学
1990.ll.30
気水圏 ・大気組成 清 水 明
大気中の二酸化 濃度記録 1990.02.01～ デ ィ ジ タル カセ ッ トテ ー プ 42本 東北大学




観測項目 資 料 名 採集期間 採集場所 資料の形態 数量 保管機関










stn.　 OS.3 lm∬ ガ ラ ス瓶 5本
リュ ツ ォ ・ホ ル ム









stn.P2,P4,!m∬ ガ ラ ス瓶 5本
ホフデ湾海洋観測 δ180採 水 1990年9,10月 stn.　 H2 10m4ガ ラ ス瓶 13本
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気水圏 ・大気組成 清 水 明
エアロゾルの観測 エアロゾル試料 1990.02.Ol～ 昭和基地 石英ガラス繊維ろ紙 1年 分 環境研究所
1991.Ol.31 カ セ ッ トホ ル ダ 15個
ガラス繊維ろ紙 2枚
テ フ ロ ンろ紙 12枚
大気精製 大気試料 1900.02.28～ 昭和基地 ガラス管 10本 東北大学
サ ン プ リ ン グ 05.30
大気の航空機鉛直 大気試料 1990.03.03～ リヅ)冴・ボ噂 空 550m4ガ ラ ス フ ラ ス コ78本
サ ン プ リ ン グ 12.20
大気地上 大気試料 1990.02.Ol～ 昭和基地 ガ ラ ス フ ラ ス コ 48本 NOAA
サ ンプ リ ン グ 1991.Ol31 ス テ ン レス フ ラ ス コ 33本 環境研究所
ガ ラ ス フ ラ ス コ 10本 環境研究所
55m4ガ ラ ス フ ラ ス コ33本 東北大学
ス テ ン レス フ ラ ス コ 7本 東北大学
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
打転1録B9騒1ARハ イブリッドレコー ダ64巻 郵政省




デ ー タ ロ ガ ーMT




オー ロラ ・レー ダ50,112MHz
地 磁 気H,　 D,　 H成 分
定常 ・地球物理 長 坂 健 一
地震 短周期(SP)・ 1990.02.01～ (SP記 録)感 熱記録紙, 24冊 国立
長周期(LP) 1991.01.31日電 三 栄8D23H,4mm/s 極地研究所
地震記録
(LP記 録)感 熱記録紙, 12冊
日電 三 栄8D23H,4mm/s
(SP-LP記 録 共通) 21巻
ア ナ ロ グ磁 気 テ ー プ
1/2イ ン チ,3600フ ィ ー ト,
0.031PSTEACR-950L
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ディジタル磁気 テープ,1200フ ィー ト 8巻
NEC自 動地震観測装置
潮汐 検汐記録 1990.02.01～ (22次 システム)チ ャー ト記録紙 3冊 海上保安庁
1991.Ol.31CHINO打 点式 レコーダ,3cm/h 水路部
(31次 システム)チ ャー ト記録紙,12冊
日電 三 栄8D23H,4mm/s
(SP.LP記 録 共 通) 21巻
アナログ磁気テープ
1/2イ ン チ,3600フ ィ ー ト,
0.031PSTEACR-950L
ディジタル磁気テー プ1200フ ィー ト8巻
NEC自 動地震観測装置
STS地 震計による地震波(BRB)記 録1990.02.Ol～ 感熱記録紙 12冊 国立
広帯地域地震観測 1991.01.31 日電三栄8D23H,2mm/s 極地研究所





地震波(LP)記 録 1990.05.01～ チ ャー ト記 録 紙2cm/h, 8巻
1991.Ol.05 YEW　 TYPE3056(3ch)
地震波(POS,LP)記 録1990.07.01～ ディジタルカセ ット磁気 テープ 42巻
1991.01.09 TEAC　 DR-55
重力計による ラ コ ステ 重 力(G477) 1990.05.01～ チ ャー ト記 録 紙2cm/h, 8巻
地球潮汐の観測 連続記録 1991.01.08 YEW　 TYPE3056(3ch)
ディジタルカセ ット磁気 テープ 45巻
TEAC　 DR-55
温度連続記録 1990.05.Ol～ チ ャ ー ト記 録 紙,1.5cm/h, 8巻
1991.Ol.09
大気中のメタン 濃度記録 1990.02.01～ 感熱記録紙(ク ロ 1年 分 国立
濃度の観測 1991.01.31フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク 極地研究所
保守記録ノー ト
地上オゾン濃度 濃度記録 1990.02.01～ 打点記録紙 12冊
の観測 1991.01.31小 型 プ リン タ ー 出 ll巻
フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク 70枚
保守記録ノー ト 1冊
大気中の二酸化窒 濃度記録 1990.02.Ol～ 打点記録紙 12冊



















フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク
プ リ ン ター 出 力






生物 ・医学 綿貫 豊,内 藤靖彦,神 田 博
ア デ ー リーペ ンギ
ン生 態 観 測
ペンギン潜水記録 1990年1月 TDR 12台 国立
極地研究所
1991年1月 TDR 24台
繁殖生態 1990年1月 デ ー タ シ ー ト
1990.10～
1991.Ol
デ ー タ シ ー ト











8mmカ セ ッ トテ ー プ 80個 道立北見病
院
長時間血圧 1990年3月 ～記録用紙院 45枚
(あすか観測拠点)
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関













臨 空 川 原 昌 利
地磁気及び 磁 場,　ULF,　 CNA 1990.Ol.Ol～ Digital　 MT　 1200ft 31巻 国立極地
極光観測 Photometer 1991.02.10 研究所
NNSS
磁 場,　ULF Analogue　 MT　 3600ft25巻
磁 場,　ULF,　 CNA 8chレ ク チ グ ラ フチ ャ ー ト 6巻
Photometer
NNSS
磁 場,　ULF,　 CNA 6chペ ン レコ ー ダチ ャ ー ト 12巻
Photometer
磁 場,　ULF,　 CNA 5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク 12枚
Photometer
NNSS 5イ ンチ フロッピーデ ィスク 242枚
3.5イ ン チ フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク
全天カメラ写真 パ ンク ロ フ ィル ム400ft 20本
地 学 白 石 和 行
地質調査 地質調査記録 1990.1～ 野帳 6冊 国立
1991.02 極地研究所
気水圏 岩 崎 明
高層気象観測 高層気象観測記録 1990.1-12 観測記録用紙 16回 分 国立
極地研究所
指 定 面,特 異 点 記 録(3.51NC,16枚
FD)
積雪観測 雪尺観測記録 観測記録表 1年 分
山地気象観測 山地旅行気象 観測野帳 2冊
採集試料
観測項目 試 料 名 採集期間 採集場所 ・試料の形態 数量 保管機関





限石探査 明石試料 1990.11 約50
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研 究 分 野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理 学
鈴 木 裕 武 立教大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層
物 理 学
加 藤 賢 一 東海大学大学院工学研究科
佐 藤 真 之 山形大学大学院理学研究科
長 岡 孝 行 同 上
六 山 弘 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科
港 屋 浩 一 同 上
岡 村 宏 同 上
川 上 登 千葉大学大学院工学研究科
今 井 雅 人 同 上
気 象 ・雪氷 学
遠 嶋 康 徳 東京大学大学院理学系研究科
極 地 雪 氷 学
藤 田 均 国際基督教大学大学院理学研究科
亀 田 貴 雄 北海道大学大学院理学研究科
古 川 晶 雄 名古屋大学大学院理学研究科
三 谷 与 富山大学大学院理学研究科
藤 田 秀 二 北海道大学大学院工学研究科
町 田 敏 暢 東北大学大学院理学研究科
極 地 気 象 学村 田 昭 彦 同 上
田 少 奮 筑波大学大学院地球科学研究科
地 学
金 子 慶 之 琉球大学大学院理学研究科 極 地 地形学 ・
地 質 学三 浦 英 樹 東京都立大学大学院理学研究科
浅 川 真 也 茨城大学大学院理学研究科 南 極 固 体
地 球 物 理 学薮 田 豊 京都大学大学院理学研究科
生 物 学
沼 波 秀 樹 東京水産大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学
石 川 智 慮 東海大学大学院海洋学研究科
浅 賀 朋 宏 東京水産大学大学院水産学研究科
森 貴 久 京都大学大学院理学研究科
長 雄 一 東京水産大学大学院水産学研究科
加 藤 明 子 早稲田大学大学院理工学研究科
則 武 敏 史 広島大学大学院理学研究科 南極陸上生態 ・
分 類 学岡 本 達 哉 同 上
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当図書室は,極 地関係の文献センターとして,南 極 ・北極に関する文献の収集に力をそそいでいる。また,研 究 ・
教育機関の図書室 として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学、阻石、情報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつとめている。
昭和基地,あ すか観測拠点の図書についても,図 書室で収集,管 理をしている。過去5年 間の年度別蔵書数および
増加冊数を(2)に,年 度別所蔵雑誌 タイ トル数(3)に示す。
(2)年 度別蔵書数および増加冊数
()内 は増加冊数












































































(3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

















当研 究 所 成 果刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Mernoirs　 of　Natioal　 Institute　 of　Po!ar　 Research,　 Series
A,　 B,　C,　D,　 E,　F,　G,　 Special　 Issue　 (不定 期),　Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmo
sphere　 Physics,　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,Antarctic　 Meteorites,P
olar　 Biology　 の5シ リー ズ を各年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不定 期,11カ テ ゴ リ ー の う ち年 約10回),
Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　 National　 Institute　 of　 Polar
Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不定 期),　Glciological　 Folio　 (不定 期)が あ り,そ の編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係
で 行 って い る。平 成2年 度 の研 究 所 成 果 刊 行 物 を(2)に,過 去5年 間 の年 度 別 出版 冊 数 お よ び頁 数 を(3)に 示 す 。
(2)研 究所成果刊行物




Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　(6冊)
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
　 　 　 No.3,108p.　 November　 l990
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
No.4,143p.March1991
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposiurn　 on　 Antaractic　 Geosciences
　 　 　 No.4,251　 p.September　 l990
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antaractic　 Meteorites
　 　 　 No.3,286　 p.　 October　 l990
No.4,446p.Marchl991
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Biology
No.4,200p.March1991
JARE　 Data　 Reports　 (10冊)
　 No.　 160　 (Seismology　 24):　 Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1989,　 by　 K.
　 　 Kaminuma　 and　 H.　 Murakaml.　 66　 p.　 Januaty　 l991.
　 No.161　 (Oceanography　ll):Oceanographic　data　 of　 the　 30th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedi-
　 　 tion　 from　 November　 l988　 to　 March　 l989,　 by　 S.Ikeda　 and　 K.Matsumoto,　40　 p.　 March　 l991.
　 No.　 162　 (Marine　 Biology　 18):Zooplankton　data　 collected　 with　 BIOMASS　 programme　 at　 Syowa
　 　 Station　 in　 l982　 by　 JARE-23,　 II,　"NIPR-1"　 samples:Stn.3,　 A.　 Tanimura,　 M.　 Fukuchi,
　 　 H.Ohtsuka　 and　 T.　 Hoshiai.　 275　 p.　 March　 l991.
　 No.　 163　 (Terrestrial　 Biology　 2)　 :　Microclimate　 data　 measured　 at　unmanned　 observation　 station,
　 　 the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　 Antarctica　 in　 1988-1989,　 by　 S.　 Ohtani,　 H.　 Kanda　 and　 Y.
　 　 Ino.　 99p.　 March　 l991.
　 No.　 164　 (Meteorology　 25)　 :　Meteorological　 data　 at　 Asuka　 Station,　 Antarctica　 in　 1989,　 by
　 　 S.　 Meshida,　 N.　 Azuma,　 A.　 Yukimatsu　 and　 T.　 Yamanouchi.　110p.　 M rch　 l991.
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No. 165 (Meteorology 26)  : Antarctic climate research data, Part 3. Radar and microwave 
 radiometer data at Syowa Station, Antarctica in 1989, by, H, Konishi and M. Wada.  hip. 
 March 1991. 
No. 166 (Meteorology 27) : Antarctic climate research data, Part 4. 37 GHZ microwave 
 radiometer data in 1987-1989 and shortwave and longwave radiation data in 1988 at Syowa 
 Station, by M. Wada, T. Yamanouchi and H. Konishi. 82p. March 1991. 
No. 167 (Ionosphere 43) : Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1989, byH. 
 Maeno and S. Yamamoto. 42p. March 1991. 
No. 168 (Ionosphere 44) : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station. 
 Antarctica in 1989. by H. Maeno and S. Yamamoto. 184p. March 1991. 
No. 169 (Upper Atmosphere Physics 8)  : Upper atmosphere physics data, Syowa and Asuka 
 Stations, 1988, by M. Sato, K. Uchida, 0. Saka, K. Yamaguchi, S. lguchi, T. Aoki and H. 
 Miyaoka.  212p. March 1991.
Antarctic Geological Map Series 
 Sheet 31: Balchenfjella, 1/100 000 with explantory text, by M. Asami, 
   Makimoto, E. S. Grew, Y. Osanai, Y. Takahashi, N. Tsuchiya, Y. Tainosho and K. 
   Shiraishi.14p. with 8  pl. March 1991.
Special Map Series of National Institute of Polar Research 
 No.  5: Antarctic Geosciences Transects  QML-1A and  1B, by K. Kaminuma.
 Antarctica  : East Queen Maud Land, Enderby Land Glaciological Folio 
 Sheet  1  : Ice sheet surface, by Y. Ageta, F. Nishio and K. Moriwaki. 
 Sheet 4 : Snow surface features, by T. Furukawa, Y. Fujii and 0. Watanabe.
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阿 南 功 一 筑波大学長 西 島 安 則 京都大学長
赤 池 弘 次 統計数理研究所長 西 原 春 夫 早稲田大学総長
浅 田 敏 東海大学開発技術研究所 教授 西 村 純 宇宙科学研究所長
河 村 欣 二 (財)フ ォー リ ン ・プ レ スセ ン ター 顧 問 長 谷 川 博 一 大阪産業大学教授
木 下 是 雄 学習院大学 名誉教授 蜂 須 賀 弘 久 京都教育大学長
古 在 由 秀 国立天文台長 東 晃 国際基督教大学 教授
永 田 武 国立極地研究所 名誉教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学 教授
菅 原 寛 孝 高エネルギー物理学研究所長 諸 澤 正 道 国立科学博物館長
七 田 基 弘 神奈川大学 教授 山 本 草_ 上智大学 教授
斎 藤 成 文 宇宙開発委員会委員 若 濱 五 郎 北海道大学低温科学研究所長
(2)運 営協議員会
極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応 じる。
岩 月 善 之 助 広島大学理学部 教授 森 本 武 利 京都府立医科大学 教授
大 家 寛 東北大学理学部 教授 村 野 正 昭 東京水産大学 教授
加 藤 進 京都大学超高層電波研究センター長 若 井 登 東海大学開発技術研究所 教授
甲 藤 好 郎 日本大学理:1二学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所 企画調整官
小 疇 尚 明治大学文学部 教授 平 澤 威 男 国立極地研究所 研究主幹
國 分 征 東京大学理学部 教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所 資料主幹
高 木 章 雄 鹿児島大学理学部 教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所 教授
田 中 正 之 東北大学理学部 教授 渡 辺 興 亜 国立極地研究所 教授
坂 野 昇 平 京都大学理学部 教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所 教授
樋 口 敬 二 名古屋大学水圏科学研究所長 江 尻 全 機 国立極地研究所 教授

























(3)南 極 鉱 物 資 源 特 別委 員会
所長の諮問に応じ、南極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行 う。
(4)南 極 海 洋 生 物 資 源 特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行 う。
(5)共 同研 究 委 員 会
所長の諮問に応 じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究に関する事項について調査審議を行 う。
(6)南 極 陽 石研 究 委 員 会
所長の諮問に応 じ,南 極限石に関する諸問題について調査審議を行 う。
(7)氷 床 コ ア研 究 委 員 会
所長の諮問に応 じ,氷 床コアに関する諸問題について調査審議を行 う。
(8)北 極 科 学研 究 推 進 特 別 委 員 会
北極研究及び観測に関する諸問題について調査審議を行う。
(9)南 極 地 学 国 際 シ ンポ ジ ウム 運 営 委 員 会
南極地学国際シンポジウムの企画運営等に関する事項について調査審議 を行う。












(12)極 地 観 測 隊 員健 康 判 定 委 員 会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者と,そ の候補者等の健康に
関する事項について調査審議を行う。
(13)極 地観 測 記録 映 画 作 成 委 員 会
所長の求めに応 じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行 う。
(14)編 集 委 員 会
所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集について調査審議 を行 う。



































2.5.5～5.12ベ ルギー王国 第22回 国際海洋 ・水力学 リェージュ コロキウム
福地光男 助教授














2.7.14～7.24ブ ラジル連邦共和国 南極観測実施責任者評議会(MNAP)　 ,南 極設営及び行動に関する
常置委員会　(SCALOP)　 及びBIOMASS幹 事会議出席
平澤威男 教授
2.7.14～7.30ブ ラジル連邦共和国 南極研究科学委員会第21回 総会
吉田栄夫 教授
2.7.14～7.30ブ ラジル連邦共和国 南極研究科学委員会地質学作業委員会及び地質学 ・個体地球物理学合
同作業委員会公式会合出席
神沼克伊 教授







福 地 光 男 助 教 授
2.7.16～8.12
神 田 啓 史 助 教 授
2.8.2～8.23
本 吉 洋 一 助 手
2.8.3～10.30
星 合 孝 男 所 長
2.8.27～9.9
小 野 延 雄 教 授
2.8.19～9.1
佐 藤 夏 雄 助 教 授
2.8.29～9.24
星 合 孝 男 所 長
2.9.16～9.20
神 沼 克伊 教 授
2.9.16～9.22
西 尾 文 彦 助 教 授
2.10.3～10.14
渡 邉興 亜 教 授
2.10.22～ll.2
福 地光 男 助 教 授
2.10.23～10.31
大 谷修 司 助 手
2.!l.14～3.3.13
森 田 知 弥 技 官
2.11.14～3.3.28
藤 井 理 行 助 教 授
藤 井 良 一 助 手
石 沢 賢 二
2.ll.14～4.3.27
吉 田 栄 夫 教授
















オース トラリア 南極海洋生物資源保存委員会第9回 年次会合(科 学委員会)出 席






福 地 光 男 助 教 授
2.12.11～12.16
谷 村 篤 助 手
2.12.28～3.3.31
小 野 延 雄 教 授
3.1.6～1.ll
星合 孝 男 所 長
3.1.19～1.25
佐 藤 夏 雄 助 教 授
3.1.19～1.25
江 尻 全 機 教 授
宮 岡 宏 助 手
3.1.28～2.16
山岸 久雄 助 教 授
3.2.25～3.30
福 地光 男 助 教 授
3.3.18～3.24
小 野 延 雄 教 授
3.3.28～4.5
(2)
渡 邉 興亜 教 授
2.6.10～6.17
渡 邉研 太 郎 助 手
2.8.1～8.24
矢 内桂 三 助 教 授
2.8.24～9.24
小 島 秀康 助 手
2.9.14～9.23
舟 木 實 助 手
2.9.21～10.9
連合王国　JGOFS南 大洋計画部会第一回会合出席









海 外 研 修 旅 行
アメリカ合衆国 地球規模環境変動における極域の役割に関する国際会議出席
カナダ,ア メリカ合衆国 極域海洋生物に関する研究,第3回 極域珪藻類コロキウム及び第
ll回国際珪藻類シンポジウム出席
オース トラリア 第53回 国際陽石学会出席,阻 石孔研修巡検及び初期地球の陽石孔国際研究
集会出席
オース トラリア 第53回 国際限石学会出席





ズビグニェプ ・ヤボロヴスキ 　ー(Zbigniew　 Jaworowski)
所 属 ノルウェー極地研究所研究部長 ・国立極地研究所客員教授
招へい期間 平成2年10月1日 ～平成3年3月31日
研 究 課 題 北極圏環境変化の地球化学的研究
デイビッド リー ギャリソン　(David　 Lea　Garrison)
所 属 カリフォルニア大学サンタクルス分校海洋研究所研究員
招へい期間 平成2年10月1日 ～平成3年4月30日
研 究 課 題 海氷域における低次生産過程とエネルギー移送の研究
ヘンリー ジェイ ヅワリー　(Henry　 Jay　Zwally)
日本学術振興会外国人招へい研究者
所 属 米国航空宇宙局ゴダー ド宇宙研究所主任研究員
招へい期間 平成2年9月3日 ～ll月21日
























Dr.SCHNEIDER,　 W.G.　 (ア ル フ レ ッ ド ・ヴ ェ ー ゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)
Dr.PATERSON,W.S.B.　(パ ター ソ ン ・ジ オフ ィジ ク ス社)
謝 自楚　(Prof.Xie　 Zichu　 中 国!州 氷 河 凍 土 研 究 所)
Prof.PAGE,　 P.　 (モ ン トリオ ー ル ・ケ ベ ック大 学 地 球 科 学 教 室 教 授)
Mr.JAYATILEKE,　S.　 (セ イ ロ ン科 学 技 術 研 究 所 研 究 員)
Dr.MENG,　 C.1　 (ジ ョ ンズ ・ポ プ キ ンス大 学 応 用 物 理 学 研 究 室 長)
Dr.　 TROSHICHEV,　 O.T.　 (ソ連 北 極 南 極 科 学 研 究 所 主 任 研 究 官)
Dr.SCORE,　 R.A.　 (米 国航 空 宇 宙 局 ジ ョ ンソ ンスペ ー ス セ ンタ ー研 究 員)
Dr.JOHNSON.L.　(米 国海 軍 研 究 所 研 究 員)
Dr.SANTOSH,　 M.　 (地球 科 学 研 究 所 研 究 員)
Prof.ALEXANDER,V.　(ア ラ ス カ大 学 海洋 学 研 究 所 長)
Mr.COYLE,K.　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋 学 研 究 所 研 究 員)
Dr.HARRIS,L.　 (西 オ ー ス トラ リア大 学 上 級 講 師)
Mr.OHTA,M　 (ノ ル ウ ェ ー オ ス ロ大 学 大 学 院学 生)
Prof.SIGELMANN,R.A.　(ワ シ ン トン大 学 電 気 工 学 科 教 授)
大 竹武　(Dr.OHTAKE,T.アラ ス カ大 学 地 質 学 研 究 所 名 誉 教 授)
崔 孝　(Dr.HYO　 choi.国 立 江 陵大 学 東海 岸 地 域 研 究 所 長)
Prof.DECLEIR,H.　(ブ リュ ッセ ル 自 由大 学 教 授)
Prof.ALEAN,W.　(ニ ュ ー ヨー ク州 立 工 科 大 学 教 授)
Dr.AHMAD,M.M.　(イ ン ドス リナ ガ ル工 業 大 学 上 級 講 師)
Mr.GAUR,V.K.　 (イ ン ド海 洋 開発 庁 長 官)
郭 王昆(Mr.GUO　 Kun.中 国 国 家南 極 考 察 委 員 会 弁公 室 主 任)


































手 占生　(Dr.Li　 Zhansheng,中 国 国 家南 極 考 察 委 員 会 弁 公 室 国 際 部 副 部 長)
万 国才(Dr.Wan　 Guocai中 国 国家 南 極 考 察 委 員 会 技 術 研 究 部 長)
山　 林 　(Dr.Shan　 Guanglin,　 中 国 国家 海 洋 局 主 任 研 究 官)
張 柄 尖 　(Prof.Zhang　 Bingyan.　 上 海船 舶 研 究 所 教 授)
郭 明 川(Prof.Wu　 Mingchuan.上 海 船 舶 研 究 所 教 授)
李 恵珍 　(Dr.Li　 Hvizhen.上 海 船 舶 研 究 所 主 任 研 究 官)
李 砧砧 　(Dr.Li　 Beibei,上 級 船 舶 研 究 所 研 究 官)
李 瑞 宗　(Dr.　 Ray-tzong　 Lee,台 湾 輔 仁 大 学 講 師)
Dr.PARK,Y.　 (カ リフ ォル ニ ア工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所 主 任 研 究 員)
Prof.TRIPP,R.　 (ワ シ ン トン大 学 海 洋学 部 教 授)
Prof.FRASER,B.　 (オ ー ス トラ リア ニ ュ ー キ ャ ッス ル大 学 教 授)
Prof.WIT,D　 (ケ ー プ タ ウ ン大 学 地 質学 部 教 授)
ProfBERING,E.A　(米 国 ヒュ ー ス トン大 学 教 授)
Prof.GORDON,A.L　(コ ロ ン ビア大 学 ラ モ ン ト ・ ドー テ ィー地 質 観 測 所 教 授)
高 美 庚(Prof.Meiqing　 Gao.地 球物 理 研 究 所 中 国科 学 ア カ デ ミー所 長)
車 建 国(Mr.Jianguo　 che,地 球 物 理 学 研 究 所 中 国科 学 ア カ デ ミー主 任)
Dr.OWEN,C.J.　 (英 国 帝 国学 院研 究員)
Dr.HEINTZENBERG,J.　(ス トッ クホ ル ム大 学気 象学 教 室 助 教 授)
Dr.FERRARI.F.　(米 国 ス ミソニ ア ン 自然 史博 物 館 海 洋生 物 セ ン ター主 任 研 究 官)
Prof.BRADLEY,B.　(米 国 メ リー ラ ン ド大 学物 理科 学 部教 授)
Dr.FELDSTEIN,Y.1.　(ソ 連 科 学 ア カデ ミー 地球 磁 気 ・電 離 圏 電 波 伝 搬 研 究 所 研
究 員)
Prof.BACILA,M　 (ブ ラ ジ ルパ ラナ 大 学 獣 医 学 大 学 院部 長)
Dr.RAMADEVI,C.　(イ ン ドナ ガー ル ジ ュナ 大 学動 物 学 部 助 手)
Dr.GODHANTARMAN,N.　(イ ン ドア ナ マ ロ イ大 学 海 洋生 物 学 部 助 手)
Dr.VENKATESWARAN,K　 (イ ン ド海 洋 バ イ オテ ク ノ ロジ ー研 究所 主 任 研 究 員)
Dr.DAHMS,H.U　(ド イ ッ オー ルデ ン ブ ル グ大 学 生物 学 部 助 手)
Prof.MATHISEN,O.A　(ア ラ ス カ大 学 漁 業 海 洋 科学 ジ ュ ノー セ ン ター)
胡 勧 陵　(Prof.HU　 Hvan　 Ling,　 (中 国 科 学 院安 徽 光 学精 密 器 械 研 究 所 大 気 光 学 部 長)
Prof.ALEXANDER,V.　(ア ラ ス カ大 学 海 洋 学研 究 所長)
板 垣 和 彦　(Dr.ITAGAKI,K.米国 陸 軍 寒 地 工 学研 究所 物 性 物 理 研 究部 長)
Prof.EGELAND,A.　(オ ス ロ大 学 教授)
Mr.SAUVADET.P.　(北 海 道 大 学 水 産 学部 研 修生)
Dr.PIPER,S.C.　 (カ リ フ ォル ニ ア 大 学 ス ク リプ ス 海 洋研 究 所 助 教 授)
Dr.CLAUSEN,H.B.　(コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 地球 物 理 研 究 所)
Dr.BETTERIDGE,G.　(ニ ュー ジー ラ ン ド科 学 産業 省 研 究 部 長)
Dr.LOWE,D.　 (ニ ュー ジー ラ ン ド科学 産 業省 研 究 官)
Dr.MATTHEWS,A.　(ニ ュ ー ジー ラ ン ド科 学 産 業省 研 究 官)
Dr.CLARKSON,T.S.　(ニ ュー ジー ラ ン ド気 象局 研 究 部 長)
Mr.COOPEP,H.　 (ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド大 使 館 二 等 書 記 官)
Dr.WELLER,G.　 (ア ラス カ大 学 地球 物 理 研 究 所 副 所 長)

















Dr.CODER,D.M.　(米 国 ワ シ ン トン大 学 海 洋 学 部研 究 員)
Dr.Chin　 Sun　 Lin.　 (米 国 サ ン ス ウ ェ ス ト研 究 所 プ ラズ マ 物 理 学研 究 課 長)
Dr.NANDAKUMAR,R.　(ア ン ナマ ラ イ大 学 特 別 研 究 員)
Dr.BHASKARAN,K.　(ア ンナマ ラ イ大 学 特 別 研 究 員)
Prof.ALEXANDER,V.　(ア ラ ス カ大 学 海 洋 学 研 究 所 長)
Ms.WASHBURN,N.　(ア ラ ス カ大 学)
Dr.ALBERT,T.　 (ア ラ ス カ ノー ス ス ロ ー プ地 区 野 生 生 物 監 督 局 主 任 研 究 員)
Dr.KELLY,B.P.　(ア ラ ス カ大 学 海 洋 学 研 究 所 研 究 員)
Prof.LORIUS,C.　 (グ ル ノー ブ ル大 学 教 授)
施 雅風 　(Prof.Shi　 Yafeng中 国科 学 院(兼)南 京 大 学 教 授)
Dr.BRAITHWAIT,R.J.　(グ リー ンラ ン ド地 質調 査 所 研 究 員)
包 澄瀾　(Dr.Bao　 Cheng　 Lan中 国 国 家 海洋 局 海 洋 環 境 予 報 中心 セ ン ター副 所 長)
Dr.BRASSEUR,G.　(米 国大 気 科 学 セ ン ター大 気 化 学 部 大 気 モ デ リ ング課 長)
頼 明 洲(Dr.Lai　 Ming　 jou　 台 湾 ア ジ ア 蘇苔 ・地衣 類 学 会 会長)
Dr.THOMAS,R.　 (米 国航 空宇 宙 局 海 洋 ・雪 氷 部 長)
Dr.RAYMOND,J.　(サ ウ スア ラ バ マ大 学 助 教 授)
Mr.STEGER,W.　 (国 際極 地探 検 隊)
Prof.TRIPP,R.　 (ワ シ ン トン大 学 教 授)




















教 授(客 員)電 離層物理学
助教授(客 員)磁 気圏物理学
(気水圏遠隔観測研究部門)
教 授(客 員)大 気力学
助教授(客 員)雪 氷学
理博 星 合 孝 男
理博 川 口 貞 男
理博 平 澤 威 男
理博 山 内 恭









工博 小 川 忠 彦
理博 坂 翁 介
理博 田 中 浩














教 授(客 員)地 球物理学
助教授(客 員)地 質学
(限石研究部門)





































































矢 内 桂 三
一126一
助 手 限石学 理博
〔北極圏環境研究センター〕
センター長(教 授 ・併)海 氷学 理博
〔情報科学センター〕
センター長(教 授 ・併)磁 気圏物理学 理博















































































同 福 田 弘 巳(北 海道大学助教授)
極地設営工学研究部門 講師(非 常勤)半 貫 敏 夫(日 本大学助教授)
6月8日
[転任]
北極圏環境研究センター教授 小 野 延 雄(北 海道大学教授低温科学研究所)
センター長(併 任)
[配置換]
情報科学センター助教授 佐 藤 夏 雄(デ ータ解析資料部門助教授)
同 助手 神 沢 博(同 助手)
[併任]
情報科学センター長 平 澤 威 男
7月1日
[転出]
東京大学海洋研究所経理課船舶掛長 伊 藤 明 夫(管 理部会計課用度第二係長)
[転任]
管理部会計課用度第一係長 古 川 松 夫(東 京大学学生課庶務掛経理主任)
[配置換]
管理部会計課用度第二係長 梅 木 川 敏(管 理部会計課用度第一係長)
12月1日
[転出]
北海道教育大学教授教育学部釧路分校 西 尾 文 彦(非 生物系資料部門助教授)
[配置換]
情報科学センター教授 江 尻 全 機(超 高層物理学第一研究部門教授)
(センター長併任)
超高層物理学第一研究部門助教授 佐 藤 夏 雄(情 報科学センター助教授)
[併任]
気水圏遠隔観測研究部門(客 員)田 中 浩(名 古屋大学教授)
極地設営工学研究部門(客 員)梅 村 晃 由(長 岡技術科学大学教授)
[併任解除]
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